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「いらっしゃい。っと、お前さんか。久し振りじゃないか」

　ハテシナ、日本勢力内の英えい符ふを取り扱う店。口くち髭ひげをたくわえた店主は、入ってきた客に笑え顔がおを見せた。客は店主と長い付き合いなのだが、ここのところ仕事が忙しいらしく、久々の来店なのであった。

「このドア開けづらいな。自動ドアにしてくれよ」

　客は入ってくるなり文句を言った。

　不便なのも当然である。店のドアというのは鳥の入店など想定していない。カラスに合わせろというのも勝手な話だ。

　三本足のカラスの姿をした客は大きな黒い羽はねをたたみ、カウンターの上に着地した。

「ははは。まあ、売り上げしだいで改装もアリだな」

　店主は口を大きく開けて豪ごう快かいに笑うと、一枚の紙を取り出してカラスの前に置いた。英符の注文書である。この紙に欲しい英符とその枚数を記入するのだ。

　カラスは三本ある足の一本でペンを摑つかみ、器用に文字を書いていく。

「まったく……何でおいらがあいつらの英符を買っていかなくちゃいけないんだよ。鳥使いが荒いんだから……」

　そう、カラスは自分が使う英符を買いに来たのではない。人間の世界で任務にあたっている二人ふたりのハテビトから頼まれたのだ。本来、ハテシナと人間世界を行き来するには許可がいる。しかし、カラスはハテシナと人間の世界をまたいで伝達の仕事をしているため、許可なしで自由に移動できるのだ。そこを見込まれて、いや、利用されて英符の買い付けを請うけ負わされたのだった。

「ぶつぶつ言いながらも、結局は買いに来てるじゃないか」

「そりゃ断ったら殺され……じゃなかった。他ほかに用があったからついでだよ！」

「相変わらずだねえ」

　付き合いの長い店主は知っている。このカラスは、なんだかんだ言いながら世話焼きでいい奴やつなのだ。

「これだけ頼むよ」

　店主はカラスが記入した用紙を確かく認にんした。やがて、「在庫あるぞ。取り寄せの必要はないな」と言って、店の奥から英符を持ってきた。

「支払いは現金か？」

「いや、カードで頼む。一回払いで」

　カラスは買い物を頼んだ主あるじから預かったカードを羽う毛もうの中から取り出した。

　それにしても、と、カラスは思った。英符を大量に買ってしまえるあいつの預金はどれだけなのだろう。英符は決して安い物ではない。むしろ高い。そう何枚も持ち歩ける物ではないのだ。そういえば先日あいつらは爆ばく弾だんテロの実行犯を発見、討とう伐ばつしているので、その報ほう奨しよう金きんがかなりの額だったと予想できる。

　それなら、少しくらい使っても……。手数料ということで。

　が、カラスはすぐに今の考えを首を振って追い出した。勝手に金を使ったことがバレたら、間違いなく焼いて食われる。あの家の食卓に並んでしまう。

「また来てくれよな」

「おう。じゃあなー」

　英えい符ふの束たばを受け取って、カラスは羽はねを広げて飛び立った。

　しかし、開けづらいドアにぶつかった。






　１、 馬かオバケか







　教室の窓の外に目をやると、久し振りの大雨だった。朝から怪あやしい天気だったけど、三時間目が終わる頃ころから降り出して、今はもう校庭に大きな水たまりを作っている。

　雨具を持ってきていてよかった。車くるま椅い子すの私は、専用のレインコートを使っている。足まで覆おおうことのできる、裾すその長い物だ。着るのは少し面めん倒どうだけど、みんなが手て伝つだってくれる。

　昼休み、私はいつものように机をくっつけてお弁当を食べていた。私が強く言った甲か斐いもあって、水筒にミネストローネや味み噌そ汁しるが入っていることはなくなった。あの人のことだから、油ゆ断だんはできないけど。

「いただきまーす」

　ひょいっと、向かいに座る沙さ紀きちゃんは私の弁べん当とう箱ばこからおかずを一つ取っていった。

「あ……」

「隙すきありー。うん、相変わらず美お味いしいね」

「もう。一つだけだからね」

　私は卵焼きを口に入れた。全部手作りのお弁当は、文句なしに美味しい。ふと、思い出し笑いをしてしまう。大きい手で小さい弁当箱に盛り付けをする、朝のあの人の姿を思い出してしまったのだ。

　あの人たちと一いつ緒しよに暮らすという日常が始まって、少しの時間が過ぎた。朝起きたらお弁当を作っていて、学校から帰ってきたら夕ご飯の準備をしていて、そして楽しい夕食の時間。庭で特訓する周しゆう慈じを眺めたり、何なに気げない会話をしたり。毎日が、とても楽しい。こんなに早く過ぎていく日々が今まであっただろうか。

　十一月。冬が始まって外は寒くなってきたけど、私たちの家は温かい。

「そうだ春はる菜な、今日きようは私が押していくよ。雨で部活休みになったから」

「え？　いいの？　今日は周慈も委員会ないし、沙紀ちゃんが無理しなくても……」

「いいのいいの。私は無理してるつもりなんてないし。……あ──っ！」

　突然沙紀ちゃんが大きな声をあげた。その後「そうだよそうだよ。どうして私、今まで気づかなかったんだろ」と、呟つぶやいている。教室のみんなが私たちの机に視し線せんを集めている。でも沙紀ちゃんはそんなこと気にした様よう子すもなく、身を乗り出して私にぐっと顔を近づけた。

「春菜っ。今日、春菜の家にお邪じや魔ましていいかなっ」




　　　　＊　　＊　　＊




　息が切れる。汗が滲にじむ。しかし休むわけにはいかない。ここで足を止めてしまったら、きっとこの勝負に負けてしまう。どんな勝負だって負けるわけにはいかない。

　たとえそれがゲームだったとしても。

「はあっ！」

　建たけ代しろ神しん一いち郎ろうは腰を低く落とすと、右手に持ったリモコン型のコントローラーを振った。すると、テレビ画面の中のキャラクターがラケットを振り、サーブを打つ。

　ボールはピンポイントでコートのラインの隅すみに落ちる。理想的なサーブだ。

「甘いっ！」

　反応した天あま霧ぎり美み琴ことが、同じようにコントローラーを振る。その拍子に、二つに結んだ長い髪が揺ゆれる。キャラクターはボールに追いつき、サーブを打ち返す。

　だが、その時すでに勝負は決まっていた。神一郎の操あやつるキャラクターはサーブと同時に前に走り、ネット際ぎわまで詰めていたのだ。

　ボレーが決まり、神一郎にポイントが入る。

「追いついたぞ。これでデュースだ」

　神一郎は額ひたいの汗を袖そでで拭ぬぐった。

「なかなかやるね。見直したよ」

　美琴は不敵な笑えみを浮かべ、同じように汗を拭った。ジャージを膝ひざまで捲まくり上げ、シンプルな白地のＴシャツに右手首にはリストバンドをしている。

　藤とう堂どう家けのリビング、テレビの前の光景である。ソファは端はしに片づけられ、広いスペースに見た目高校生くらいの男女が、息づかい荒く熾し烈れつな戦いを繰くり広げていた。

　試合を始めて、かれこれもう二時間になる。雨だから買い物に行くのをやめて、冷れい蔵ぞう庫こにあるもので夕飯を作ることにしたため、神一郎に時間ができた。そこで美琴が、どこからか調ちよう達たつしてきたゲームで勝負を挑んできたのだ。

　始めてみるとこれが面おも白しろく、最初はソファに座って遊んでいたのだが、段だん々だんと画面に連動して体が動くようになってきて、気がついたら立って動き回っていた。

　ゲーム慣なれしている美琴が有利かと思われたが、神一郎の飲み込みは早く、互角の勝負となっていた。

「はっ。お前もたいしたことねえな」

「ほう……。だったら、このゲームの本当の恐ろしさってものを見せてやろうじゃない」

　美琴は何かする気のようだ。しかし、今流れは神一郎にある。そこを逃すわけにはいかない。なんといっても、この勝負には冷蔵庫に一個だけ残っているこんにゃくゼリーがかかっているのだ。

　コントローラーを握にぎり締しめ、振る。またもいいサーブが決まった。神しん一いち郎ろうはネットに走った。

　美み琴ことが返す。だがコースは甘い。さっきと同じようにボレーで決めることができる。これでリードだ。

　だが、それは起きた。

「てりゃあっ！」

「なっ……」

　美琴が放ったローキックが神しん一いち郎ろうの膝ひざに直ちよく撃げきする。もちろんゲームの中のことではない。リビングでのことだ。神一郎はバランスを崩くずし、コントローラーを振るタイミングがずれた。

　結果、画面の中のキャラクターはラケットを空から振ぶりしてしまった。ポイントが美琴に入る。

「はーい。いただきー」

　美琴は鼻をならし、肩にかかった髪を払いのけた。

「……そうか。わかった」

　まさかこんな方法があったとは。しかし、美琴を卑ひ怯きようだと言うつもりはない。すべては神一郎の油ゆ断だんにある。手段を問わずに貪どん欲よくに勝利を求める。その姿勢にはむしろ感心できる。

「さ、マッチポイントだよ」

「ああ……」

　美琴は結構力を入れて蹴けったようで、まだ足から痛みが消えない。

　そして、世の中にはこんな言葉がある。

　目には目を、歯には歯を。

　なんと素す敵てきな言葉であろうか。

　サーブが放たれる。美琴が反応する。そこで神一郎は蹴りを出した。

「はっ！」

　ローではない。ハイだ。

　神一郎の足は美琴の顔面に迫り、美琴はそれを腕でガード。かすかだがコントローラーを振るのが遅れ、神一郎のコートにゆっくりとしたボールが返ってきた。チャンスだ。

　神一郎は美琴の動きを警けい戒かいしつつ、コントローラーを大きく振りかぶった。拳こぶしでも足でも何でもこい。受け切る覚悟はできている。

「どあああああっ！」

　すると突然、美琴が視界から消えた。同時に腰に衝しよう撃げきが走る。次の瞬しゆん間かん、神一郎の両足は床ゆかから離はなれ、後ろに倒されていた。

　美琴、渾こん身しんのタックルである。

「くそっ！」

　背中を床に打ちつけ、一瞬だが息が止まる。

　目の前には馬乗りになった美み琴こと。その後ろのテレビには、神しん一いち郎ろうの敗北、美琴の勝利が映し出されていた。

「ま、ゲームで私に勝とうってのが、そもそもの間違いってやつだね」

「お前にもたまには花を持たせてやるよ。ってか、早くどけ」

「いやいや、このままもうちょっと勝利の美酒に酔いしれようかね」

　美琴に見下ろされているこの状態、無む性しように腹が立つ。思い切りブリッジをして上に吹ふっ飛ばしてやろうか。

　その時、リビングの扉が開いた。

「ただいま」

「お邪じや魔ましまーす」

「神一郎さん、今日きようは沙さ紀きちゃんが……」

　リビングに入ってきたのは三人。車くるま椅い子すに乗った藤とう堂どう春はる菜な、その双ふた子ごの弟周しゆう慈じ、そしてショートカットの活発そうな少女、春菜の友人の高たか嶋しま沙紀。中学の制服である深しん緑りよくのブレザーにチェックのスカート、赤いリボン。男子の周慈は同じ色のズボンにネクタイだ。その三人が、寝転がっている神一郎には九十度回転した姿で見えている。

　それを迎える神一郎と、神一郎に乗っかった美琴。
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「よう、お帰り。それといらっしゃい」

「お帰りー」

　神しん一いち郎ろうからすればいつも通りの挨あい拶さつなのだが、春はる菜なはそうもいかなかったらしい。

「あの……何……してるんです……か？」

「もう春菜ったらわかってるくせにぃ。これはどう見たって……ねえ？」

　と、神一郎が答えるまえに沙さ紀きが割り込んでくる。春菜は顔を真まっ赤かにして。

「沙紀ちゃ……」

「テニスだ」

「テニスじゃん」

　春菜の声にかぶるように、神一郎と沙紀の声が重なった。

「はい？」

　予想外の答えだったようで、春菜はうわずった声を出した。まだプロレスと答えた方が納なつ得とくしてくれていたかもしれない。

「どう見たってテニスじゃーん。私もこのゲーム持ってるし。さあて、春菜は何を想像したのかなー」

　沙紀は頰ほおずりをするように春菜の後ろから抱きついた。からかわれたことにやっと気づいた春菜は「もうっ……」とうつむいてしまった。周しゆう慈じも目を泳がせているが、ツッコむべきだろうか。

　神一郎は美み琴ことを押しのけ、やっと立ち上がる。

「それで、今日きようはどうしたよ。何か変なのがくっついてきてるじゃねえか」

「神一郎さん、美琴さん、こんにちはです。二年Ａ組高たか嶋しま沙紀、本日はお夕飯をいただきに参上いたしました！」

　びしっと敬礼。これは沙紀なりの神一郎に対する挨拶のようだ。そして今度は美琴に向き直り、ぐっと親指を立てた。美琴も同じポーズで応こたえる。これが美琴用の挨拶か。この前の文化祭以来、すっかり意気投合してしまったようだ。このコンビはうるさいんだよなあ。

「夕飯食ってくのか。また急な話だな」

「すみません、いきなり……」

　春菜は少々困り顔。

「私、以前から春菜のお弁当をつまみ食いさせてもらっていましてですね、これを温かいうちにたくさん食べることができたならどれだけ幸せだろうかと……」

「よし食ってけ」

「はい！　ありがとうございます！」

　沙紀は深々と頭を下げた。神一郎にとって、料理を美お味いしく食べてくれる人間、それすなわち歓かん迎げいすべき客なのだ。

　だが、そこで問題が発生した。神一郎はキッチンへ行き、冷れい蔵ぞう庫こを開く。

「どうしました？」

　後から来た春はる菜なが神しん一いち郎ろうの背中に問いかけた。

「今日きようは冷れい蔵ぞう庫この残り物で作ろうと思ってたんだが、客がいるとなると話は別だ。ちょっと買い物行ってくる」

　時計とけいを見ると五時過ぎ。今から急いでスーパーへ行き、料理を始めればそんなに遅くはならないだろう。米は研といで炊すい飯はん器きにセットしてあるし、メニューを伝えれば春菜ができる限りの下準備をしてくれる。

「買い物ですか？　でしたら私がお供しまっぐぇ！」

　上着を羽は織おった神一郎を追いかけようとした沙さ紀きだったが、背後から美み琴ことに首を摑つかまれ、変な声が漏もれた。

「あんたはこれから私の相手をするの。さっきこのゲーム持ってるって言ったでしょ？」

　言うが早いか、美琴はコントローラーを沙紀に渡した。

「美琴さん、私、結構自信ありますよ」

　肩をぐるぐる回し、沙紀は準備運動をする。沙紀もまた、立ったままやるようだ。

「ほほう。言ったね？　じゃあ始めよっか。周しゆう慈じも早く着替えてきなさい。春菜ちゃんも、準備終わったら参戦ね」

「はあ……」

　藤とう堂どう姉弟は勢いに押されて小さく首を縦たてに振った。

　神一郎が傘かさを持って家を出ると、雨は小降りになっていた。夜にはやむという予報が出ていたことを思い出す。これくらいだったら傘をささなくても平気だろう。神一郎は小走りに商店街を目指した。







　メニューは決まっていたので、スーパーに入るなりカゴを持って必要な食材を入れていく。いつもはもっとのんびりデザートなどを考えながら回るのだが、今日に限っては急がなくてはいけない。一番並んでいないレジにカゴを置く。

「釣つりはいらねえ！　でもレシートはくれ」

「いやピッタリだから！」

　スーパーでの所要時間、五分弱。

　神一郎が買い物から帰ってくると、リビングでは沙紀がくたくたになっていて、「リアルもありなんですか……？」と絞り出すように言っていた。勝利したらしい美琴は堂々と仁に王おう立だち。息が上がっているのは、また動き回った結果だろう。

　沙紀は陸上部に所属し、短たん距きよ離り走そうの選手なのだと春菜に聞いたことがあるが、身体能力で美琴に勝とうというのは無理な話だ。何といっても美琴は人間ではない。

「次、周しゆう慈じ！」

　周慈は沙さ紀きにコントローラーを託される。

「周慈君……、私の仇かたきを……」

　沙紀は部へ屋やの隅すみに追いやられたソファに突っ伏す。春はる菜なが麦むぎ茶ちやを持って行くと、それを一気に飲のみ干ほした。

「美み琴ことさん、これ、座ったままでもできると思うんですけど……」

　周慈の懇こん願がんは届くはずもない。美琴は肩をぐるぐると回し、次の対戦に向けて準備体たい操そうを始めている。

　周慈は諦あきらめたのかコントローラーを持つが、隣となりに立つ美琴を見て頰ほおを赤く染そめた。その間にポイントが入ってしまった。

「何ぼーっとしてんのさ。ちゃんと前見て」

「は、はい……」

　あー、なるほど。周慈が照れるのも当然か。

　そこで神しん一いち郎ろうが待ったをかけた。

「美琴、着替えてこい。そこまで見せびらかすもんでもないだろ」

「……む。タダなんだから感かん謝しやしなさいよ」

　美琴の着ていた白地のＴシャツは、汗のせいで透すけてしまっていた。薄うすいピンクの下着が見えている。周慈もいい加減慣なれてしまえばいいのに。ま、無理な相そう談だんか。

「ちょうどいいからこの辺で終わりにしとけ。これから料理作るんだ。ほこり立てられたら困る」

「えー、これからじゃん」

　美琴は唇を尖とがらせる。これからって、美琴は神一郎との対戦も含め、三時間以上ゲームをしているのだが。まあ、美琴はハテシナにいる時もネットゲームにハマっているようなゲーム好きなわけで、放っておけばきっといつまででもやるのだろう。

「知るか。お前は黙だまって切手でも舐なめてろ」

「味がないっ！」

　美琴は渋しぶ々しぶゲームを切り上げた。周慈も春菜も安あん堵どの息を漏もらす。ソファを元の位置に戻し、神一郎と春菜は早速料理を始めた。

　リビングでは美琴と周慈、そして沙紀の話し声が聞こえる。

「へー、じゃあ美琴さんは周慈君のお師し匠しようさんなんだ」

「うん。美琴さん強いから」

　春菜の友人である沙紀は、もちろん周慈との付き合いも長い。沙紀も周慈がいじめられていることを気にかけていて、いじめっこをケンカで倒したと聞いた時には、自分のことのように喜んでいたらしい。

「こんなきれいな人がつきっきりなんて、周しゆう慈じ君は幸せ者だね」

「え？　あ、えっと……」

「お、わかってんじゃん沙さ紀き。素直なのはいいことだよん」

　得意げな美み琴ことの声。美琴が美人だということは否定しない。黙だまっていればそれなりに絵になったりする。ただ、それは黙っていればの話だ。

　キッチンで隣となりに並ぶ春はる菜なに、レタスをちぎってもらうように頼む。神しん一いち郎ろうは味み噌そ汁しるの具になる油あぶら揚あげを切っていく。

「沙紀って、時々遊びに来るのか？」

「小学校の時は遊びに来てくれることもありましたけど、中学に入って部活が始まると、あんまりその機き会かいもなくて……。でも、夏休みには何回か遊びに来てもらいましたよ」

　夏休みというと、神一郎と美琴がこの家に押しかける少し前のことである。

　家まで送ってきてもらうことはたまにあるのだが、沙紀は部活を抜けてきているので、すぐに学校に戻ってしまう。家に上げてお茶ちやを出す暇ひまもない。

「じゃあ結構久し振りなんだな。もてなしてやらんと」

　神一郎が言うと、春菜は笑え顔がおを見せた。

「はい。美お味いしい料理、作りましょうね」

　春菜の笑顔を見ると、本当に沙紀と仲がいいのだと実感する。親友でなければ、家まで送ってもらう以外にも、学校で色いろ々いろと世話をしてもらうなんてできない。

　神一郎と春菜が料理をしている間にも、リビングからは美琴たちの会話が聞こえてくる。

「どうしても気になって仕方ないんですけど、美琴さんと神一郎さんってどういう関係なんですか？」

　沙紀の声に、春菜の動きがピタリと止まった。レタスを持ったまま手が固まっている。

「春菜、どうした？」

「あ……いえ……何でもないです。私もちょっと、知りたいかな……って」

　春菜はまた作業を再開した。

　それにしても、美琴との関係か。神一郎は考えた。

「そうだな、一言で言うとパートナーってやつか」

　すると春菜はまた作業の手を止めた。驚おどろいた顔で神一郎を見上げる。

「パートナーって、その、人生の……ですか？」

　まさか夫婦とでも言いたいのだろうか。美琴を嫁よめに貰もらいたいという奴やつがいたらこっちが見てみたい。そして「ドンマイ」と言ってやりたい。

「春菜、明日あしたの弁当をニンニクだけにされたくなかったら、今の訂正しろ」

「えっ？　は、はい、訂正します」

　さすがに教室全体にニンニクの匂においを充満させる覚悟はなかったようだ。

　神しん一いち郎ろうと美み琴ことはこことは違う世界、『ハテシナ』の住人『ハテビト』である。

　本来、人間たちはハテシナの存在を知らないのだが、稀まれにハテシナを垣かい間ま見みた人間がそれを後世に伝えようと書き残すことがある。そうしてできた物が、人間の世界で神話や伝説と呼ばれている。ただ、ハテシナをはっきりと見ることのできた人間はいないため、微妙に違って記しるされている。美琴の言葉を借りるなら、ハテシナは神話や伝説の元ネタの世界なのだ。

『神一郎』と『美琴』はこの世界で暮らすための偽ぎ名めいで、本名はタケシロとアマギリという。最近では本名で呼ばれることがなくなってしまったので、突然呼ばれても反応できないかもしれない。

　ハテシナはいくつかの勢力に分かれ、ずっと昔から勢力争いを繰くり返している。その中の任務の一つ、人間界での常じよう駐ちゆう任務ということで、神一郎と美琴は人間の世界で暮らしている。

　とは言っても、それはあくまで建前で、二人ふたりが藤とう堂どう家けに居い候そうろうしている理由は別にある。それは単純にこの家が好きだからということと、もう一つが重要で、周しゆう慈じの体内に溶け込んでいるある物を守るためである。

　そんな事情を藤堂姉弟に隠かくしながら同居を始めて一か月と少し。春はる菜なが変になったり、着物をきた少女に銃をぶっ放されたり、アフロが踊っていたりしたが、何とかこの四人暮らしは平和に継けい続ぞく中ちゆうである。

「うーん、そうだね。友達以上、宿敵未満って感じ？」

　あまり悩まずに、美琴はそう答えた。わかりやすいような、そうでないような。

「宿敵……ですか？」

　リビングを覗のぞくと、沙さ紀きが首を傾かしげていた。

「あいつとは、いつか決着つけないといけないからね」

　顔を出した神一郎を見て、美琴は口の端はしをつり上げた。

「そうだな。そのうちハッキリさせてやるよ」

「ゲームでも勝てない奴やつが、私に勝てるとは思えないけどねー」

「言ってろ」

　ゲームだって、すぐに上う手まくなってやる。明日あしたから練習しよう。

「ふふっ」

　キッチンに戻ると、何がおかしかったのか、春菜が小さく吹ふき出していた。

「どうしたよ」

「いえ。何だか不ふ思し議ぎだなって。神一郎さんがいて、美琴さんがいて、こうやって夕ご飯を作っているのが、もう何年も続いているような気がするんです」

　神一郎はダシを取って沸ふつ騰とうさせたお湯に油あぶら揚あげと豆とう腐ふを入れ、味み噌そを溶かす。

　春菜はこの毎日が何年も続いていると感じてくれている。それは春菜が日々を楽しく過ごしているということ。この暮らしに満足しているということ。

　それで、いいのではないだろうか。

「何年も続いてる割には、お前の料理の腕は俺おれに追いつかんな。俺と一いつ緒しよに作ってりゃ、嫌いやでも上達するはずなんだが」

　なんとなく恥はずかしくて、ごまかした。

「もう、いじわるです」

　この笑え顔がおを、もうどれだけ見ただろうか。

　神しん一いち郎ろうはもう一つのコンロにフライパンを用意すると、牛肉を炒いためた。それを皿に移し、次にレタスをさっと炒める。牛肉とレタスを盛り付け、そこにポン酢ずしょう油と豆板醤トウバンジヤンから作ったドレッシングをかければ出来上がり。

「美み琴ことー、ご飯よそえ」

「はいはーい」

　いつものように、大きい茶ちや碗わんが二つ、一回り小さい茶碗が二つ。今日きようは来客用の茶碗を出して五つ。美琴がよく食べるので、ご飯は多めに炊たいてある。今日は美琴におかわりを我が慢まんしてもらうしかない。

　周しゆう慈じの部へ屋やから椅い子すを持ってきて、五人で食卓を囲む。

「うわーっ！　おいしそー。いただきまーす」

　沙さ紀きは一口食べると、びっくりしたような顔をして「おいしー！」と言った。料理番組のレポーターのような細かい味の解説よりも、その一言が作った側にとっては嬉うれしいのである。

「でしょ？　神一郎を嫁よめに貰もらったら、これが毎日出るわけよ」

　美琴も勢いよくご飯をかき込む。このままだと全部食べられてしまいそうなので、神一郎は小皿に取り分けて隣となりに座る春はる菜なの前に置いた。

「嫁じゃねえよ」

「そうですよ美琴さん。神一郎さんは春菜の旦だん那なさんですから」

「沙紀ちゃんっ！」

　箸はしを止め春菜が叫ぶ。沙紀は気にした様よう子すもなく続けた。

「毎日お弁当作ってくれる旦那さんがいるって、学年じゃもう結構有名ですよ？　ねえ周慈君」

「え、うん。僕もたまに訊きかれるから……」

　確たしかＣ組だった周慈も同意。考えてみれば、もう何回も学校に行っているのだ。春菜のクラス以外に話が広がっていてもおかしくはない。

　春菜は「もう……」とだけ呟つぶやいて味み噌そ汁しるに口をつけた。耳が赤くなっているように見えるのは気のせいだろうか。

　テーブルの上の料理はあっという間になくなり、神一郎は食器を片づけ、デザートとしてリンゴを剥むいた。

「春菜と最後に遊びに行ったのって、夏休みだよね」

　リンゴをシャクっと頰ほお張ばって、沙さ紀きが言った。

「うん。駅前まで買い物に」

「またどっかに行きたいよねー」

「そうだね」

　仕方ないことなのかもしれないが、春はる菜なは学校以外の外出が極きよく端たんに少ない。車くるま椅い子すの女の子を一人ひとりで外に出すわけにもいかないので、誰だれかが一いつ緒しよに行くことになる。神しん一いち郎ろうと美み琴ことも、頼まれればいつだってオーケーなのだが、春菜の性格上、遠えん慮りよがちになってしまうのだ。そんなに気にすることではないのに。

　すると、美琴が口を開いた。

「じゃあさ、遊園地行かない？　駅にでっかい広告あるじゃん。ここから近いんでしょ？」

　神一郎も知っている。「地域最大級！　様さま々ざまなアトラクションが君を待っている！」みたいなありふれたキャッチコピーだったはずだ。駅に広告があるということは、その沿えん線せんにあるのだろう。

「電車で四十分くらいですよ。私、家族で行ったことありますから」

　沙紀はもう乗り気である。それに対して、春菜はどこか寂さびしそうな表情。

「私は……ほら、アトラクションとか、乗れないから……。私は家で留る守す番ばんしてるから、みんなで……」

　うつむいてしまった春菜に、神一郎はフォークに刺したリンゴを差し出す。

「そりゃナシだ春菜。沙紀はお前と遊びに行きたいって言ってんだから、お前が来なくちゃ意味ねえじゃん。それにな、遊園地なんて雰囲気で楽しんだモン勝ちだろ。行ってみりゃ楽しいもんだ」

　その言葉にしばらく春菜は沈ちん黙もく。やがて、顔を上げて笑え顔がおを見せた。

「遊園地……行きたいです」

「よし決定！　私、今週の土ど曜ようは部活ないの。周しゆう慈じ君、暇ひま？」

「うん。僕は大丈夫だよ」

　こうして、週末に遊園地に行くことが決定した。きっと、行ってみれば春菜だって楽しめる。いや、楽しめるようにするのだ。

　と、美み琴ことが神一郎にリンゴを差し出していた。それを受け取る。

「いいこと言うじゃん。ホント、いい旦だん那なだね」

「うるせえよ」

　リンゴは甘かった。

　気がつけば九時近くになっていて、今から帰すのは心配なので沙紀は泊まっていくことになった。家に電話をして了解をもらい、今は春菜の部へ屋やでおしゃべりをしている。沙紀が泊まるのは小学生の時以来だということで、春菜も嬉うれしそうにしていた。

　明日あしたは沙さ紀きの分の弁当も作らなくてはいけない。炊たくご飯の量を増やしておこう。

　まだ雨がぱらぱら降っているので、周しゆう慈じと美み琴ことの食後の特訓は休み。リビングではその二人ふたりがテレビを観みていた。神しん一いち郎ろうも周慈の隣となりに座る。

「春はる菜なはいい友達持ったな」

「はい。お姉ねえちゃんが車くるま椅い子すになっても毎日学校に行けたのは、高たか嶋しまさんがいたからだと思います」

　足を悪くした春菜は、距きよ離りを置かれたり、からかわれたり、色いろ々いろと辛つらいことを経けい験けんしただろう。沙紀は、そんな時に春菜を守ってくれたのだ。今の春菜があるのは、沙紀のおかげなのかもしれない。

「神一郎、沙紀の家にお歳せい暮ぼ送った方がいいんじゃない？」

「ああ、マジでそうするか」

　お歳暮といったら海の苔りだろうか。なんとなく。

　その後、春菜と沙紀は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入り、美琴、周慈と続く。藤とう堂どう家けでは、何な故ぜか神一郎が最後に風呂に入る。特に決めたわけではないのだが、いつの間にかそうなっていたのだ。

　風呂から出ると、ちょうど春菜の部へ屋やから出てきた沙紀と出くわした。

「ひゃあっ！」

　人の顔を見て悲鳴をあげるとは何事だ。せっかく風呂でいい気分になったというのに。

　沙紀の声を聞いて部屋から出てきた春菜は、神一郎を見るなり呆あきれたような顔をして一つ息をついた。

「神一郎さん……上、着てください」







　週末の土ど曜よう日びはいい天気だった。たとえるならば、てるてる坊主千個分くらいか。

　気を利きかせた沙紀が前売り券を買っていたので、チケット売り場に並ばずに済んだ。ゲートをくぐるともちろんそこは混んでいて、家族連れやカップルで賑にぎわっていた。十一月という冬の入口ではあるが、ここには冷えた空気を吹ふき飛ばしてしまいそうな熱ねつ気きがあるように感じた。

「遊ぶぞーい！」

「お──っ！」

　テンションが高いのは美琴と沙紀。いきなり二人で走っていき、マスコットキャラクターのきぐるみに抱きついた。それは微ほほ笑えましい光景なのだが、そこから美琴たちはきぐるみをゴリゴリ押していき、寄り切った。

「とりあえずこれやっとかないとね」

　謎なぞの慣かん習しゆうである。

　美琴は革のジャケットに白いミニスカート、それに愛用のブーツ。胸には銀ぎんのネックレスが光っている。ネックレスは、駅前の露ろ店てんで衝しよう動どう買がいしたとのこと。

「どこから行きましょうか」

　パンフレットを広げ、沙さ紀きは目を輝かがやかせる。ピーコートにクリーム色のマフラー、ミニスカートといった格かつ好こうである。

　この遊園地は、中央に大きな観かん覧らん車しやがあって、定番のジェットコースターはそこから北、一番奥にある。他ほかのアトラクションも、オバケ屋や敷しきやゴーカートといった、お約束のものばかりとなっている。

「沙紀ちゃん、ジェットコースターに乗りたかったら、私に遠えん慮りよしないで行ってきてね」

　神しん一いち郎ろうに車くるま椅い子すを押される春はる菜なはそう言った。今日きようの春菜はブラウスにカーディガンを羽は織おり肩にはストールをかけている。下は膝ひざまでのスカートにタイツ。昨夜ゆうべ、かなり服選えらびに時間をかけていたようだ。

「それは言わない約束だよ春菜。今日は春菜と遊ぶっていうのが一番の目的なんだから。それに、今から並んだら二時間は待たないといけないだろうしね」

　沙紀は小さく春菜を小突く。春菜は「そうだね。ごめんね」と微ほほ笑えんだ。

「神一郎さん、お姉ねえちゃん」

　周しゆう慈じに呼ばれてそっちを向くと、途と端たんにシャッターをきられた。

「お？」

　不意をつかれた。変な顔をしていなければいいが。デジカメを持った周慈は、次に美み琴ことと沙紀もカメラにおさめる。二人ふたりも呼ばれて振り返ったところを撮とられていた。

「周慈、それ買ったの？」

「ううん。美琴さんの」

　いつそんな物を買ったのだろうか。いや、昨日きのうヤンキーを二人ほど狩ったとか言っていたから、その時か。準備がいいな。

「私が撮ってあげるね。並んでくださーい」

　沙紀は周慈からカメラを受け取ると、神一郎たちを並ばせた。しゃがんだ周慈が春菜と並んで、美琴はその後ろから二人の肩に腕を回す。「あんたも何かしなさいよ」と美琴が言うから、神一郎は美琴の頰ほおをつねった。

「ふえっ」

「はい、チーズ」

　美琴の頰が引っ張られたところで、シャッターがきられた。写真を確かく認にんして笑ったところで美琴に蹴けられた。春菜と周慈も、笑ってその写真を見ていた。

「そっちがその気なら、私だって容よう赦しやしないからね」

　美琴がチラリと沙紀を見る。沙紀は小さくうなずくと、神一郎の腕を摑つかみ強引に引っ張っていく。

「こっちです神しん一いち郎ろうさん」

　どうやら、美み琴ことと沙さ紀きは何か企たくらんでいるようだ。いつ打ち合わせをしたのかは知らないが、ロクなことではあるまい。

　先行する沙紀と神一郎の後を、春はる菜なたちがついてくる。やがてたどり着いたのは、メリーゴーラウンドだった。音楽と共に馬が上下に動きながら回っている。定番中の定番だ。

　あまり人は並んでいなくて、待ち時間はほとんどなかった。

「さあ乗りましょう！　さあ！」

　沙紀が陸上部で鍛きたえた足で引っ張っていく。もはや腕を摑つかむというより腕を組むような形になっていた。

「俺おれはいいよ。こんなんで楽しむ歳としでもねえ」

「いえいえ、童心に返るっていうのもいいじゃないですか」

　組んだ腕を無理に振りほどくわけにもいかず、神一郎は列に並ばされた。他ほかの三人は並ばずに近くで待たい機きしている。まさか、これが美琴の狙ねらいだろうか。神一郎が作り物の馬に乗ってクルクル回る様よう子すを写真におさめようというのか。

　だが甘い。回り始める寸前に、馬から飛び降りてやる。

　順番はすぐにきて、神一郎と沙紀は馬にまたがる。もちろん、周りは小さな子供ばかりだ。カメラを構える親たちの姿が見える。

　やがて、音楽が流れ始めた。神一郎が飛び降りようとした、その時である。

　美琴が春菜を抱きかかえ、こっちへ走ってくるではないか。

「うわ、美琴さんホントにやった」

　沙紀が感かん嘆たんの声をあげる。

「きゃっ！」

　戸と惑まどう春菜を抱えたまま、美琴は柵さくを華か麗れいに跳とび越え神一郎のもとへ。

「パス！」

　と、春菜を差し出す。美琴が手を離はなしたら春菜が落ちてしまうので、神一郎はとっさに春菜の背中に腕を回した。

　そして美琴は逃げていった。

　そしてメリーゴーラウンドが動きだした。

　そして神一郎は春菜をだっこしていた。

　沙紀は言う。

「いいなー春菜。お姫様だっこじゃん」

「……くそ」

　やられた。完全にやられた。美琴の狙ねらいを読み間違えた。春菜を抱えていては、飛び降りるわけにもいかない。これから何分か、このままの状態で過ごすことになる。

「神しん一いち郎ろうさん……」

　すぐ近くには春はる菜な。顔はもう真まっ赤かである。しかも美み琴ことがあんなことをしたものだから、周囲の視し線せんを集めてしまっている。
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「大丈夫だ。美琴は後で蹴けっておく」

　ケツの形が変わるほど蹴ってやる。

「いえ……あの、私今日きようは何にも乗れないと思っていたので……。恥はずかしいけど、少し……楽しいです」

「…………」

　なら、いいか。沙さ紀きも言ったとおり、今日の目的はあくまで春菜と一いつ緒しよに楽しむことなのだ。春菜が楽しんでいるなら、恥ずかしさなんてものは我が慢まんしてやろうではないか。

「はーい、こっち向いてー！」

　美琴は神一郎たちと並へい走そうしながらカメラを構えるという器用な技を見せる。だが、途と中ちゆうで係員に止められ怒られていた。ざまあみろ。

　何を話していいかわからず、結局どちらも無言のまま音楽の終了と共に馬が止まった。神一郎はゆっくりと馬から降りると、「危ないことしないでください！」と怒る係員を無視して春菜を車くるま椅い子すに座らせた。

　美琴はデジカメのストラップを指にかけて、くるくると回す。

「いやー、いい絵が撮とれたね。まさに白馬に乗った王子様ってやつ？　引き伸ばして家の壁かべに貼はっちゃおっか」

　蹴けった。

「五回死ね！」

「きゃーたすけてー」

　美み琴ことは棒読みで悲鳴をあげながら、沙さ紀きの後ろに隠かくれる。

「そいつを盾たてにしても無む駄だだぞ。今の俺おれは沙紀ごと吹ふっ飛ばせる」

「神しん一いち郎ろうさんひどいですっ！」

　沙紀は涙目。何を言う、共犯のくせに。

　昼飯を奢おごるという条件で美琴を許すことにし、敷しき地ち内ないにあるレストランに入った。まだ昼には早い時間なので客は少なく、席を確かく保ほすることができた。これも沙紀の提案である。沙紀は今日きようまでに色いろ々いろと調しらべてきたらしい。

　美琴たちはメニューを開き、沙紀からオススメを聞いてそれを選えらんだ。

「あれ？　あんたメニュー見ないの？」

「ここで一番高いやつの大盛り」

「……やってくれるね」

　さっき蹴ったよりも美琴はダメージを受けたようだ。

　神一郎たちが食べ終わる頃ころになると店が混み始め、出る時には入口に列ができていた。

　次に向かったのはオバケ屋敷だった。ここなら春はる菜なも入ることができる。周しゆう慈じはホラー系が苦にが手てで最後まで難なん色しよくを示していたが、結局美琴に押し切られた。

　廃校となった学校が舞ぶ台たいになっているようで、木造の校舎がかなり細かく再現されていた。最初にこの校舎にまつわる呪のろいの話というものを聞かされ、恐怖心を煽あおられる。この時点で春菜と周慈は「もう出ましょう」とか言いだしたのだが、そんなことが通じるはずもない。

　美琴と周慈が先に行き、三分ほど置いて神一郎、春菜、沙紀がスタートした。

「おおー、本格的だね」

　中に入ると廊下は薄うす暗ぐらくて、おどろおどろしいＢＧＭが小さく流れていた。足もとには白い煙が漂っている。早速、先を行く周慈の悲鳴が聞こえてきた。同時に美琴の笑い声も。

「神一郎さん、前歩いてください」

　春菜が神一郎を見上げる。暗くてよくわからないが、きっと顔色は悪いのだろう。

「んなこと言ったって、お前を押してるんだからしょうがねえだろ」

「じゃあ私が押しますよ。交代しましょう」

　沙紀が春菜の車くるま椅い子すを押し、神一郎は先頭を歩く。

　困ったことに、神一郎はこのオバケ屋敷を楽しむことができない。過去の戦せん闘とう経けい験けんから、ハテビトか人間かを問わず、意い識しきしなくても何となく気け配はいを察してしまうのである。たとえば、そこの教室の中に一人ひとり待たい機きしていることとか。

「うがあああっ！」

「……よう、お疲れ。大変そうだな」

　飛び出してきたゾンビの特殊メイクをした奴やつに、軽く挨あい拶さつ。ゾンビは「あ、ども」と言って教室の中に戻っていった。

　すると、沙さ紀きが背中にグーでパンチ。

「もう、神しん一いち郎ろうさん冷めすぎですよ。全然おもしろくないじゃないですか」

「だからお前らが先歩けって」

　神一郎は後ろに下がり、沙紀と春はる菜なを前に出す。二人ふたりは最初ためらっていたものの、腹をくくり歩き出した。

　さて、それからは悲鳴の連続であった。壁かべから、床ゆかから、天てん井じようから異い形ぎようのオバケが飛び出し、春菜たちはその度たびにかん高い声をあげた。

　それにしても、随ずい分ぶんと手が込んでいる。機械の仕掛けには神一郎も反応することができず、驚おどろかされることもあった。周しゆう慈じは大丈夫だろうか。美み琴ことまでもが驚かす側に回ってしまっている可能性もある。いや、間違いなくそうだろう。

「私、ちょっとトイレ行ってきます」

　そう言って、沙紀は小走りでトイレに行ってしまった。その背中を見送り、神一郎は思う。

「なあ春菜、こんなアトラクションの途と中ちゆうにトイレってあるか？」

「え？　じゃあ、沙紀ちゃんが行ったのは……」

　この学校の一部ということだ。もし有名なオバケを取り揃そろえているのなら、アレが出てくるはず。

「ひにゃあああああっ！」

　もう何度目かわからない悲鳴と一いつ緒しよに、沙紀がダッシュで戻ってきた。神一郎の腰にしがみつき、震ふるえる声でトイレを指さす。

「は、は、は、花はな子こさんがっ……おおおお皿数えて……！」

「混ざってね？」







　出口では美琴と周慈が待っていて、二人の顔は正反対のものだった。満足そうに笑う美琴と、顔面蒼そう白はくの周慈。春菜と沙紀も、周慈に近い表情である。

「いやー、おもしろかったね周慈」

「…………」

　周慈は無言。

「おもしろかったよね」

「……はい」

　脅おどすなよ。かわいそうに。

「あんたはどうだった？」

「思ったより楽しめたな」

　花はな子こさん遭そう遇ぐう事件からは、また神しん一いち郎ろうが先頭だった。これで少し安心したかに思えた春はる菜なだったが、後ろからオバケに襲しゆう撃げきされるという悲ひ惨さんな目に遭あったのだった。興こう奮ふんして車くるま椅い子すのレバーをガチャガチャ回すものだから、その場で回転するという芸を見せてくれた。それにはオバケの皆さんも思わず見入ってしまっていた。

　次はコーヒーカップ。美み琴こと、沙さ紀き、周しゆう慈じが乗ったカップは、そのまま飛んでいくのではないかというほど高速回転している。その近くで、神一郎と春菜は特に速く回すようなこともせずに向かい合って座っていた。車くるま椅い子すは係員に預かってもらっている。

「これってさ、どう考えたってガキ向けだよな」

　メリーゴーラウンドに続いての屈くつ辱じよくである。

「でも、楽しいですよ」

「ちょっと回すか」

「きゃっ！」

　ちなみに美琴たちのカップは、速すぎて顔が目視できなかった。

　さて、美琴は笑い疲れ、沙紀は叫び疲れ、周慈は普通に酔ったので、ベンチに座って休むことになった。時刻は三時前。日は傾いてきているが、まだ時間はある。

「私、飲み物買ってきますね」

　リクエストを聞いて、沙紀は自動販はん売ばい機きに走っていった。神一郎も後を追う。

　すぐに追いつき、沙紀より早く自動販売機にお札さつを入れた。

「あ、神一郎さん」

「一人ひとりじゃ缶持つの大変だろ」

　春菜の分の紅こう茶ちやを押す。ホットにしよう。

「ありがとうございます。さすが神一郎さんですね」

　周慈の分のお茶を押す。玉ぎよく露ろ入りの方にしよう。

「別に。どこもさすがじゃねえよ。……っていうか、ありがとな」

　美琴の分のコーラを押す。しっかりと振っておこう。

「へ？　何がですか？」

「春菜が楽しめるために前から色いろ々いろ調しらべたりさ、一番頑がん張ばってんのってお前じゃん」

　一いつ緒しよに住んでいるといっても、神一郎と美琴が春菜といるのはまだ二、三か月。もう何年も付き合っている沙紀の方が、春菜のことを知っているだろう。だからこそ、細かいところに気がつくことができる。純粋な時間の経過で得られるそれは、神一郎にはないものだ。

　沙さ紀きは出てきた缶を二本持ち、神しん一いち郎ろうは三本持った。

「私は春はる菜なの親友ですから。これくらい当たり前ですよ」

「そうか。本当はさ、絶叫マシンとか乗りたかったんじゃねえの？　お前、そういうの好きそうだし」

「好きですよ。でも、ここはいつでも来れますからね。絶叫マシンは逃げません」

　沙紀は「そうだ！」と神一郎を見上げ言葉を継ついだ。

「今度、二人ふたりでここに来ましょうよ。春菜に内ない緒しよでデートです」

　その笑え顔がおは、小さな子供のように無む垢くなものだった。

　沙紀が春菜の近くにいてくれて、本当に良かった。そう思う。

「あと五年経たったらな」

　神一郎は、冷えた缶を沙紀の首筋にあてた。沙紀は「ひゃっ」と漏もらし、また笑った。

「えー、五年もしたら私に彼氏できちゃいますよー。そしたら神一郎さんは愛人ですね」

「言ってろ」

　ジュースを飲んで、次のアトラクションの相そう談だんが始まった。時間からして、次が最後になるだろう。アトラクション選えらびは春菜と沙紀に任せて、神一郎は夕飯のメニューを考えていた。帰りがけにスーパーに寄るか。いや、たまには外食でも。

　と、美み琴ことに写真を撮とられた。

「物思いに耽ふける神一郎の図。へー、なかなか絵になってるじゃん」

　今撮った写真を確かく認にんして、美琴が言った。今日きようだけでかなりの数を撮っている。だが、美琴ばかりが撮っているので、美琴があまり写っていないのだ。

「撮ってやるよ」

　神一郎は美琴からカメラを取り上げると、レンズを向けた。

「そう？　じゃあ、我わが愛まな弟で子しと」

　周しゆう慈じを並ばせて、美琴はピース。周慈も控えめなピースを作った。

　きっと周慈はこの写真を大事にしていくのだろう。周慈が美琴に気があるのは確たしかなのだが、美琴が周慈をそういう対象で見ることはなく、現在は切ない一方通行だ。美琴から異性の話を聞いたことはないが、一体どんなタイプが趣しゆ味みなのだろうか。「自分と同等か、自分より強い奴やつ」とか言われたら、周慈は玉ぎよく砕さいである。

　どうやら次のアトラクションが決まったようで、春菜がパンフレットを閉じる。

「神一郎さん、あっちです」

「おう」

　沙紀が春菜の車くるま椅い子すを押し、その後ろからついていこうとした時だった。

「……神一郎」

　隣となりに並び、声低く美琴が神一郎の名前を呼んだ。神一郎は小さく首を縦たてに振った。そのやりとりは、春はる菜なたちには気づかれていない。

「わかってる」

　英えい力りよくだ。神しん一いち郎ろうと美み琴こと以外に、この近くにハテビトがいる。周しゆう慈じでもない。

　ハテビトだけが持ち得る力、『英力』。戦せん闘とうにおいての強さは、英力に比例しているといっても過言ではない。攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも武器の扱いも、英力によって左右される。英力は本人の意思で抑おさえることができ、神一郎も美琴もそうしている。よほど近くにいないと感じることはできない。今、第三者の英力を感じているということは、そいつはかなり近くにいるか、抑えずに放出しているということになる。英力を感じるかぎり、後者のようだ。

　そして、英力を放出する理由は一つ。近くのハテビトを呼んでいるのだ。それがどんな目的であろうと。

「悪い春菜、先に行っててくれ。ちょっと土産みやげコーナーに寄ってく」

「え？　お土産でしたら一いつ緒しよに……」

「いや、帰りの時間になると混むだろ？　俺おれと美琴で買っておくから。お前らは並んどけよ」

「はあ……」

　春菜は何か言いたそうだったが、「すぐ行くから」を繰くり返し、半ば強引に沙さ紀きに連れていってもらった。沙紀も周慈も、お土産を見てから並んでは間に合わないと判断してくれたみたいだ。

　神一郎と美琴は駆かけ出した。

「誰だれだろうね」

「さあな。ったく……」

　何者かの英力を感じ取った時、はじめに思ったのは「どうして今なんだ」ということ。せっかく春菜を外に連れ出して、沙紀も頑がん張ばって、みんなで遊園地を満まん喫きつしていたというのに。それを邪じや魔まするようにやって来るなんて、もし同胞でも殴ってやる。

　英力の出所は、遊園地の中心である観かん覧らん車しやから西に向かった場所のようだ。春菜たちの行き先は東の方なので、ぶつかることはなさそうだ。

　近くまできて一度足を止め、そこからはゆっくりと周りを警けい戒かいしながら歩いた。相変わらず人は多い。午前中に乗ったメリーゴーラウンドが見える。

「あいつか」

「そうみたいだね」

　二人ふたりの前方には一人ひとり分の人ひと影かげ。はじめに目に入ったのは輝かがやくような金髪で、やがてその持ち主が女だということがわかった。女もこちらに気づいたらしく、鋭するどく睨にらんできた。あの目の具合では、味方ということはなさそうだ。少しだけ期待していたのだが、そう上う手まくはいかないか。

「神一郎、英えい符ふある？」

「ああ」

　神しん一いち郎ろうはポケットから短たん冊ざくほどの長方形の紙を取り出すと、それを破った。破ることで効果を発はつ揮きする使い捨ての道具『英えい符ふ』である。今使ったのは『人払いの英符』で、英えい力りよくを持たない人間はこの空間を嫌うようになる。途と端たんに、遊園地の西側から人が消えた。さっきまでの喧けん騒そうが噓うそみたいな静せい寂じやくが訪れる。

　前にハテビトと交戦になった時、一般人に気づかれたり巻き込んだりしないように英符を使用した。その時は相手に使ってもらったわけだが、こっちもいくつか英符を常に持っていた方がいいと判断し、購こう入にゆうしておいたのだ。英符は値が張るのだが、早速役に立った。

　ぽつんと残された女と対たい峙じする。

　女は二は十た歳ち前後の外見で、輝かがやくような金髪は長く腰ほどまでのびてサラサラと風に揺ゆれている。黒いスーツドレスに身を包み、悠ゆう然ぜんとそこに立っていた。

「やっと当たりを引くことができました」

　開口一番、女はそう言った。美み琴ことが眉まゆを動かす。

「当たり？」

「はい。この国に上陸してから、人の多い場所を選えらんで英力を放出し誘いをかけていたのですが、やっと日本勢力のハテビトと巡めぐり合えた、ということです」

「そーゆーことね。ふん、ムカつくもん揺らしちゃって」

　美琴がぼやくのも無理はない。女はスーツドレスの上からでもわかるくらいの豊かな胸の持ち主だった。美しい金髪も相まって、ファッションモデルやっていますと言われたら何の疑いもなく納なつ得とくできる。

「そうひがむな。ないものねだりはむなしいだけだぞ」

「別に欲しがってなんかないし。私は美乳で通ってんの。今度見てみる？　有料で」

「お前に金払うくらいなら、俺は迷わず圧力鍋なべを買うね」

「鍋以下!?」

　言ったら本当に圧力鍋が欲しくなってきた。今度春はる菜なに相そう談だんしよう。

「随ずい分ぶんと余裕ですね」

　放置されていた女は機き嫌げんを損そこねたらしく、表情には出ていないものの、声には存分に苛いら立だちが含まれていた。

「あーごめんごめん。ってか、もとはと言えばあんたの胸のせいだし」

　なんと、美琴は堂々と責任転てん嫁かを図った。それには女も口の端はしを歪ゆがめる。相手を怒らせる作戦だと考えれば美琴はかなりの策士であるが、間違いなくそれはない。

　美琴は青い粒子から形作られるデッキブラシをすでに手にしていた。味方でなければ敵。簡かん単たんな消去法である。しかし、まだ相手の勢力も名前も武器もわからない。この状態で仕掛けるのはあまり好ましくない。

「……質問にお答えください。日本勢力のイルフィニ、クサナギとヤサカニの在あり処かは知りませんか？」

　やはり狙ねらいはそれか。

　量産できない唯ゆい一いつ無む二にの武具の総称をイルフィニという。これらは強力な武器であったり、特殊な効果を発はつ揮きするアイテムだったりする。神しん一いち郎ろうたちの所属する日本勢力内では、三年前の事件でクサナギとヤサカニという最上級のイルフィニが行方ゆくえ不明になり、それを横取りしようと、各勢力が日本に上陸してきているのだ。目の前の女も、その一人ひとりなのだろう。

「はっ。知ってても答えるかよ」

　実際、神一郎たちはその二つのイルフィニの在り処を知っている。クサナギは神一郎が持っていて、ヤサカニは周しゆう慈じの体の中に溶け込んでいる。本来病気で死ぬはずだった周慈の体はヤサカニによって維持されており、もし周慈の体からヤサカニがなくなってしまうと、周慈の病やまいが再発してしまうのだ。だから、周慈をハテビトから守るというのが、常じよう駐ちゆう任務の隠かくれた目的となっている。

「知っているとは思っていません。たくさんのハテビトが捜索しているというのに、未いまだに見つかってないようですからね。あなたたちが知っている可能性はあまり高くありません」

　いや、知ってるけど。なんだか、変な優ゆう越えつ感かんがこみ上げてくる。

「で？　何も知らない私らに、あんたは何の用？」

「これもまた可能性は低いですが、手がかりを摑つかんでいるのなら、それをお聞きしたいと」

　丁てい寧ねいな口く調ちようの中に、重々しい威圧感がこもっている。ハテビト二人ふたりを相手にしているというのにこの余裕。相当腕に自信があるのだろう。

　神一郎は辺あたりの英えい力りよくを探った。他ほかに仲間はいないようだ。

「手がかりだって言うわけないじゃん。っていうかさ、はじめっからこんな会話いらなくない？　どうせ最後は力ずくになるんだしさ」

　美み琴ことは一度、ブラシを薙ないだ。

　神一郎としては、これから会話を引き延ばし、あの女の素す性じようを推測していこうと思っていたのだが。

　まあいいか。出会ってしまった時点で、ほぼ戦せん闘とうは避さけられないのだ。それに、相手は自分から名乗るつもりはないようだし。

　神一郎はジャケットを脱ぎ、投げ捨てる。破いたりすると後でごまかすのが面めん倒どうだし、何よりこれは結構高かったのだ。

　神一郎は黒くろ塗ぬりの鞘さやにおさめられた刀を手の中に出現させる。これこそが目の前の女が探し求めているイルフィニ、クサナギである。見た目は普通の刀だということを活いかし、リンゴのシールを貼はることによってカムフラージュしている。あまり知ち識しきのない奴やつには気づかれないということは実証済みだ。

　女の反応を見る限り、クサナギだとは気づかなかったようだ。抜ばつ刀とうしてしまえば、放たれる英えい力りよくでバレてしまうのだろうが。

「同感ですね。では、私も」

　女は大きく後ろに跳とんだ。と同時に武器を手に取る。

　持っていたのは、銀ぎん色いろに光る弓ゆみ。和わ弓きゆうというよりは洋弓に近く、長さもおそらく一メートルに満たない。腰には矢や筒づつが提さげられ、女は同じく銀に光る矢を一本つがえ、引いた。

　矢が放たれる。見切れない速さではない。神しん一いち郎ろうは横に跳とび、矢を回かい避ひした。

　飛び道具なのだから、接近することができれば有利になる。しかし、銃を持つ少女を相手にした時の経けい験けんから、それが必ずしも勝利へ近づくとは限らないと知った。武器は弓だけではないかもしれない。接近戦用の何かを隠かくし持っているかもしれない。

　まだ慎しん重ちように動くべきだ。

「神一郎！　私が前出るからっ！」

　だが、美み琴ことは走っていってしまった。あーあ、これだからあいつは。

「お前っ……！　もうちょいああもう！」

　神一郎は美琴の後ろにつき、女に向かって駆かけた。前の美琴が矢を防ぎ、後ろから神一郎が飛び込むという連れん携けいだ。

　女が矢筒から矢を抜き、つがえる。銃よりもはるかに連射性に劣るあの武器が、一対二というこの状況でどれだけ不利か、女はわかっているはず。それなのに、焦あせる様よう子すはない。

「なっ！」

　矢が美琴に向かって放たれた、はずだった。しかし、弦つるを離はなれた矢はその瞬しゆん間かんに姿を消したのだ。

　それを神一郎の目が認にん識しきしたと同時に、矢は神一郎の真横に現れていた。

　急ブレーキをかけ、とっさに体を捻ひねる。矢はわき腹をかすめ、通過した。一筋の傷から血が滲にじむ。やっぱりジャケットを脱いでおいてよかった。このシャツくらいならくれてやる。

「神一郎！」

「いいから行け！」

　ここで美琴が足を止めてしまっては意味がない。美琴はもう十分に接近している。今から矢をつがえる時間はない。

「だああっ！」

　美琴はブラシを振りかぶり、女に振り下ろした。

　女はブラシを弓で受け、両者は力を拮きつ抗こうさせた。美琴はそう簡かん単たんに力負けしないだろうが、あの女も相当やるようだ。

「くうう……」

「この程度ですか。日本勢力、我われ々われの敵にはなり得ないようです」

　女は弓ゆみから片手を離はなし、矢を取った。そして、ブラシを受けているその状態から矢をつがえたのだ。弓を動かすことは不可能、狙ねらいを定められるはずがない。

　だが……。

「離れろ美み琴ことっ！」

　神しん一いち郎ろうが叫ぶと同時に美琴は横よこっ跳とび。次の瞬しゆん間かん、美琴がいた場所の真上から矢が現れ、地面に突き刺さった。

　女は額ひたいに汗もなく、そこに佇たたずんでいる。モデルのように整ととのった顔に、冷たい瞳ひとみが異様なまでにマッチしていた。

　美琴は一度下がり、神一郎と並んだ。

「おもしろい弓だねえ」

「ああ。どこに出てくるかわからないってのは厄やつ介かいだな」

　最初の一本目を普通に放ったのは、二本目の奇き襲しゆう性せいを高めるためだろう。

「傷は？」

「平気だ。親切なことに、毒は塗ぬってないらしい」

　血はもう止まっている。動くのに支障はない。毒を使わないのは、そんなことしなくても勝てるという余裕からだろうか。

　あの弓、どこから矢が来るかわからないせいで、注意が分散してしまう。もちろん普通に正面から放たれることもあるわけで、常に全方位の警けい戒かいを必要とする。

「美琴、どうしたらいいと思う？」

「死ぬまで殴る」

「お前に訊きいた俺おれがバカだった」

　予想はしていたのに、どうしてこんなに後こう悔かいしているのだろう。

　そんなことを言っている間にも、女は矢をつがえた。今度は二本同時だ。

　放たれた瞬間、一本は神一郎の頭上、もう一本は美琴の足元からアッパーのように飛んできた。

「……っ！」

　神一郎はバックステップ、美琴はブラシでガードする。

　女が腰に提さげている矢や筒づつに目をやる。さっきから矢を放っているというのに、中の矢は減っていない。きっと、英えい力りよくを使って大量の矢を収納しているのだろう。矢がなくなるまで粘ねばるという戦術も無意味そうだ。

　二本同時に射いることもできるなら、数の上での有利がなくなってくる。多方向から同時に攻めたところで対応されてしまう。が、現状、美琴と分かれて攻こう撃げきする他ほかには思いつかない。神一郎が用意している英符はどれも戦う場所を作るためだけの物で、囮おとりに使えるような物もない。

　決定的な瞬間は一度だけでいい。そこでクサナギを抜刀し、斬きり伏せてやる。

「美み琴こと、陽動頼めるか？」

「オッケー。それで決めなよ」

　神しん一いち郎ろうの答えを待たずに、美琴は駆かけ出した。女が反応し、弓ゆみを構える。だからといって神一郎への注意が逸それたわけではない。それを承知で、神一郎は美琴と逆の方向へ走る。

　が、それは起こった。予想外のことはいつだって起きる。敵の増援、美琴が転ぶ、何が起きたって動どう揺ようしないように、ある程度は覚悟しておくものだ。しかし、予想外のさらに予想外が起きてしまった。

「あ、いた。神一郎さーん！」

「沙さ紀きっ……！」

　沙紀が神一郎に向かって手を振っていた。美琴も気づき、目を丸くした。

　英えい符ふの範はん囲いの中である。もう効果が切れたというのか。いや、そんなことはどうでもいい。今は、沙紀がこの戦いの場に入ってきてしまった。その事実をどうにかしなければいけない。

「一般人……ですが」

　見られてしまったならば、消さなければいけない。そう女は判断したようだった。つがえた矢の先を美琴から沙紀に移す。

「くっ！」

　沙紀へは、美琴より神一郎の方が近い。神一郎は沙紀がいる方へと地面を蹴ける。

「遅いですよー。早くしないと順番回ってきちゃいますよ」

　沙紀はまだこの状況を不ふ思し議ぎに思っていない。妙に人が少ないことにも、自分に矢を放とうとしている奴やつがいるということにも。沙紀から女は見えているはずだが、そいつから殺さつ気きが向けられているなんて気づけるはずもない。

「伏せろ！」

「はい？」

　矢が放たれた。

　神一郎は踏み切り、手を伸ばす。

　矢は沙紀の目の前で速度を失い、落ちた。神一郎の手のひらを貫つらぬいて。

「ってえ……」

「え？　え？　神一郎さん、何やってるんですか？　アレですか？　あの……えっと、その、観かん客きやくを巻き込んで劇げきをするみたいなアレですか？　すっごいリアルじゃないですか！　神一郎さんも刀なんて持ってノリノリで……うっ！」

　神一郎は沙紀の腹を殴り、気絶させた。

「悪い」

　傷の確かく認にんをする。とっさに利きき手てを伸ばしたため右手が貫かれている。

　沙紀を安全な場所まで運びたいが、迂う闊かつには動けない。神一郎が沙紀から離はなれられなくなったため、美み琴ことはしばらくタイマンを強しいられることになる。よくない展開だ。

　撤てつ退たい。その言葉が浮かぶ。が、あの弓ゆみの前では撤退すら難むずかしい。

　美琴は女にブラシを向けたまま、次の手を打てないでいる。とにかく、沙さ紀きだけでも……。

「神しん一いち郎ろう、私が時間稼かせぐから沙紀をどっかに……」

　三本の矢が同時に美琴を襲おそう。即座に回かい避ひの道を見つけた美琴は、斜め前に跳とび込む。しかし、それこそが敵の狙ねらいだった。敢あえて回避させることで、美琴の動きをコントロールする。そして、美琴が跳んだ先にはすでに矢が放たれていた。

「……っ！」

　体勢を崩くずした美琴に、次の回避は不可能。矢は美琴の首へ。

「美琴っ！」

　結果的に、矢が美琴に突き刺さることはなかった。美琴の首に先が触れるか触れないかのところで、突然現れた白く小さな手に摑つかまれたのだ。

　その小さな手は矢を強く握り、へし折った。

　小こ柄がらな体、その口から、よく通る凜りんとした声が発せられる。

「ギリシャ勢力のアルテだな？　その弓はイルフィニ『アポロン』か」

　へし折った矢を投げ捨て、少女は弓を構える女を睨にらんだ。白いセーターにチェックのミニスカート、そして背中には赤いランドセル。

「……その通りです。あなたは……日本勢力の増援でしょうか」

「いや、違う」

　少女は英えい力りよくを開放した。黒い髪は銀ぎんへと染そまり、瞳ひとみも青へと色を変える。

「あんた……」

　美琴が声を漏もらす。

　危ない趣しゆ味みのおっさん、もしくはお兄にいさんが思わず誘ゆう拐かいしたくなってしまうような。

　少女は後ろ手にランドセルに腕を突っ込み、そこから武器を取り出した。

　それは槍やりではなく剣。神一郎が以前見た物とは違う、刀身に何か文字が刻まれた剣だった。

　剣を構え、少女が声を張り上げる。

「私は北欧勢力、ヴァルディア一番隊隊長レッテ！　ギリシャのハテビトよ、覚悟しろ！」






　２、 朝廷か幕府か







　このレッテという少女、神しん一いち郎ろうと美み琴ことにとっては忘れろという方が無理な存在である。北ほく欧おう勢力が誇る、女のみで構成された戦せん闘とう集団、それがヴァルディアだ。どれだけの数がいるかは定かではないが、その一番隊隊長となれば、その戦闘力は並のハテビトとは比べものにならない。神一郎たちも、その力を目まの当あたりにしている。

　小さな体だからといって甘くみてはいけない。体を小さくすることで、レッテは体内の英えい力りよくの密度を高めているのだ。前に出会ったアオイという少女と体格は近いが、アオイは体内の大きな英力を抑おさえることができずに暴ぼう走そうさせてしまっていた。レッテはそのコントロールができる。だからこそ、隊長を務めることができるのだろう。

　以前、他ほかのハテビトと同様に日本で行方ゆくえ不明となったクサナギとヤサカニを求めて上陸したが、共に上陸したデルトールが殺され、一度帰き還かんしている。

　とても義理堅く、一度した約束は絶対に破らない。それが神一郎の知るレッテというハテビトである。

　それと、カレーは甘口派だ。

「ヴァルディアの隊長……、それはまた大物ですね」

　アルテと呼ばれた女は、ヴァルディアの名にわずかだが焦あせりの表情を見せた。

「久し振りじゃん。元気だった？」

　この場でのレッテが味方だと判断した美琴は軽く挨あい拶さつ。レッテが加勢すると言った以上、それは絶対である。これほど心強い援えん護ごはない。

「お前らは相変わらずのようだな」

　レッテは口の端はしで薄うすく笑った。しかし、前方に向けた視し線せんは逸そらさない。

「まあねー」

　よくわからないがレッテは一応こちら側。これは願ねがってもないチャンスだ。神一郎が沙さ紀きを抱えて走りだそうとすると、それをレッテは制した。

「そこにいろ！　あの弓ゆみの性質はもうわかっているだろう。下へ手たに動けばいい的まとだ。お前はそこで傷の治ち癒ゆに専念しろ！」

「……わかった」

　神一郎はおとなしく従うことにした。右手が貫つらぬかれていては、刀を握ることはできない。沙紀を安全な場所に置いてきても、そこから戦いに加わることは難むずかしい。おそらくレッテはそこまで考え、指示を飛ばしたのだ。

　レッテは、すでにこの場を支配しようとしていた。

「さて、アルテよ、ギリシャ勢力が強力なイルフィニを集めているのは知っている。北ほく欧おうの我われ々われとしては、それは妨害すべきことだ。まだ手に入れてはいないようだが、出会ってしまった以上、排除させてもらう」

　レッテの構えた剣から英えい力りよくを感じる。あれもイルフィニか。

「私の援えん護ご、できる？」

　半ば挑ちよう発はつ的てきに、美み琴ことが訊きいた。

「お前が援護に回れ。いや、その必要もない」

「あらあら、ムカつくガキだこと。……っと」

　美琴が言い終わる前に、レッテはすでに跳とび出していた。アルテが迎げい撃げきの弓ゆみを引く、多方向から襲おそいかかる矢を、レッテは踊るようによけていく。その様よう子すを、美しいとさえ思う。

　あっという間に、アルテとの距きよ離りが詰まる。

「吼ほえろ！　レバンテイン！」

　レッテが剣を振るう。その小さな体には不釣り合いな、広く黒い刃やいば。その刃を弓で受けたアルテの顔が歪ゆがんだ。

　その後ろに美琴が回り込む。

「くっ……」

　アルテはレッテの剣を弾はじくと、身を低くかがめてブラシをよけた。そのまま横に跳び、矢をつがえる。

　アポロン。そうレッテは言っていた。あの弓であれば、正せい確かくな狙ねらいを定められなくても関係ない。矢は、おそらく好きな場所に出すことができるのだから。

　矢はレッテの頭上から降り注ぐが、レッテは剣の一振りで叩たたき折ってしまった。

　レッテは攻撃の手を休めず、距離を取ろうとするアルテを逃がさない。矢や筒づつに手を伸ばす暇ひますら与えずに連撃を繰くり出す。

「私も混ぜろってぇ！」

　置いていかれ気味の美琴も、レッテに合わせてブラシを振る。なかなか連れん携けいができているではないか。美琴が上う手まいのか、レッテが上手いのか。

　ついに、美琴のブラシがアルテの体を捉とらえた。ブラシがしなり、アルテを吹ふっ飛ばす。

「バカ！　距離を取らせてどうする！　一撃で決めろっ！」

「んなこと言ったってしょうがないじゃん！　ブラシなんだから」

「お前いつまでそれ使ってるんだ！」

「うるさい！　ブラシをバカにすんな！」

　神しん一いち郎ろうは思った。おもしろいなあ、あいつら。

「くうう……」

　アルテは肩で息をしながらも、矢を取る。その時、また一つの英えい力りよく反応がした。英えい符ふの範はん囲い内ないに、また一人ひとりハテビトが現れたのだ。

　アルテの味方か。そうなるとまた戦局はわからなくなる。

「隊長、速いですよぅ」

　明るい茶ちや髪ぱつ、ポニーテールの少女は言った。裾すその長いセーターにショートパンツという格かつ好こうで、どこか無防備にレッテに駆かけ寄る。

「遅いぞミリカ。ついてこいと言っただろう」

「そんなこと言ったって、英力見つけたら隊長全速力なんですもん。私じゃ無理ですよー」

　どうやら、レッテの連れのようだ。『隊長』と呼んでいるということは、レッテの部隊に所属しているのか。ということは、彼女もまたヴァルディアだ。軽そうな喋しやべり方だが、戦せん闘とう力りよくは高いはず。

　神しん一いち郎ろうも加えれば、四対一という状況である。

「……またお会いしましょう」

　さすがに敗色が濃こいと悟ったのか、アルテは身を引いた。高く跳とび上がり、遊園地の外へと消えていった。

「隊長、追いますか？」

「いや、仲間がいる可能性が高い。深追いはよそう」

「あーあ、私も戦いたかったなー」

「お前が遅いのが悪いのだ」

　ミリカという少女は、見た目は高校生くらいで神一郎や美み琴ことに近い。その少女がランドセルを背負った小学生に敬語というのはおかしな光景だ。

　レッテは剣をランドセルにしまい、美琴もブラシを青い粒子に戻した。

　神一郎は沙さ紀きを抱え、三人のハテビトの少女たちの元へ歩いた。

「よう、久し振り。武器変えたんだな。イメチェンか？」

「あれは元来、私の物ではない。主あるじから預かり受けた物だからな。新たなイルフィニを授かったが、まだ使いこなせていないようだ。剣の力を半分も出せておらん」

　神一郎たちと交戦した時、レッテはグングニルという北欧勢力でもトップクラスの槍やりを持っていた。普通のハテビトならば、持ち上げるだけでも困こん難なんな代しろ物ものだ。

　レッテはグングニルを使いこなせていないわけではなかったし、どうして変えてしまったのだろう。とは言っても、日本勢力の神一郎が北ほく欧おう勢力の事情までわかるはずもない。考えるだけ無む駄だだ。

「まさかお前に助けられるとはな。二か月振りくらいか？」

　レッテは神一郎を見上げ、「それくらいだな」と、一つ息をついた。そしてすぐに神一郎に背を向けた。

「行くぞミリカ。周辺の調ちよう査さをする」

「あ、はい。えっと、それじゃあ失礼しまーす」

　レッテとミリカはどこかに行ってしまった。せっかくまた会ったというのに、世間話くらいいいではないか。まあ、そういう奴やつではないことくらいわかっているけども。

　神しん一いち郎ろうはジャケットを拾い上げて羽は織おり、シャツの破れた部分が見えないように前のボタンをとめた。

「あんた、手の傷は？」

「血は止まってる。夜くらいには塞ふさがると思うけどな」

　最近回復の調子が悪いけど。

　美み琴ことはハンカチを取り出し、それを神一郎の手のひらに巻いた。神一郎としては、ハンカチを美琴が持ち歩いていたという事実に驚おどろいた。

「転んで擦すりむいたってことにしときなさい。ドジっ子も結構いいかもよ？」

「いいって、何がだよ」

　神一郎は沙さ紀きを近くのベンチに寝かせ、忘却の英えい符ふを使った。一般人に目もく撃げきされてしまった時のために用意しておいたのだが、早さつ速そく役に立った。数十分の記き憶おくしか消すことはできないが、これで十分だ。ちなみに、神一郎が買った英符の中で一番高価な物である。少しといっても記憶を操そう作さするということは、それなりに英えい力りよくが必要になるのだ。

「びっくりしたよねー。いきなり出てくるんだもん」

「ああ。まあいい。この話は後だ」

　英符の効果が切れ、人が集まってきた。神一郎は沙紀の頰ほおを軽く叩たたき、起こしてやった。

「ん……」

「起きろ。寝てんじゃねえ」

　寝かせたのは神一郎だが。

「……え？　私寝てました!?　じゃあ大きな銭せん湯とうを侍さむらいの格かつ好こうで刀を持って笑え顔がおでクロールする神一郎さんは……夢？」

　夢の中でえらいことをしていた。その夢が少し引っかかったが、とりあえず沙紀のフォローは大丈夫のようだ。

「ほら、行くぞ。春はる菜なと周しゆう慈じが待ってる」

「あ、はい」

　ギリシャ勢力のこと、レッテたちのこと、家に帰ったらカラ助すけも交えて話し合わなければいけない。畜ちく生しよう。夜は今日きようの余よ韻いんを楽しもうと思ってたのに。

　途と中ちゆうで、沙紀が「そういえば」と口を開いた。

「どうして私、寝てたんですかね」

「寝不足だったんじゃない？　今日が楽しみで、興こう奮ふんして寝られなかったとか」

　美み琴ことが言うと、沙さ紀きはてへへっと笑った。

「バレました？　実はそんなに寝てないんです」

　だからって外で寝てしまうことはないと思うが。沙紀が納なつ得とくしたならそれでいいけども。

「もう、みんな遅いです」

　春はる菜なと周しゆう慈じのもとへ行くと、春菜は小さく頰ほおを膨ふくらませた。

「ごめーん。神しん一いち郎ろうさん捜してたら迷っちゃった」

　沙紀はぱんっと手を合わせた。寝てしまっていたと言わなかったのは、春菜に心配させないためだろう。

「悪いな。時間かかっちまった」

「あ、でもちょうど乗れるね」

　美琴の言う通り、あと五分くらいで乗れそうだった。そういえば、何に乗るかまだ聞いていなかった。

　並んでいる列の先、そこにあったアトラクション。

　ハニーくんのはちみつハンティング。

「…………」

　かわいい蜂はちの形をしたゴンドラとか、もうやめてくれ。







　途と中ちゆうの駅で沙紀と別れ、神一郎たちが家に着いたのは夜の八時前だった。結局、夕飯は家で作るわけでも外で食べるわけでもなく、帰りがけにファーストフードで買ったハンバーガーである。たまにはこういうのもいいだろう。

「ほら、これなんていい感じに撮とれてると思わない？　周慈、プリントよろしくね」

　ハンバーガーを頰ほお張ばりながら、美琴は今日きよう撮った写真をチェックしていた。デジカメの画面を周慈と眺めている。

「はい。明日あした、パソコンに取り込んでプリントします」

　藤とう堂どう家け唯ゆい一いつのパソコンは周慈の部へ屋やにある。一応インターネット環かん境きようは整ととのえてあるのだが、周慈も春菜もあまり使っていないようだ。むしろ一番使うのが美琴で、新作ゲームや攻略情報を調しらべている。ネットゲームも始めようかと考えているようだ。そんなの始めてしまったら、美琴は周慈の部屋に入いり浸びたりになってしまうのが簡かん単たんに予想できる。いくらなんでもそれは周慈に悪い。いや、周慈にとっては嬉うれしいことかもしれないけども。

「今日きよう、楽しかったか？」

　神一郎はポテトを口に突っ込んで、コーラを一口。

　隣となりに座る春菜は、神一郎を見上げて無む垢くな笑え顔がおを見せた。

「はい。すごく楽しかったです。メリーゴーラウンドは、ちょっと……恥はずかしかったですけど……」

「ありゃ美み琴ことのせいだ」

　神しん一いち郎ろうはかゆくもないのに頭を掻かいた。

　思い出すだけでも恥はずかしい。が、すぐさま美琴がその写真が写った画面を見せてきた。

「これが本日最高のショットだね。名づけて『シンイチロー王子、ハルナ姫を連れて約束のあの丘へ』」

　どこだそこは。

　神一郎はデジカメをひったくると、データ削除のコマンドを探した。しかしその腕を摑つかんだのは春はる菜な。

「ダメですっ！　消しちゃ、ダメ……です」

「……ちっ」

　そんな顔されたら、削除なんてできるわけないじゃないか。神一郎はおとなしくデジカメを春菜に渡した。春菜は今日きよう撮とった写真を、ゆっくりと眺めて微ほほ笑えんでいた。

　その様よう子すを見ていた美琴は、なくなったコーラを音をたててストローですする。

「王子様も、お姫様には敵かなわないんだねえ」

　そんな顔されたら、蹴けりたくなるじゃないか。テーブルの下で蹴った。

　片づけの必要もなく、夕飯を終えた神一郎たちはソファにもたれて疲れた体を休ませていた。アルテとの交戦で美琴にケガはなかったが、神一郎はわき腹と右手にダメージを貰もらっている。しかも右手は矢に貫つらぬかれるという重傷だ。春菜は擦すりむいたということで納なつ得とくしてくれたようだ。今は美琴のハンカチに代わって包帯が巻かれている。傷は塞ふさがっておらず、まだ物を摑むと痛みがある。貫かれた穴自体はさほど大きくないので、簡かん単たんに塞がると思っていたのだが。やはり治ち癒ゆの速度が遅い。半月ほど前に刀で腹を刺された時も、完治までに時間を要した。

　ギリシャ勢力のことなど、美琴との話し合いは春菜たちが寝てからするつもりだ。

　そして、美琴と春菜の後、周慈が風ふ呂ろに入っている時だった。九時を過ぎた頃ころ、チャイムが鳴った。

「俺おれが出る」

　出ようとした春菜を制して神一郎が立ち上がった。こんな時間に誰だれだろうか。

　藤とう堂どう家けのインターホンは、豪ごう邸ていにはおなじみのテレビ画面つきだ。玄関の映像が映し出される。

「はあ？」

　画面を見た神一郎は思わずそんな声を出してしまった。しかし気を取り直し、美琴に目め線せんを送る。気づいた美琴は小さくうなずく。

「どうしました？」

「いや、なんでもない。ちょっと出てくる。美琴」

「はいよ」

　美み琴ことを呼び、二人ふたりで玄関に向かう。美琴はだいたい察しているようだった。

　ドアを開ける。もちろん、十分な警けい戒かいをして。

「よう。何の用だ？」

　そこにいたのは、ついさっき会ったばかりの少女。赤いランドセルを背負い、英えい力りよくを開放していない今は黒い髪である。

　その後ろには、明るい茶ちや髪ぱつのポニーテール。「こんばんはー」と呑のん気きに笑え顔がおで手を振っていた。

　レッテとミリカである。

「……驚おどろいたな。まだこの家にいたのか。昼に遊園地で春はる菜な殿どのを見かけたから、まさかとは思ったが……」

　驚いたと口では言っているが、表情の変化に乏しいレッテでは、本当に驚いているかは定かではない。どっちでもいいけど。

「一回ハテシナに帰ったんだが戻ってきた。ちゃんと人間世界での常じよう駐ちゆう任務ってことになってる。サボりじゃねえぞ」

「仕事もしてるしねー」

　美琴の言う仕事というのは、毎日テレビを観みながらスナック菓子を食べることだろうか。

「で、どうしたよ」

　敵意は感じない。神しん一いち郎ろうと美琴は外に出て、ドアを閉めた。少し寒いが、中に入れるというわけにもいかない。

「夜分遅くにすまない。頼みがあってここに来た」

　その頼みというものを、レッテは言いよどんでいるようだった。やがて一つ咳せき払ばらいをし、神一郎と目を合わせたり逸そらしたりしながら話し始めた。

「私たちが受けた任務は、ギリシャ勢力が積せつ極きよく的てきに行っているイルフィニ収集の妨害だ。そして今日きよう、アルテとの接触があった。アルテはまだこの近辺に潜ひそみ、イルフィニの情報を求めて再びお前たちを狙ねらってくる可能性が高い。そこで、私たちもこの地域で待たい機きするのが効率的だと判断してだな……」

　長くなりそうだと思ったのか、ミリカが遮さえぎった。

「もー、正直に言えばいいじゃないですか。ここに泊めて欲しいって」

「お前っ……。こういうのは順序というのが重要だろうが。だいたいな、お前が無む駄だ遣づかいするから……」

「だってぇ、日本に来たらあのお店に行こうって決めてたんですもん。ちょっと高かったけど、美お味いしかったですよね、あのケーキ」

「だからってホール丸ごと食べる奴やつがいるか！　お前のせいで私はモンブランを我が慢まんしたんだぞ！」

　ほのかに頰ほおを赤く染そめて、レッテはミリカに摑つかみかかった。ミリカは悪びれる様よう子すもなく、レッテに体を揺ゆさぶられている。

「はいはい、ちょっと落ち着こうねー」

　美み琴ことはわざと子供をあやすように、レッテとミリカを引ひき剥はがした。子供扱いされたレッテは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔を見せたが、ものを頼む立場にあるので堪こらえているようだ。

「だいたい事情はわかった。つまり、金がなくなったからここを頼ったのか」

　レッテは一度この家に来ている。ハテビトの足であれば、あの遊園地から遠いという距きよ離りでもない。

「それもあるが、私は任務の遂すい行こうを優ゆう先せんして……」

　プライドが許さないのか、レッテはあくまで任務のためだと言い張る。いや、実際そうなのかもしれないが、金がないのも事実のようである。

「どうする？　神しん一いち郎ろう」

　美琴がこちらを見る。どうするかと言われても、ここの家主は神一郎ではない。

「俺おれの判断で決めるわけにもいかん。そうだな、ギリシャ勢力とお前らの任務の詳しい話を聞いてから……」

　と、そこで神一郎の後ろのドアが開き、春はる菜なが顔を出した。

「お客さんですか？　……あ」

　春菜はそこで硬直。そしてすぐに顔をぱっと輝かがやかせた。その表情は、夕ご飯を訊きかれて「カツ丼どんだ」と答えた時の美琴の顔に似ていた。

「レッテちゃん！」

　春菜は車くるま椅い子すを前進させ、レッテの前へ。

「春菜殿どの。先日は世話になった」

「もう、いきなりいなくなっちゃうから心配したんだよ？　ケガはもう大丈夫？」

「ああ、すでに完治した」

　レッテは過去に致命傷を負い、倒れていたところを春菜に発見されて介抱を受けたことがある。その際、春菜はレッテのことをとても気に入っていたのだ。神一郎の分のアイスをレッテにあげてしまうくらい。覚えているぞ、あのストロベリー。

「突然どうしたの？　あ……」

　そこでミリカに気づいて、「お姉ねえさんですか？」と春菜は尋たずねた。ミリカはまだ状況を察していないのか、「えっと、あの、ねえ……」と目を泳がせている。

　立ち話もなんだからと、春菜はレッテたちを家に上げてしまった。あれだけ考えていたのに、春菜の一声であっさりである。これが家主の力か。

「結局、こうなるんだよねえ……」

　美琴が呟つぶやいた。何も知らないというのは、ある意味最強なのだ。

「あっ……えっ？」

　リビングには風ふ呂ろからあがった周しゆう慈じがいて、突然現れたレッテに驚おどろいていた。レッテは律りち儀ぎに頭を下げる。

「周慈殿どの、このような時間にお邪じや魔まする無礼を許していただきたい」

「僕はいいけど……。ケガはもう大丈夫？」

「完かん治ちした。介抱、感かん謝しやする」

　その言葉に、周慈は微ほほ笑えんでみせた。周慈もレッテのことが心配だったようだ。

「そう。よかった」

　レッテとミリカにお菓子とジュースを出して、リビングに全員が集まった。ミリカは早速お菓子に手をつけようとするが、その手をレッテにはたかれた。

「それで、こんな遅くにどうしたの？　家出でもしちゃったの？」

　レッテの外見は小学校の高学年くらい。家出もあり得ないことではない。ただそうなると、ミリカの存在が謎なぞになるわけだが。

「いや、そうではなくてだな……」

　レッテは口ごもる。神しん一いち郎ろうたちに話を通してから、春はる菜なに許可をもらうつもりだったのだろう。何も知らない人間に、今の事情をどう説明しろというのか。

「あのですね！　ホームステイなんです！」

　そこで口を開いたのはミリカ。レッテを含めた皆の視し線せんを集める。ミリカは「あ、私ミリカっていうんですけど」と、自己紹介を挟はさんで話し始めた。

「私の学校……えっと、隊ちょ、じゃなかったレッテちゃんは付属の小学校なんですけど、授業の一いつ環かんでホームステイがあるんです。異国の文化を学ぼうってやつで。それで、高校生と小学生がペアになって外国に行くんですけど、それが日本に決まって、そしたらレッテちゃんがホームステイ先の家にあてがあるって言うから……」

　そういうわけで、この家を訪れた、と。

　神一郎は美み琴ことと顔を見合せた。きっと、今の美琴の顔と同じような表情をしているのだろう。

　ホームステイというのは多少無理があるが、なくはない話で、外見が小学生のレッテに上級生が一いつ緒しよというのも考えられる。

　驚おどろいたのは、それがミリカの口から出てきたということ。やや間の抜けた話し方をするものだから、意表をつかれた。もしかしたら、案外頭の回転が速いのかもしれない。油ゆ断だんできない奴やつだ。

　もちろん春菜と周慈は納なつ得とくの表情。レッテでさえも、うんうんと首を縦たてに振っている。どうやらその方向で話を合わせることにしたようだ。

「そっか。ホームステイだったんだ。それなら早く連絡くれればよかったのに。あ、うちの電話番号知らないよね」

「突然押しかける形になってしまってすまない。もしよければ、しばらく泊めて欲しい」

　春はる菜なはちらっと周しゆう慈じを見る。周慈はすぐにうなずいた。神しん一いち郎ろうと美み琴ことも、内心は渋しぶ々しぶなのだが、それを悟られないようにうなずいた。

「うん。ようこそ、私たちの家へ」

　春菜が断るはずもなく、笑え顔がおの了承である。

　家主に反対などできない。逆にこっちが追い出されてしまいそうだ。

　レッテを泊める上での心配事は、レッテは周慈の体の中にヤサカニがあることを知っているということだ。とは言っても今回は違う任務だし、レッテのことだ、不意を突くようなことは絶対にしない。最低限の警けい戒かいはするが。

　二人ふたりの居い候そうろうの追加が決まって、レッテとミリカには二階の部へ屋やがあてがわれた。二階には部屋が三つあって、二つは神一郎と美琴が使い、残りの一部屋だ。

「レッテちゃん、どうしても食べられないものとかはある？」

「過剰に辛からいものでなければ問題ない」

「ホームステイ中の課か題だいとかってあるの？」

「それはだな……。そうだ、毎日あったことを日記に書くことになっている」

　なんとか話を合わせている。こんなこと、レッテにとって初めてに違いない。

　春菜がレッテを質問攻めにしていると、ミリカが控えめに声をかけてきた。

「あのー……、今ってお風ふ呂ろ空あいてますか？」

「はい。空いてますよ。どうぞ」

「やった。お先でーす。もうたくさん汗かいちゃって」

　風呂場に消えていくミリカを見て、「お前は何もしてないだろ」とレッテが呟つぶやいた気がした。

　美琴は髪にブラシを通しながら周慈とテレビを観みている。神一郎も同じようにテレビに目を向けていたが、考えているのは北ほく欧おう勢力やギリシャ勢力のことだ。まあ、どれだけ考えても限界があるので、話を聞くしかないのだが。

　レッテと話す春菜は楽しそうだ。遊園地で遊んだ後にレッテ登場とは、盆と正月が一いつ緒しよに来たというやつか。

「周慈ー、なんか騒さわがしくなったねえ」

　せんべいをかじりながら美琴。一番騒がしい奴やつが何を言う。

「僕は、楽しいですけど……。ずっとお姉ねえちゃんと二人で暮らしてて、まさかこうやって色いろんな人たちと暮らすなんて、考えたことなかったから……」

　六人という人数になっても、この家で窮きゆう屈くつを感じることはない。それだけ、この家が大きいということ。二人で暮らすには、大きすぎる。

「そうだねー。人間、楽しいのが一番だしね」

　美琴はソファの背もたれに体重を預けて、リモコンでチャンネルを変えた。

　それにしても、レッテとミリカが加わったせいで、男女比率が崩くずれ、女が多くなってしまった。これからは、男の立場を周しゆう慈じと二人ふたりで守っていかなければなるまい。

　と、ミリカが風ふ呂ろから出てきた。

「あのー、パジャマか何か貸してもらえないかな？」

「ミリカさんっ……」

　息を飲んだのは春はる菜な。ミリカはバスタオル一枚であった。上気した頰ほおはかすかに赤く染そまり、胸元からは谷間がのぞいている。太ももの露ろ出しゆつ具合も際きわどい感じだ。
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「わっ……」

　周慈は慌あわてすぎてソファから落下。神しん一いち郎ろうはというと、別の部分に目がいっていた。俊しゆん敏びんさをそこなわない程度についた、しなやかな筋肉。無む駄だな肉などどこにもない。さすがヴァルディアと言うべきか。どういったトレーニングをしているのか是ぜ非ひとも知りたいところだ。

「神一郎さんっ！　み……見ないでください！」

「ぬわっ！」

　落ちた周慈を起こしてやろうと神一郎が立ち上がったところに全速力の春菜が突っ込んできて、神一郎は轢ひかれた。室内で轢かれたことがある奴やつはそうはいないだろうと、車しや輪りんの下した敷じきになりながら思った。

　結局、ミリカは身長が近い美琴から服を借り、レッテは春菜のトレーナーを着ることになった。自分が見られたわけでもないのに、どうして春はる菜なはあんなに焦あせっていたのだろうか。そして轢ひかれなければいけなかったのだろうか。

　そして最後の神しん一いち郎ろうが風ふ呂ろからあがる頃ころには、もう日づけが変わる直前だった。明日あしたは日にち曜よう日びだから夜よ更ふかしは特に問題ないが、今日きよう一日中遊んでいたのだ、春菜と周しゆう慈じは寝てしまっていた。

「私も疲れたから寝ますね。おやすみなさーい」

　ミリカが布ふ団とんにもぐり込んだところで、レッテに蹴けられた。

「寝るな。こちらの話をするのが先だ」

「……はーい」

　神一郎の部へ屋やにハテビトが四人集まった。それに合わせるようにして、窓から大きなカラス、カラ助すけが入ってきた。神一郎が呼んでおいたのだ。

「話ってなんだ？　げっ！」

　レッテの顔を見て、すぐさま飛び去ろうとしたカラ助だったが、神一郎に足を三本とも摑つかまれて床ゆかに叩たたきつけられた。それでも羽はねをばたつかせて暴あばれるので、美み琴ことがゲンコツをおみまいした。

「どんだけビビってんだよ。どうやら今回は敵じゃないらしい」

「……そうなのか？」

「じゃなきゃこうやって家でのんびりしてないっしょ」

　美琴が親指でレッテとミリカを指す。ミリカは上下ジャージで、レッテはサイズの大きいトレーナーに着られている。袖そでが長くて手も指しか出ていない。カラ助は「確たしかに……なんだこの光景」と羽を閉じた。

「久しいな。日本勢力の伝令役か？」

　レッテが言うと。カラ助は姿勢をただし、得意げに胸を張った。

「そう、ハテシナの空を駆かける黒き弾丸といえばおいらのこと、名は──」

「カラ助だ」

「違うってば！　いい加減、おいらの本名を……」

「へー、カラ助くんっていうんだ。かわいいねー」

　ミリカがカラ助の頭を撫なでる。ミリカの視点ではカラ助がかわいく見えるのか。ただの黒くてでかい鳥なのに。どうせ食っても美お味いしくないのに。

「お？　おお、ま、まあな」

　カラ助はカラ助に甘んじた。こいつもオスなのだ。

　そこで、ミリカが改めて自己紹介をした。

「えっと、ヴァルディア一番隊所属のミリカです。まだ入ったばかりで、今回は実戦経けい験けんを増やすために隊長に同行しました。好きなものはクレープで、嫌いなものはミミズです。みっちゃんって呼んでくださーい」

「やだ」

　神しん一いち郎ろうと美み琴ことの声が重なった。

「ひどーい！　誰だれも呼んでくれないんですよぅ」

「おいらは呼ぶぜ。みっちゃん！」

　羽根をぴんと立てる。おそらく人間でいうところの親指なのだろう。呼んで欲しい名前で呼んでもらえないミリカに、自分を重ねたようだ。

「きゃーん、カラっちありがとー」

　カラ助すけに新たなあだ名ができたところで、神一郎と美琴も簡かん単たんに自己紹介を終えた。二人ふたりのことはレッテから少し聞いていたらしい。

「……本題に入るか」

　最初に、カラ助に今日きようのことを話した。ギリシャ勢力のアルテと戦せん闘とうになり、途と中ちゆうでレッテとミリカが加勢したこと。アルテは他ほかの勢力のハテビト同様、日本のイルフィニを狙ねらっているらしいこと。

「で、お前らの任務がその妨害ってことか。北ほく欧おうとギリシャって仲悪いのか？」

　そもそもハテシナは勢力争いの真まっ最さい中ちゆうなのだから、仲がいいはずがない。小さな勢力は互いに同盟を結び、戦力を強化しているようだが、北欧やギリシャは比較的大きな勢力だ。過去に何度かぶつかり合ったこともあるだろう。

「そこには少し複ふく雑ざつな事情があるのだ。簡単に説明しよう」

　レッテの話をまとめると、こんな感じになる。

　まず、ギリシャ勢力は現在大きく二つに分かれ、お互いに敵対関係にある。一つは、過去に権力を持っていたアイカ派、もう一つは、現在権力を握っているスーゼ派。

　もともとギリシャ勢力はアイカが治めていたのだが、段だん々だんとスーゼが力をつけ、ついには一つの派は閥ばつとして権力を奪うばうようになってしまったのだという。

　スーゼは勢力拡大に積せつ極きよく的てきで、戦力の育成に余念がない。しかし、そのやり方が乱らん暴ぼうで、他勢力からイルフィニを奪ったり、非合法な実じつ験けんを繰くり返しているという噂うわさもある。いくら勢力のためとはいえ、その方針に賛成できないアイカはそれを止めたいが、すでに戦力の面でかなりの差ができてしまっていた。アイカ派の発言権は皆かい無むに等しいのだ。

「日本の歴史でいうと朝廷と幕ばく府ふってところか」

「はーん、なるほどね。いいたとえするじゃん」

　美琴もやっと理解したようだった。

「この国の歴史には疎うといが、お前らが納なつ得とくしたのならそれでいい。……スーゼ派の急速な成長は我わが主も懸け念ねんしていてな。アイカ派の制止が期待できない以上、我われ々われがどうにかしなければいけないと考えたのだ」

　そこでヴァルディアに命令がくだった。スーゼ派を止めろと。つまり、あのアルテはスーゼ派のハテビトというわけだ。イルフィニを持っていたということは、もしかしたら高い地位のハテビトなのかもしれない。

「おいらもギリシャの話は聞いたことがあるぞ。日本勢力の上層部でも、何度か議ぎ題だいにあがってるはずだ」

「何か対策でもうってんのか？」

「いや、ウチも人員がギリギリだからな。具体的には何もしてない。北ほく欧おうが動いてくれたのはラッキーだったかも」

　日本勢力は他た力りき本ほん願がんだった。ウチらしいといえばらしいけど。

「だいたい事情はわかったよ。敵の敵は味方ってやつだね」

「そのような認にん識しきで構わない。アルテは共通の敵だということだ」

「じゃあさ、もし目の前にクサナギやヤサカニが転がってても手は出さない？　任務外のことでしょ？」

　美み琴ことが試すように言った。レッテは小さくうなずく。

「それはまた、次の機き会かいに正々堂々と奪うばいにくるとしよう」

　レッテの言葉に噓うそはない。敵対勢力であれ、これだけは信頼できることである。レッテの信念を曲げることができるとすれば、それはレッテの主あるじ、北欧の長おさだけだろう。

「えー、あるなら貰もらっていきましょうよ」

　何も知らないミリカが言った。この場合、ミリカの方が正せい論ろんになってしまう。だがレッテに睨にらまれ引き下がった。きっと理り不ふ尽じんを感じていることだろう。

「オッケ。なら一いつ緒しよに行動した方がいいよね。連絡も取りやすいし」

「世話になる」

「よろしくねー」

　ミリカが手を差し出す。美琴がそれを握ると、申し合わせたかのように指ゆび相撲ずもうが始まった。握手じゃないのかよ。神しん一いち郎ろうとレッテは目が合い、二人ふたりして肩をすくめた。

「ウチのご飯は美お味いしいよ。すご腕のコックがいるからね」

「任せやがれ」

　ここで話がまとまったのだが、実はもう一つ話すべきことがあった。神一郎と美琴にとっては、こっちの方もギリシャのことと並んで重要なことだ。

　眠そうなミリカを引き止め、神一郎は口を開いた。

「お前らには直接関係ないんだがちょっと付き合ってくれ。今日きよう、アルテと戦っている時に入ってきた人間がいただろ？　覚えてるか？」

「ああ、少女だったな」

　レッテが答える。

「あれは沙さ紀きっていって、春はる菜なの友達なんだが、あの時俺おれたちは人払いの英えい符ふを使ってたんだ。効力が弱まっちまって沙紀が入ってきたのかとも思ったが、沙紀以外の人間は入ってこなかったよな」

　さらにもう一つ。忘却の英符だ。神しん一いち郎ろうは沙紀の記き憶おくを消すためにその英符を使ったが、目覚めた沙紀は、夢で刀を持った神一郎を見たと言った。これは、完全に記憶が消えていないということではないだろうか。

「……ふむ。結けつ論ろんは一つだな」

　レッテの言う通り、そこから導みちびき出される結論は一つしかない。

　どうして英符の放つ英えい力りよくに抵抗できたのか。

「ああ、沙紀は英力を持ってる」




　　　　＊　　＊　　＊




　私が電気を消して布ふ団とんに入ると、枕まくら元もとの携けい帯たい電話が鳴った。画面には「高たか嶋しま沙紀」の文字が表示されていた。

「もしもし」

『ごめん、寝てた？』

「ううん。大丈夫だよ」

『よかった。今日きようは楽しかった？』

「うん。ありがとう、沙紀ちゃん」

『いえいえ、お安いご用だよ』

　今日は本当に楽しかった。メリーゴーラウンドに乗って、オバケ屋や敷しきに入って、みんながいて。あっという間に一日が終わった。と思ったら、レッテちゃんが来てくれて。

　足が動かなくなってしまってから諦あきらめていたことを、みんなが叶かなえてくれる。なんて、なんて私は幸せなんだろう。こんなに幸せでいいのかなって、思ってしまうくらい。

　私はいつも貰もらってばっかり。私がみんなにしてあげられることは、何だろう。

「また遊びに行こうね」

『もちろん。……あのさ、それで、ちょっと話があるんだ』

　沙紀ちゃんの声のトーンが変わった。何か言いづらいことなんだと、すぐにわかった。沙紀ちゃんがこういう話し方になる時は、だいたい宿題関係だ。見せて、とか、うつさせて、とか。でも、宿題なんて出てたっけ。

「何？」

『あの、こういうのはちゃんと言っておかないとダメだと思って……。春菜は親友だから、隠かくすわけにはいかないから……』

　宿題ではないみたい。なんだろう。想像がつかない。

「どうしたの？　沙さ紀きちゃんらしくないよ」

『う、うん。ごめん。私もまだよくわかってないんだ。初めてだから……こういうの……』

「初めて？」

『そうなの。今日きよう一日、一いつ緒しよにいてわかった。近くにいると、何だかドキドキする。変な気分になる。きっと、それはそういうやつなんだって……思ったんだ』

「……っ」

　耳にあてた携けい帯たい電話を落としそうになった。

　沙紀ちゃんのその言葉を聞いて、私が最初に思ったこと。

　聞きたくない。これ以上先を。

　きっと、何かが変わってしまう。大切な何かが、変わってしまう。そんな気がした。

『私、神しん一いち郎ろうさんのことが、好き……かも』

　電話の声は、どこか遠いように聞こえた。それは、私の意い識しきがどこか違う場所にあったから。

「……そう、なんだ……」

　それくらいしか、言葉が出てこなかった。

　それから何を話したのか、よく覚えていない。いつの間にか電話は切れていた。

　電池の残量が減っていたから充電器につないで、私は布ふ団とんを頭からかぶった。

　沙紀ちゃんが、あの人のことを好きになった。

　私の教室に何度も来ているあの人のことを、「カッコいいよねー」と冗じよう談だんめかして言っているクラスメイトはいるけれど、沙紀ちゃんの気持ちはきっとそういうものじゃない。もっと真剣なもの。こうやって、私に言うくらいだから。

「…………」

　どうして、私に言ったのだろう。

　私があの人と一緒に暮らしているから。毎日お弁当を作ってもらっているから。

　私が……。

　真っ暗な布団の中で、ぎゅっと目をつむる。

　私は胸に手をあてた。

　このモヤモヤは、どうやっても説明できそうにない。






　３、 キャベツかアイスか







　朝、神しん一いち郎ろうが起きると、すでにレッテは起きていた。他ほかにはまだ誰だれも起きてきていない。

　右手に巻いた包帯をほどいてみると、傷は塞ふさがっていたものの、まだ痛みは残っていた。以前であれば、これくらいのケガなら一晩で完かん治ちしていたはず。それはつまり、神一郎の英えい力りよくの回復が遅れているということ。

　ハテシナにいるなら医者に行くところだが、ここにいては簡かん単たんにはハテシナに戻れない。いつ何が起きるかわからないからな、この家は。

　レッテは庭に出て、何かはわからないが拳けん法ぽうの型の練習をしているようだった。朝の日につ課かだろうか。

「よう。朝からよく動くな」

「ああ。ヴァルディアたるもの、日々の鍛たん錬れんは怠おこたるべきではない」

　その割には、ミリカの姿が見えないが。一度はレッテに起こされているだろうから、二度寝でもしたか。

「コーヒー、紅こう茶ちや、緑りよく茶ちやに牛乳、どれがいい？」

「……牛乳をもらえるか？」

「了解。健けん康こう的てきだな」

　神一郎はキッチンでマグカップに牛乳をそそぎ、自分用のコーヒーを淹いれた。レッテは鍛練を終え、一度顔を洗った。

　リビングのテーブルに向かい合って座り、テレビをつける。天気予報では、今日きようは一日いい天気らしい。明日あしたは曇くもりか。

　もう少ししたら春はる菜なたちが起きてくる。朝ご飯は目玉焼きにしよう。

「昨夜ゆうべ言っていた沙さ紀きという少女の件、どうするつもりだ？」

　マグカップを両手で包むように持って、レッテは牛乳を一口飲んだ。

「今日にでも確たしかめようと思ってる。早い方がいいだろ」

「同感だな。それに、私も少々興きよう味みがある。北ほく欧おうでもそのような話は聞いたことがある。もっとも、噂うわさ程度だがな」

「そうなのか？」

「ああ、詳しくは知らないが、沙紀に限った話ではないということだ」

　意外、でもないか。ハテシナの広さと歴史を考えたら、あり得る話だ。

「隊長すみません。五度寝しちゃいましたあ……」

　まだ半分寝ているような目と声で、ミリカが二階から下りてきた。レッテはため息を一つ。よくこれでヴァルディアに入れたな。何か突出しているものでもあるのだろうか。

「もう少し自覚を持てミリカ。聞けば、周しゆう慈じ殿どのは毎日体を鍛きたえているそうではないか。お前も一いつ緒しよにやったらどうだ？　私が稽けい古こをつけてやろう」

「ええー！　隊長のは稽古という名のいじめですよう」

　なんとなく想像できる。きっとこれまでも、ミリカはしごかれてきたに違いない。

「上司ってのも大変だな」

「まったくだ」

　神しん一いち郎ろうはキッチンで卵を用意した。四人が六人になったため、比例して材料の消費も多くなる。買い物も、さらに安い物を狙ねらっていかなくてはならない。炊すい飯はん器きで炊たける米の量も限界ギリギリだ。

「油はっと……」

　神一郎は朝食を作り始めた。

　英えい符ふに抵抗できるということは、英えい力りよくを持っているということ。そして英力とは、ハテシナの住人であるハテビトしか持っていないもの。

　だからといって、沙さ紀きがハテビトだと考えるのはあまりに安直である。何な故ぜなら、人間が英力を持つということもあり得るからだ。周慈がいい例で、周慈は英力を貯ちよ蔵ぞうするイルフィニ、ヤサカニを体内に持っていたせいで、人間でありながら一時的に英力を宿していた。そのようなことが、わずかな可能性ながらあるのだ。

　もし沙紀がハテビトであった場合、不自然なことが多過ぎる。何らかの理由で人間世界で暮らすハテビトならば、すぐに神一郎たちがハテビトだと気づき、接触を試みてくるはずである。それに、沙紀は小さい頃ころから春はる菜なと一いつ緒しよにいるのだ。ハテビトであるはずがない。

　実際、神一郎や美み琴ことが沙紀の持つ英力に気づかなかったのだ。その量はごくわずかといえる。

　では、沙紀は一体何者なのか。考えられるのは、周慈と同じように体内にイルフィニを持っているということ。体の中に入れるタイプのイルフィニはあまり聞いたことがないが、ヤサカニ以外にもあるのかもしれない。決してないとは言い切れない。

　そしてもう一つ、ごく稀まれなケースだが、英力を持ってしまう可能性が存在する。今日きようは、それを確たしかめに行く。

「おはようございます」

「おう。おはよう」

　ミリカの次に周慈が起きてきて、続いて春菜、美琴とリビングに集まってきた。周慈の部へ屋やから椅い子すを持ってきても一つ足りないので、物置から引っ張り出してきた。春菜は車椅子に座ったまま食事をするので、余分な椅子を物置にしまっておいたのだ。

　目玉焼きをテーブルに並べ、ご飯をよそう。

「おい新入り。目玉焼きには何をかける派だ？」

　ちなみに、神しん一いち郎ろうと春はる菜なと周しゆう慈じは醤しよう油ゆ。美み琴ことはソースだ。少数派になった美琴が、ソースの魅み力りよくを散さん々ざん主張していたのを覚えている。

「塩を頼む」

　とレッテ。

「ケチャップくださーい」

　とミリカ。

「ほう、ケチャップときたか」

　余計な反応をしたのが美琴。

「ダメなの？」

「邪道だね」

　ソースも似たようなものだろうが。ケチャップを冷れい蔵ぞう庫こから取り出して、神一郎は思う。いや、世間一般がどうかはわからないけど。

「何でもいいだろ。俺おれから言わせりゃどっちも変わらん」

「はっ。出たよ醤油信者、略してソイソニストが」

　新しい単語ができた。何より略になってない。

　平日よりも遅い時間に朝食は始まり、それは一見和なごやかなものに見えた。レッテとミリカが加わったことによる緊きん張ちよう感かんみたいなものもなく、むしろ何でないのか不ふ思し議ぎなくらいだが、談だん笑しようと共に時間は過ぎていった。

「春菜、どうかしたか？」

「えっ？　私……ですか？」

　しかし、隣となりに座る春菜だけさっきから無言で、食事もあまり進んでいない。神一郎が声をかけると、はっとしたように肩をぴくんと揺ゆらす。

「昨日きのうの疲れが取れてないのか？　日にち曜ようだし、もっと寝ててもいいぞ」

「いえ……。大丈夫です。何でもないです」

　そうだろうか。なんだか、さっきからうわの空といった感じだ。食欲もないようだし。

「熱ねつか？」

「ひゃっ」

　春菜の額ひたいに手をあてる。特に熱あついわけでもない。やはり疲れが残っているのだろう。今日きようはゆっくり休めばいい。

「大丈夫ですから！　……すみません。ごちそうさま」

　茶ちや碗わんのご飯を半分ほど残して、春菜は部へ屋やに戻っていってしまった。ご飯を残すなんて、今まであっただろうか。残されたことに腹を立てることはないが、心配である。

「春菜殿どの、何かあったのか？　やはり……私たちは迷めい惑わくだったのだろうか」

　レッテは申もうし訳わけなさそうに箸はしを止めた。

「いや、それはないだろ。……わからん」

「やっぱりソースかければいいんじゃない？」

　それで解決するなら世界はいつまでも平和だろうよ。

　残っている自分のご飯をかき込んで、神しん一いち郎ろうは片づけを始めた。

「手て伝つだおう」

「おお、悪いな。届くか？」

　テーブルの上の食器を重ねて、レッテが持ってきた。いつもならここにいるのは春はる菜ななのだが、今はヴァルディアの一番隊隊長である。前に河か川せん敷しきで刃やいばを交えた時には、こんな光景誰だれが予想したであろうか。わからないものだ。

　ヴァルディアというからには、今まで戦い一筋に生きてきたのだと思っていたが、レッテは食器の片づけをそつなくこなした。口に出したら半殺しにされるだろうが、神一郎の視点からだと、手伝いをするよくできた娘というふうに見える。

「春菜殿どの、心配だな」

「ああ、俺おれらでどうにかできることならいいんだがな」

　神一郎はフライパンの油を落とした。レッテは皿の水をきり、ふきんで丁てい寧ねいに拭ふいていく。

「ここに戻ってきたのは、周しゆう慈じ殿のヤサカニのためか？」

「もちろん。変な奴やつらに奪うばわれないようにな」

　周慈は小さい頃ころに不ふ治じの病におかされ、長くは生きられないだろうと言われていた。しかし、宿主の体を維い持じしようとする性質を持つヤサカニが体内に宿ったため、医学では説明できない奇跡的な回復をみせ、今にいたる。周慈からヤサカニがなくなれば病は再発し、周慈は死んでしまう。

　敢あえて皮肉を込めて言ってみると、レッテは「ふっ」と漏もらした。

「私たち以外にも敵は多い。覚悟はしておけよ」

「死ぬ気で守るさ」

　レッテは拭き終わった食器を棚たなに戻していく。キッチンの棚は春菜に合わせて下の方しか使っていないので、レッテでも届く。

「それにしても、いい関係を築きずいているようだな。一晩ではあるが、居い心地ごこちのよさを感じる」

「あー、前にこの家にいた小さいアフロも同じようなこと言ってたな」

　春菜も言っていたな。もう何年も続いているような気がする、と。この家の居心地がいいというのは否定しない。部へ屋やも風ふ呂ろも広いし、庭もある。お買い得なタイムセールがあるスーパーに、気のいい商店街のおっちゃんおばちゃん。加えてこのシステムキッチン。

　からかうと同じような反応をする双ふた子ごに、とりあえずうるさい美み琴こと。何か、足りないものはあっただろうか。すぐには思いつかない。

「いいことだ。と言いたいところだが、苦言を呈ていするならば、あまりにこの生活に慣なれてしまうと別れが辛つらいだろう」

「冷静かつ客きやつ観かん的てきな指摘をどうも。わかっちゃいるんだがな」

「これ以上は何も言うまい。あとはお前たちの選せん択たくしだいだ」

　レッテのおかげで、片づけは早く終わった。

　リビングでは、美み琴こととミリカが何やら真剣な顔で向かい合っていた。ミリカは手にメモ帳とペンを持っている。

「これからこの家のルールを教えるからちゃんと覚えておくように。郷ごうに入っては郷に従え。これはハテビトでも同じことだからね」

　と、偉そうに居い候そうろうが言ってらっしゃる。

「はーい」

　ミリカは相変わらず呑のん気きな声で返事をした。

「私も聞いておこう。失礼があっては申もうし訳わけないからな」

　レッテもミリカの隣となりに座った。

　美琴は「まずこれ！」と、テレビのリモコンを手に取った。

「基本的にはバラエティ優ゆう先せん。ドラマが観みたい時は録ろく画がするように。しかし、何かおもしろそうな映画がある時はこの限りではない」

　バラエティ優先、イコール美琴優先ということである。ドラマは春はる菜ながよく観ていて、ちゃんと録画している。普通に観てもいいと言ったら、「バラエティの方がみんなで楽しめますから」とのこと。流は行やりのドラマはその日に観ないと学校で話題についていけないのではないかとも思ったが、そうでもないのだろうか。

「ふむふむ。どうしても観たい番組がある時はどうすればいいんですかあ？」

「遠えん慮りよしろ」

　レッテがごくごく真まっ当とうなことを言った。ミリカは「えー」と口を尖とがらせる。

「そーゆー時は……どうしてたっけ？」

「この前はあっち向いてホイだったな」

　先週だったか。お笑いが観たい美琴と、アクション映画を観たい神しん一いち郎ろうが対立し、チャンネル争そう奪だつあっち向いてホイが始まったのだ。

　銃の弾たまを見切れるほどの動体視力を駆く使しし、二人ふたりは指先の微妙な動きで方向を予測して回かい避ひし続け、決着がつく頃ころには映画は終しゆう盤ばんだった。だから仕方なくお笑いを観たのだ。おもしろかったけど。

「なるほどー。何か勝負して決めるんだねー。自分が得意なことを選えらべばいいんだ」

　この家には六人住んでいて、テレビは一つ。衝しよう突とつは必ひつ至しである。

　レッテは三秒ほど考え込み、顔を上げた。

「ならば私は、真剣での決けつ闘とうを所望する」

「隊長……目がマジですよぅ」

　死人が出る。チャンネルごときでヴァルディアとやり合ってたまるか。

　美み琴ことはリモコンを置き、神しん一いち郎ろうを見た。

「キッチン担当からは何かある？　キッチン以外でも何かあればどうぞ」

「そうだな。冷れい蔵ぞう庫この中は配置が決まってるんだが、それを乱した奴やつはこんにゃくゼリー一個没収だ」

「このルールが厄やつ介かいなんだよねー」

　通算六十二個を献上した美琴が言った。出した物をあった場所に戻せばいいのに、どうしてそれができないのか。

　これくらいか。掃除に関しては自分がやるから特にないし、洗せん濯たくは神一郎の仕事ではない。

　神一郎がこの家に来た当初、信頼を得ようとして洗濯をしたことがある。その時は春はる菜なの下着まで洗ってしまって、逆に機き嫌げんを損そこねてしまった。それ以来、家事の中で洗濯だけは美琴がすることになっている。アイロンがけは春菜だ。

　さらに女が二人ふたりやってきたので、もちろん洗濯物は増えるし干ほされる下着も増える。午後は非常に庭に出にくいのだが、そんなもの気にしたら負けだ。そして周しゆう慈じは間違いなく負ける。

「あ、それと、春菜ちゃんを色いろんな面でサポートすること。これが一番大事だからね」

　美琴は人差し指を立てて、一番を強きよう調ちようする。

「了解した。気にかけるよう、心がける」

　レッテは力強くうなずいた。

「…………」

　神一郎は複ふく雑ざつな気持ちだった。

　春菜のことを、みんなが助けてくれる。それはとても大切なことで、この家に住む以上、当然のこと。春菜は遠えん慮りよがちでなかなか口に出して何かを頼むことはしないが、それはこっちから気づいてあげればいい。そうやって、春菜ができないことを少しでも補ってあげることができたなら……。

　だが、一つの真実がある。

　今の春菜の足は、三年前の神一郎が引き起こした事故によるもの。美琴が、周慈が、春菜が、もしそのことを知ってしまったら。何かが変わってしまうのではないか。この家にいられなくなってしまうのではないか。それは、少し怖い。

　ダメだ。神一郎は頭を軽く振った。春菜の足のことになると、途と端たんに弱気になる。過去の罪に捉とらわれることなく、この双ふた子ごと共に、ただ純粋に幸せな日々を共有しようと決めたのに。

「神一郎？　聞いてる？」

　気がつけば、美琴が顔を近づけて上目づかいに神一郎を見ていた。何か話していたらしい。

「……悪い。今日きようの夕飯考えてた」

「それも重要だけど、こっちの話も聞いてよね。沙さ紀きのこと、どうするかって話」

　どうやらルールのことは終わったようだ。代わりに今直面している問題が出てきていた。

「レッテには言ったが、今日にでも確たしかめにいってくるつもりだ」

「ギリシャの奴やつがまた来る前に解決できればいいんだけど」

「まあ、幸いなことにこっちに戦力は揃そろってるし、ヴァルディアがいるとなったら派は手でに動けないだろ」

　レッテの存在は大きい。あとついでにミリカも。アルテは一度ハテシナに帰き還かんするか、増援を呼ぶかするだろう。どちらにせよ、ある程度の時間はかかる。もしすでに日本に多数のギリシャ勢力が上陸しているというのなら話は別だが、アルテが単独で現れたことを考えると、その可能性は低い。

「そだね。……で、今日の晩ご飯は？」

「お好み焼きにでもするか」

「よく言った！」

　どんなメニューを言っても、美み琴ことはたいがいそう言う。

　沙紀の問題の解決にあたって、まず訊きかなくてはいけないことがある。神しん一いち郎ろうは春はる菜なの部へ屋やのドアをノックした。

「はい」

「俺おれだけど、ちょっといいか？」

「あ、は、はい。どうぞ」

　何をそんなに慌あわてているのか。朝食の時のこともあって、少し入りづらい雰囲気ではあったが、そんなことも言っていられない。神一郎はドアを開けて部屋に入った。

　きれいに整せい頓とんされた部屋で、春菜はベッドに入り体を起こしてマンガを開いていた。神一郎とは縁えんのない少女マンガだ。まだパジャマのままだった。

「どっか調ちよう子し悪いってことないか？」

「いえ。本当に何でもないですから。ちょっと食欲がなかっただけで……」

　春菜はマンガを閉じてうつむき加減。視し線せんは神一郎の膝ひざのあたり。

　神一郎は机に体重を預け、春菜を見た。顔色は悪くないし、本人もああ言っていることだし、大丈夫だろう。

「そうか。腹減ったら言えよ。何か作ってやるから」

「はい……。ありがとうございます」

　たまには食べる気がないこともあるだろう。ダイエットとか言い出したら、健けん康こうのためにやめさせるが。

　そして、神一郎は本題を切り出すことにした。

「あのさ、お前、沙さ紀きの住所知ってるか？」

「え？　……はい。知ってますけど」

「教えてくんねえ？」

　突然の申し出に、春はる菜なは不ふ思し議ぎがって首を傾かしげるくらいの反応を見せると思っていた。しかし、春菜は驚おどろいてから少し寂さびしそうな顔を見せた。どうしてそんな表情をするのか、神しん一いち郎ろうにはわからなかった。

「あの……、どうして沙紀ちゃんの家、知りたいんですか？　行くん……ですか？」

「まあな。お前が見てない時のことなんだけど、俺おれ、昨日きのうあいつの服にジュースこぼして染しみ作っちまったんだよ。クリーニング代出すって言ったんだけど、あいつ『別にいいです』って言って帰りやがってさ。だから何か菓子折りでも持っていくかってな」

　さっき考えた理由だが、どうにか自然なものになったと思う。とりあえず、沙紀の家を訪ねないことには話にならないのだ。

　春菜は何か考えているようだった。いや、悩んでいるようにも見えた。

「……わかりました。机の上にあるメモ帳とペン、取ってください」

「おう。悪いな」

　春菜はサラサラとペンを走らせていく。書き終わると、紙をちぎって神一郎に渡した。女の子らしい、丸っこい文字だった。

「今日きよう行くんでしたら、沙紀ちゃん部活があるからいないと思いますけど……。メールで確かく認にんしましょうか？」

「あ、いや。いなかったら家の人にでも預けておくから。俺はあいつとの貸し借りをチャラにできればそれでいいんだ」

　春菜の表情が変わる。少し安心したような。でもすぐに不安そうな瞳ひとみを神一郎に向けた。一度小さく息を吸い、胸に手をあて、どこか思い切るように口を開いた。

「神一郎さん。訊きいても、いいですか？」

「ん？　何だ？」

「沙紀ちゃんのこと……どう思いますか？」

　まさか春菜が沙紀の英えい力りよくに気づいてしまったのかと思った。しかしそれはあり得ない。春菜が訊いているのは、ただの中学生の少女としてどう思っているか、そういうことだろう。

「どうって……いい奴やつじゃん」

　あいつの印象はこれにつきる。

「えっと、それはその……そうなんですけど、そうじゃなくて……」

「何だよ」

「かわいいとかって、思いますか？」

　その質問に、神一郎は思わず口をつぐんだ。

　かわいい。はたしてその定義とは何か。単純に容よう姿しの好このみのことか、それとも仕し草ぐさや言動に対して感じるものなのか。

　沙さ紀きには好感を持っている。それは否定しない。だが、それをかわいいという言葉で表してしまっていいものか。

　こう、もっと別の……。

「犬だっ！」

　と、神しん一いち郎ろうは声を大きくしていた。あまりに適切な言葉だったために音量の調ちよう節せつができなかった。

「犬？」

　春はる菜なが首を傾かしげる。

「そうだ犬だ。沙紀ってさ、その辺チョロチョロ動き回ってるイメージじゃん。元気だし。だから、かわいいって言うならペットみたいな感じじゃないか？」

　なんと適切な表現か。神一郎は自分に感心してしまった。そうか、あいつは犬だったのか。

「はあ……」

　期待していた答えと違ったのか、春菜は曖あい昧まいに返事をした。だったら何と答えればよかったというのだろう。

「住所、ありがとな。あ、そうだ。今日きようはお好み焼きにするから帰りに具ぐを買ってくる。お前、エビが好きだったよな」

「えっと、はい」

「ん。俺おれは沙紀の家に行くから、昼は適当に食べてくれ」

　神一郎は春菜の部へ屋やを出た。

　昼くらい食べてからでもいいかと迷ったが、今はできるだけ早く行動したかった。

　春菜は沙紀が部活でいないと言っていたが、そんなことはどうでもいいのだ。いやむしろ、沙紀はいない方がいい。

　神一郎はメモをポケットにねじ込んだ。







　午前中も残りわずかとなった頃ころ、神一郎は藤とう堂どうの家の最寄り駅から三つ離はなれた駅にいた。特急が停とまらない小さな駅で、駅前にも店はちらほらといった感じである。しかし休日なので人通りはそれなりに多かった。これからどこかに出かけるのだろう。

　空は雲のない快晴だが風があり、時折冷たい風が神一郎の頰ほおを撫なでていく。ポケットから手が出せないな、これは。

「それで、沙紀の家はどこだ？」

「ここから歩いて二十分くらいのマンションだな」

　神しん一いち郎ろうは春はる菜なのメモを確かく認にんする。ついでに隣となりを確認すると、神一郎の胸かそれより低いところにレッテの頭があった。レッテはコンビニで買ったアメリカンドッグを頰ほお張ばっている。金を払ったのは神一郎。美う味まそうだ。さっき一いつ緒しよに買えばよかった。

「わかった。では行こう」

　串くしを十メートル後方に置かれたゴミ箱ばこに投げ入れ、ランドセルを背負ったレッテは歩き出した。日にち曜ようにランドセルというのも不自然なのだが、剣をそのまま持たれても困る。

　神一郎とレッテは並んで歩く。周囲にはどう見えているのだろう。やはり兄妹か。ものすごい妹だけれども。

　神一郎はクッキーの詰め合わせが入った紙袋を持っている。菓子折りを渡すというのは口実ではあるが、そのことを明日あした春菜が沙さ紀きに話すと噓うそがバレてしまう。一応持っていった方がいい。

「お前、本当に家までついてくんのか？」

「興きよう味みがあると言っただろう」

　一時間ほど前、沙紀の住所を聞き出した神一郎が出かけると言ったら、レッテが同行を申し出たのだ。沙紀の件に興味があるというのと、ギリシャ勢力との遭そう遇ぐうも想定し、二人ふたりずつで行動した方がいいと考えた結果だった。

　それなら美み琴ことと行けばいいとも思ったが、そうすると、ヤサカニを持った周しゆう慈じの近くに北ほく欧おうの二人がいることになる。手は出さないと約束はしているが、この状態に不安にならないわけがない。レッテはそこまで考えていた。というわけで、日本と北欧の一人ひとりずつがペアとなったのだった。神一郎としても、美琴を家に置いておけるというのは助かる。ミリカの戦せん闘とう力りよくは未知数だし。

「どうよ最近。そっちは」

　無言で歩くのも嫌いやなので、世間話なんぞをふってみる。

「……デルトールを失ったのはやはり大きかった。私の失態だ」

　レッテは前に神一郎たちの敵として上陸した際、パートナーであったデルトールを殺されている。デルトールの持ち物であったイルフィニ『ミョルニル』は奪だつ還かんしたが、上位のハテビトであるデルトールが死んだというのは、北欧勢力にとって大きなダメージなのだろう。

　アマテラスとツクヨミの二人を失った日本勢力も大きな戦力ダウンとなった。殺したのは神一郎と美琴だが。

「戦ってりゃ誰だれかが死ぬ。お前だって、デルトールが初めてってわけでもなだろ？」

　長く戦場にいれば、それだけ別れを経けい験けんする。失う度たびに、もう失いたくないと思う。でも、人は死ぬ。いつか、何らかの形で。

「……ああ。ミリカがヴァルディアに入隊したのも、一番隊に欠員が出たからだ。私が同行しなかった任務で……な」

「そうか。お疲れ、隊長さん」

「ふん。ねぎらったところで何も出んぞ」

　レッテはランドセルを背負い直した。そして「あれではないのか？」と前方を指さした。メモを確かく認にんすると、それで間違いないようだ。

　沙さ紀きの住んでいるマンションは、薄うすいレンガ色に統一されていた。駐ちゆう輪りん場じようの奥には立体駐車場が見え、車の数から入居者が多いことがわかる。エレベーターに乗ると、十五階までボタンがあった。その中の七階を押す。

　エレベーターホールから右に出て二つ目。そこに「高たか嶋しま」の苗みよう字じを確かく認にんした。

　インターホンを押すと、少し経たって沙紀ではない女の声がした。

「はい」

　そこで、神一郎は英えい力りよくを少しだけ放出する。後は向こうの反応しだいだ。

　インターホンは無言。

　たっぷり一分は待っただろうか。やがて声が聞こえてきた。

「……日本勢力ですか？」

　やはりそうか。

「そうだ。攻こう撃げきの意思はない。開けてもらえるか？」

　ハテビト相手に扉を閉めていたところで意味はない。その気になればこの鉄製の扉ごと吹ふっ飛ばせるのだから。

　チェーンを外す音の後、扉がそっと開いた。顔を見せたのは、見た目が三十代前半の黒髪の女性。垂たれ目め気味で、言っちゃ悪いが幸さち薄うすそうな印象を持った。

「沙紀の母親か？」

「……っ！　沙紀と知り合いなんですか？」

　神しん一いち郎ろうの口から沙紀の名が出ると、女性は表情を変えた。

「まあな。それで、その沙紀のことで話を聞きたいんだ。いいか？」

「……はい。あの、そちらのお嬢じようさんは」

　女性はレッテに視し線せんを向ける。

「私もハテビトだ。事情があって同行している」

　レッテに敵意がないことを感じ取ったのか、女性は神一郎たちを中に案内した。リビングに通され、お茶ちやが出された。他ほかには誰だれもいないようだ。

「俺おれはタケシロ。こっちじゃ建たけ代しろ神一郎と名乗ってる。この地域を範はん囲いとした常駐任務中だ」

　神一郎が名乗ると、物静かな女性は眉まゆをぴくりと動かした。

「もしかして、藤とう堂どうさんのお宅にきた居い候そうろうの方って……」

「俺ともう一人ひとりのハテビトだ。沙紀から聞いたのか？」

「はい。変な人たちだけど、春はる菜なさんたちは楽しそうにしていると」

　変と言われていたのか。変と思われているのは美み琴ことだけだと信じたい。

　春はる菜なの家の居い候そうろうだとわかったことで、どうして沙さ紀きと知り合ったのかも理解してくれたようだ。

　続いて、レッテが口を開いた。

「私は北ほく欧おう勢力のレッテ。ヴァルディアに所属している」

「ヴァルディア!?　どうしてっ……！」

　女性は椅い子すを後ろに倒し立ち上がった。肩を震ふるわせ、後ずさる。当然の反応といえた。北欧が誇る戦せん闘とう集団の一人ひとりが目の前にいるのだ。

「まあ落ち着け。さっきも言ったように、こいつに戦う気はない。その辺全部説明するから座ってくれるか？」

「……すみません。取り乱してしまって」

　女性は椅子を直し座った。だが、レッテとは目を合わせようとしない。やはり警けい戒かいされてしまっているようだ。

「それで、あんたは……」

　女性は小さくうなずいた。

「はい。私は高たか嶋しま伊い乃の。沙紀の母です。ハテシナでの名前はイノ。今はここで人間として暮らしています」

　推測が確かく信しんになった瞬しゆん間かんだった。

　沙紀の母はハテビトだったのだ。

「旦だん那なは人間か？」

「はい」

　イルフィニを体内に持っているという以外での、人間が英えい力りよくを持つ可能性。人間とハテビトとの間に生まれた存在。つまりハーフ。それこそが、沙紀が英力を持っている理由に他ほかならなかった。

　神しん一いち郎ろうはそれを確たしかめるために沙紀の家を訪ねたのだ。父と母のどちらがハテビトかはわからなかったが、先に出会った母親が当たりだったのは運がよかった。

「本当にあるんだな。そんなことが」

　素直な感想だった。過去の事例はいくつか聞いたことがあったが、どれもが噂うわさ止まりで確かな情報ではなかった。だが、ここに実例がいる。もう噂ではない。

「はい。今の夫との間に、沙紀を授かりました」

　伊乃はお茶ちやを飲むと、静かに話し始めた。

　十数年前、ハテシナは今と変わらず勢力争いを続けていた。伊乃が所属していた部隊は、ある任務のために人間世界に向かい、そこで他勢力と交戦になった。

　戦いはほぼ相あい討うちという形で決着し、伊乃は英力の大半を失う大ケガを負った。さらに、伊乃の部隊は全滅したという報告がされてしまい、ハテシナから捜索隊が派は遣けんされることはなかった。

　そして伊い乃のはケガのせいで英えい力りよくがほとんど回復せず、普通のハテビトに戻ることができなくなってしまったという。

「もしハテシナに戻ることができても、戦うだけの英力のない私がいても意味がありません。それならいっそ、人間として生きていこうと決めたんです。それからすぐに夫と出会いました」

　部隊の全滅も、回復しない英力も、すべてあり得ない話ではない。というより、目の前に体たい験けんしたハテビトがいるのだから、疑うこともできない。

「立ち入った話になるかもしれねえけど、結婚っていうのは……」

「正式にはできません。人間の戸こ籍せきはありませんから……。内ない縁えんということになります。もちろんハテシナやハテビトのことは話していません」

　結婚できない理由があり、それは明かせない。それでもそんなことは関係ないと言えるほど、通じ合うことができたのだろうか。

　ハテビトと人間が。

「そうか。じゃあ、こっからが本題だ」

　神しん一いち郎ろうは、昨日きのうギリシャ勢力との戦せん闘とうがあり、その時一いつ緒しよにいた沙さ紀きが英えい符ふに抵抗したこと。そのことで、沙紀に英力があると気づいたことを話した。そのついでに、北ほく欧おうのレッテがギリシャの妨害に来ていて、一時的な共きよう闘とう関係にあるということも。

「そうですか……。沙紀に英力が……」

　母である伊乃が気づかなかったのも無理はない。沙紀の英力はカラ助すけより少ない本当に微弱なものだし、英力を失った伊乃は、感知能力も低下している。近くにいても、気づくことはできなかっただろう。神一郎だって、昨日きのうのことがあって初めてわかったのだ。

「沙紀の血の半分は人間のものだ。英力もこれ以上はあまり増加しないだろう。言い方は悪いが、とても中ちゆう途と半はん端ぱな存在と言える」

　レッテが言った。ストレート過ぎるとも思ったが、遠回しな言い方をレッテに期待するのはあまり意味がない。

　さて、沙紀に英力があることと、その理由がわかっただけでは、この問題の解決にはならない。英力を持っているということは、それがいくら微量でも、いつかはどこかのハテビトに気づかれてしまうかもしれない。もしそれが敵対する勢力のハテビトであれば、沙紀の身に危険が及ぶだろう。もちろん沙紀に戦闘力はない。どうなってしまうか、その結果は見えている。

　伊乃も神一郎と同じことを考えているようだった。頭を抱え、震ふるえる声を漏もらす。

「あの子に何かあったら、私は……」

「そうならねえようにどうにかしようって話をしに来たんだよ。親のあんたがそれでどうする」

　神一郎たちにとって、護ご衛えいの対象が増えるというのはとても厄やつ介かいだ。周しゆう慈じの他ほかに沙紀にまで目をかけてなくてはいけないとなると、どうしてもどちらかが疎おろそかになる。そうならないためにも、沙さ紀きのことを早めにどうにかしないといけない。

「……すみません。それで、どうしたらいいのでしょう」

「早い話が、沙紀から英えい力りよくがなくなればいいんだ。そしたら、沙紀は普通の人間と変わらなくなる」

　ハテビトは、英力も生命維い持じの要素の一つとなっているから、英力をすべて失うということは死を意味する。しかし、沙紀は半分人間だ。英力がゼロになっても死ぬことはない。沙紀の英力の少なさを考えると、体の維持にあまり英力は関係していなさそうだ。

　沙紀から英力を放出させる。現状、それ以外に案はないように思える。

「問題は、どうやってそれを実行するかだ」

　レッテが丁てい寧ねいにも一番の問題点を指摘してくれた。

　英力を放出する。ハテビトならば簡かん単たんにできることだ。戦せん闘とう時じにはずっと放出していることになる。だが、沙紀は何も知らない。ハテビトや英力のことを全部打ち明け、英力の操そう作さを覚えさせ、放出してもらうのが何より楽なことではあるのだが、沙紀をこっちの世界に引っ張り込むのは避さけたい。普通の人間として、中学生として、春はる菜なの友人としていて欲しい。それは伊い乃のも同じだろう。

「何か……イルフィニを使うというのはどうでしょう。英力を奪うばうイルフィニ、そんなような物があれば……」

「ハテシナのどっかにはありそうだけどな。日本勢力にあったっけな」

　神しん一いち郎ろうは聞いたことがない。美み琴ことはどうせ知らないだろうし、カラ助すけに調しらべてもらうか。もしあったとして、それを貸してもらえるかどうかはその時考えよう。

「北ほく欧おうでも心当たりはないな」

「もしあったら貸してくれよ。隊長特権で持ち出せないか？」

「……どうして私がそこまでせねばならん」

　レッテは神一郎を見上げ、ジトっと目を細める。

「宿代」

「くっ……」

　今度は悔くやしそうに目を逸そらす。もちろん、宿代など貰もらうつもりはないし、それを決めるのは居い候そうろうの神一郎ではない。

　神一郎は冷めてしまったお茶ちやを飲のみ干ほすと、立ち上がった。

「とにかく、沙紀の英力のことはこの方向で対処する。俺おれたちがやるから、あんたはいつも通り沙紀に接してくれればいい。何かあったら連絡くれ。だいたい藤とう堂どうの家にいるから」

　伊乃も立ち上がり、深く頭を下げた。

「ありがとうございますっ……。私は母親なのに、何もできなくて……」

「気にすんな。これも常じよう駐ちゆう任務のうちだ。あ、これ沙さ紀きに渡しといてくれ。昨日きのうのお礼」

　クッキーの詰め合わせを渡す。

　神しん一いち郎ろうとレッテが家を出る時も、伊い乃のは何度も頭を下げていた。

　特急が停とまらないので、鈍どん行こうを待って電車に乗る。車内はすいていて、神一郎とレッテは並んで座っていた。

「心の弱いハテビトだったな。自信というものがどこにも見えない」

　近くに人がいないことを確かく認にんして、レッテは小声で言った。

「厳きびしいな」

　もしかしたら、昔はそうでなかったかもしれない。戦いで英えい力りよくを失い、それと一いつ緒しよに、伊乃は強い心をなくしてしまったのかもしれない。しかし、伊乃はハテビトとしての存在意義を奪うばわれながらも、人間として生きていこうと決意することができた。それは強いことではないのかと、神一郎は思った。

　沙紀の家を訪れたかいはあった。沙紀の英力の謎なぞも解けたし、これからどうするかも定まった。それにしても、本当に色いろんな奴やつが集まるな、あの藤とう堂どう家けは。春はる菜なの友達までハテシナ関係ときたもんだ。地脈とか調しらべたら何かあるのではないだろうか。

　電車を降りて、帰りがけに商店街に寄る。まだ午後二時過ぎで、夕飯の買い物に来た客で賑にぎわうには早い。

　そういえば。神一郎は昼ご飯を食べていないことに気づいた。だからといって今食べてしまっては夕飯がしっかり食べられないし、だからといって空腹を我が慢まんするのも嫌いやだ。

　よし、間を取って少し食べることにしよう。おやつだと思えばいい。

「レッテ、買い食いしようぜ」

「お前が払うなら構わん」

　そういや文無しだったか。

「奢おごってやるよ」

　神一郎は肉屋の前で、いつもなれなれしく話しかけてくることでおなじみのおばちゃんを呼んだ。

「はいはーい。あら、あんたかい。今日きようは何だい？」

「メンチカツ二つくれ。あとソース。ここで食うから包まなくていいぞ」

「いいタイミングだね。ちょうど揚あがったところだよ」

　メンチカツを簡かん単たんに紙で巻き、ソースをかけたところで、おばちゃんは神一郎の横にちんまりと立っているレッテに気がついた。

「おや、見み慣なれない子だねえ。お嬢じようちゃん、いくつだい？」

　営業スマイルとは別の、小さい子供用スマイルを見せるおばちゃん。レッテはおばちゃんを一いち瞥べつ。

「答える義理はない」

「何この子!?」

　持っているメンチカツを握りつぶしそうな勢いだ。潰つぶすまえに早くこっちに渡せ。

「縁えんあってデート中だ。いつもこんなんだから気にすんな」

　神しん一いち郎ろうはメンチカツを受け取り、一つをレッテに渡す。一口かじると、サクサクしたころもの中からジューシーな肉汁が溢あふれ、ソースと相あいまって絶妙な味を生み出す。これで八十円というのだからお買い得だ。部活帰りの学生にも人気があるらしい。

「どうだ？　美う味まいだろ」

「…………」

　レッテは無言。小さな口で必死に食べている。気に入ってくれたらしい。

「それにしてもあんた、こんな趣しゆ味みがあったのかい？　小学生はアウトだと思うけどねえ」

「うるせえ。空から降ってきた金きん塊かいにぶつかって死ね」

「よけてみせる！」

　メンチカツを食べ終え、二人ふたりはスーパーに向かった。ちょうどタイムセールが始まったところらしい。今日きようは惣そう菜ざいか。ならいいや。

　お好み焼きに必要なキャベツと小麦粉をカゴに入れ、後は具ぐである。

　すると、レッテが訊きいてきた。

「お好み焼きというのは一体どんなものなのだ？」

　さすがに知らなかったか。ここはしっかりと日本食について教えなければ。

「読んで字のごとくでな。『好きなものをたくさん入れて焼けば美お味いしくなるんじゃないか？』をコンセプトにできた料理だ」

「つまり、特に決まった食材はないと」

「そーゆーことだ。春はる菜なはエビが好きだからエビ。俺おれは肉が好きだから肉。そんな感じでぶち込んでいくんだ。お前も好きなの持ってこいよ」

「了解した」

　と、レッテは商品棚だなの奥に消えていった。

　その間に、神一郎は他ほかの材料をカゴに入れていった。六人分となると結構な量になる。焼く枚数もどれくらいになるか予想できない。レッテは少食そうだが、ミリカはどうだろうか。なんとなく、たくさん食べる気がする。

　最近ではトレーニングをしている周しゆう慈じもよく食べるようになってきているし、これは一度、家か計けい簿ぼと向き合う必要がありそうだ。

　よく顔を合わせる奥さんと会え釈しやくを交かわし、神一郎は買い物を続ける。カゴの中はもういっぱいだ。カート使えばよかった。

「おい。これを頼む」

　レッテが帰ってきた。

　アイスを持って。

「おう。定番だな」

　と、神しん一いち郎ろうは言った。







「なんじゃこりゃあ！」

　お好み焼き四枚目で、銃で撃うたれ、腹に手をあてたらそこに血が滲にじんでいた時のような声を美み琴ことがあげた。お好み焼きの場でこういった叫びが響ひびくのは非常に珍しいことだ。

　藤とう堂どう家けにあるホットプレートでは一度に一枚しか焼くことができず、六人の食べる速さに追いつかない。焦こげ目がついていくお好み焼きを睨にらむようにして待っていた美琴が、最初に箸はしをつけたのだった。

「これ、妙にあまーい……」

　次に食べたミリカは眉まゆをひそめて渋しぶい顔。ソースといい感じにマッチしないようだ。

　先行した二人ふたりの反応を見て、藤堂姉弟とレッテは動きを止めた。

「神一郎さん、これ、具は何ですか？　キャベツ以外に何も入ってないように見えるんですけど……」

　周しゆう慈じは食べようかどうしようか迷っている。美お味いしくないことはもうほとんどわかっているのに、好奇心が前に出ているのか。

　そりゃあ、何も入ってないさ。溶けたもの。

「ストロベリーアイスだ」

「アホかーっ！　アホじゃなかったらアホに準ずる何かかっ！」

　ちゃぶ台であればひっくり返しそうな勢いで美琴が叫んだ。

「何だよ。ラムレーズンじゃなかっただけ感かん謝しやしやがれ」

「それは悲ひ劇げきの上うわ塗ぬりっしょ！　だいたい、どこの世界にお好み焼きにアイス入れる奴やつがいんのよ！　お好み過ぎだっつーの！」

　具体的にはハテシナの北ほく欧おうの方に。もっと言うならそこに。

　神一郎がアイスを選えらんだ張本人に視し線せんをやると、周りも一斉にそちらを見る。

　そこではレッテが、切り分けられたアイスお好み焼きとにらめっこしていた。一口食べたようで、ちょっと減っている。

「レッテちゃん、アイス……食べたかったの？」

　春はる菜なはおそるおそるといった感じでレッテの顔を覗のぞき込む。箸が使えないのでフォークを持ったレッテは、ふるふると肩を小刻みに震ふるわせていた。

「好きなものでいいと、言ったんだ」

「誰だれが？」

　するとレッテは立ち上がり、フォークの先を神しん一いち郎ろうに向けた。

「表に出ろ建たけ代しろ神一郎！　お前っ、私を騙だましたなっ！」

「行ぎよう儀ぎが悪いぞレッテ。立っていいのは焼く係だけだ。次はお前がひっくり返す係やるか？」

　神一郎がヘラを差し出すと、レッテはそれをフォークで弾はじき飛ばした。
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「黙だまれ！　私は……真剣に考えてアイスを……」

　おもしろいなあ、この隊長。河原かわらで殺されかけた時のことを思い出す。そしてこの食卓。世の中わからないものだ。

　しかし、これ以上ケンカするのはよくないか。レッテならフォークでも致命傷になるような攻こう撃げきをしてくるだろう。それに、レッテを敵に回すということは春はる菜なを敵に回すということだ。そこまでアウェイになるのは勘かん弁べんである。

「ほら、次の焼くぞ。アイスのは俺おれによこせ」

　言うが早いか、神一郎は全員の皿の上に残っているアイスお好み焼きを集め、自分の皿に積つんだ。ホットプレートにはエビの入った小麦粉を広げていく。

「神一郎さん、それ、食べるんですか？」

　春菜はマジメに心配そうな顔をしている。神一郎はちらりと春菜の皿を見た。まださっき焼いたイカのお好み焼きが残っている。あまり食べていないな。

「俺おれは常に新しい味の追求を忘れないんだよ。これも妙に温かいクレープだと思えばいけるかもしれん」

「クレープはちょっと違うと思いますけど……」

　神しん一いち郎ろうはお好み焼きを口に入れた。千せん切ぎりキャベツのかすかな歯ごたえの合間から、じわっと舌に濃のう厚こうな甘さが染しみ込んでくる。そしてストロベリーの使者たちはソースと絡からみ合い、そこに新たな味わいを生み出す。キャベツ、ストロベリー、ソース。それはまさに三重奏。神一郎の口の中で、それぞれの味が重なり、音楽を奏かなでていた。

「まっず……」







　六人住まいとなった藤とう堂どう家けではあるが、そのうち四人は現在庭に出ている。美み琴ことと周しゆう慈じ、レッテとミリカ。四人のしていることは同じ、特訓である。

　周慈は毎日美琴と特訓を重ね、少しずつではあるが強くなっている。成長期の真まっ最さい中ちゆうであるので、過度に筋肉をつけさせるようなことはせず、体重を乗せる技術や体たい捌さばきを中心に教え込んでいるようだ。

　美琴の特訓が周慈にもたらしたものは大きい。それは体やケンカ以外でも。

「はっ！」

「よしっ、その調ちよう子し！」

　今日きようも周慈は、美琴の構えるミットに拳こぶしを打ち込んでいる。体力もついてきているし、これは本格的にいい感じなのではないだろうか。

「へあぁ……」

「どうした。その程度か？」

　対して、レッテの鬼のような指し導どうにへばっているのがミリカ。もうどれだけ投げられたかわからない。はじめの方は果敢に摑つかみかかっていたミリカだが、ひたすら背中を地面に打ちつけ、ぜえぜえと肩で息をしている。

「レッテちゃん、強いですね」

「ああ。無む駄だに強いな」

　軽い胸やけを覚えつつ、夕飯の片づけを終えた神一郎がリビングに行くと、春はる菜なはソファに座り庭を眺めていた。小学生が高校生を投げるという光景に驚おどろいた春菜だったが、「レッテは小さい頃ころから日本が好きで、空手や柔道を学んでいる」という神一郎のでっちあげ経歴に納なつ得とくしてくれた。これならホームステイに日本を選えらんだ理由にもつながるし、上出来だろう。

　ミリカだって新しん米まいだがヴァルディアの一員だ。それが目の前でぽんぽん投げられている。隊長と隊員でこんなにも差が出るものなのか。

　庭へ通じる窓が開けっぱなしなので、そこから冬の空気がためらいなく流れ込んでくる。神しん一いち郎ろうは春はる菜なに断って窓を閉めた。

「隣となり、いいか？」

「え？　は、はい。どうぞ……」

　神一郎は春菜の隣に座り、同じように庭を眺める。美み琴ことに汗を拭ぬぐってもらい、顔を赤くする周しゆう慈じ、投げるレッテ、投げられるミリカ。これを写真におさめたなら、そうだな、タイトルは「心・技・体・庭」とかどうだろう。

　何かテレビはやっていないかと神一郎が新聞を広げると、春菜が口を開いた。

「今日きようは、沙さ紀きちゃんに会えましたか？」

「いや、いなかった。母親がいたからクッキー渡してきた」

　神一郎にとっての目的は十分に達せられたわけだが。今日得られた情報を、春菜たちが寝た後にでも美琴とミリカに伝えよう。これは神一郎と美琴の問題なので北ほく欧おうの二人ふたりと情報を共有することもないのだが、レッテは協力的だし、考える脳みそは多い方がいい。ギリシャ勢力にはもう少しおとなしくしていてもらいたいところだ。

「お前は、調ちよう子しよくなったか？」

　夕飯のお好み焼きも、春菜はあまり食べていなかった。美琴の話によると昼も少しだけ食べて部へ屋やに行ってしまったみたいだし、今日はほとんど胃いにものを入れていないことになる。ここまでとなると、もう放っておくわけにはいかない。

「あの……別にどこか悪いってわけではないですから……」

「んなこと言ったってよ。食ってねえのは間違いねえし、やっぱ朝から変だぞお前」

　やはり風か邪ぜなのだろうか。朝に熱ねつはなかったようだが、昼になって上がってきたのかもしれない。神一郎が春菜の額ひたいに手を伸ばすと、春菜はそれを手で払った。

「あっ……」

「悪い。嫌いやだったか？」

　春菜は今の自分の行動に対して驚おどろいているようだった。「違うんです……」と消え入りそうな声で呟つぶやく。

　どうも不安定だ。体の調子というよりも、心の調子だろうか。

「悩みでもあんのか？　俺おれでよけりゃ聞くけど」

　春菜は十四歳の中学生だ。悩みの一つや二つあってもおかしくない。むしろ悩みがあってこその中学生だと神一郎は勝手に思っている。

　男に話せないようなことなら、美琴にでも相そう談だんすればいい。幸いにも女が増員されたから、レッテやミリカでもいい。もし解決できなくても、誰だれかに話すというのは、それだけで気が楽になるというものだ。

　春菜はしばらく何も言わなかった。庭から聞こえてくる声が大きく感じた。

「神一郎さんは……」

「ん？」

「神しん一いち郎ろうさんは、一いつ緒しよに出かけるなら、私と沙さ紀きちゃんのどっちがいいですか？」

「……は？」

　いきなり何を言うかと思えば。

　そういえば、昼にも沙紀の話をしたな。かわいいとかどうとか。春はる菜なが沙紀の話をするのは珍しいことではないが、なんだかいつもと少し違うような気がする。

「別に、みんなで行けばいいじゃん」

　そう言うと、春菜はどこか意思のこもった目で神一郎を見た。

「そうじゃないんですっ。どっちかって言われたら……どうしますか？」

　春菜と沙紀、どちらと出かけるか。時と場合によるとは思うのだが、この様よう子すだと、春菜はそんな答えを望んでいるのではないのだろう。

　答えを出すべきか。

　だが、出ない。

　ここに沙紀がいるわけでもないのだから、とりあえず春菜だと答えておけばいいはずなのに。

　どうして春菜だと言えないのだろう。

　照れくさい。そんなふうに思ってしまっているのだろうか。

「やっぱり、沙紀ちゃんですよね……」

　神一郎が何も言えないでいると、ぽつりと春菜が言った。

「いや、別に……」

「沙紀ちゃんとなら、並んで歩けますもんね。遊園地だってたくさんのアトラクションを回れて、いっぱい楽しめますもんね。……どこに行くにも時間がかかって、ちょっとした段差でも回り道しなくちゃいけなくて、行けない場所もある私よりも……」

「春菜っ！」

「っ……！」

　春菜が息を呑のむ。

　無む意い識しきに、声が大きくなっていた。すぐ隣となりにいた春菜はびくんと一度肩を震ふるわせた。

　春菜はいたずらをして叱しかられる子供のように、軽くうつむいたまま所在なく目を泳がせていた。その瞳ひとみは潤うるみ、二、三度まばたきをすれば涙がこぼれてしまいそうだった。

「そういうこと、言わないでくれ。お前が足にどれくらいのコンプレックスを持っているかなんて、俺おれらにはわからない。どれだけ不便を感じてるかもわからない。……俺らは、車くるま椅い子すを押したり、ちょっとした手て伝つだいをするくらいしかできない。でも……俺らは……俺は……」

　言葉が出ない。何を言えばいいのか、何を伝えればいいのか、わからなかった。いや、本当はわかっている。それが上う手まく声にならないだけ。

　春菜に、卑ひ屈くつになって欲しくなかった。春菜の足は動かない。立って歩くことはできない。それでも、毎日笑っていて欲しかった。穏おだやかな日々を送って欲しかった。

　そうすれば、自分が救われるから。罪の意い識しきを感じることがなくなるから。

　違う。

　過去のことじゃない。今はただ単純に、純粋に、弟思いで、ちょっとからかうと怒る、共に暮らす少女の笑え顔がおを見ていたいと……。

「……すみません」

「いや……」

　何を言えばいい。かける言葉を探していると、庭から美み琴ことたちが戻ってきた。

「神しん一いち郎ろう、コーラちょうだい」

「……おう、ちょっと待ってろ」

　神一郎は立ち上がって冷れい蔵ぞう庫こに向かった。春はる菜なの隣となりを離はなれることができて、幸いだと思ってしまった。あの会話の後だ、何も言えないでいるなら、傍そばにいては気まずいだろう。そう勝手に理由をつけた。

　ペットボトルのコーラとコップを人数分持っていくと、春菜とレッテがいなかった。美琴と周しゆう慈じとミリカは、特訓の後だというのにすぐにゲームを始めていた。

「春菜は？」

「レッテとお風ふ呂ろ行ったよ。っていうかさ、何かあった？」

　美琴はコップにコーラをいっぱいにつぎ、それを気持ちよく飲のみ干ほす。

「別に。何にもねえよ。全員風呂出たら呼んでくれ」

　それだけ言って、神一郎は二階にあがっていった。







　部へ屋やに入って、カラ助すけにさっさと来るように連絡をした。沙さ紀きのことを話し、今後のことを考えなくてはならない。どうせその辺を雌めすカラスと飛び回っているのだろうから、すぐに来るだろう。

　万まん年ねん床どこの布ふ団とんに寝転がって、天てん井じようを見る。

　春菜はどうしてしまったというのだろう。あんなこと言うなんて。

　昨日きのうまですごく楽しそうにしていたのに。昨日から今日きようまでの間に、何があったというのか。

　すると階段をあがってくる気け配はいがして、ノックなしに部屋の扉が開いた。美琴だった。

「風呂か？　早いな」

「ううん。まだミリカが入ってる」

　美琴は部屋の隅すみに置いてある衣い装しようケースに腰かけた。神一郎は体を起こす。

「どうしたよ」

　美琴はいたずらっぽく笑って。

「一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろっか」

「死ね」

「そこは泣いて喜ぶところだと思うけどねー」

　あははっと美み琴ことは笑った。風呂なら周しゆう慈じでも誘ってやれ。泣いて喜ぶどころか失神するから。

「用ないなら出てけよ」

　本当はわかっていた。美琴がどうしてこの部へ屋やに来たのか。

「あるよ。春はる菜なちゃん、ちょっと変だね」

「……何か悩んでるんだろうけどな。俺おれには話す気がないらしい。お前、もし春菜が相そう談だんしてきたら乗ってやってくれないか？」

「もちろん。乙おと女めには乙女の悩みってのがあるからね」

　乙女からはかけ離はなれている美琴が言った。なんだか、美琴に相談しても「気合いで乗り切れ」とか「何とかなるんじゃない？」みたいな感じで済まされてしまいそうだ。

「どうしたんだろうな」

「『神しん一いち郎ろうさんが好きで好きでしょうがないんですぅ』だったらどうする？」

　妙に高い声を出す美琴に枕まくらを投げた。美琴はそれをキャッチすると、腕の中に抱いて顎あごを置いた。

「黙だまれ。アホか」

「わっかんないよ？　中学生が恋の悩みなんて普通じゃん」

「『美琴さんがうざくてうざくてしょうがないんですぅ』かもしれん」

「声キモい」

　わかってる。慣なれないことするんじゃなかった。

　ギリシャ勢力、沙さ紀き、そして春菜。解決しなければいけないことが多すぎる。もし優ゆう先せん順位をつけろと言われたら、どれを一番にもってくるのだろう。

　コツコツと窓をくちばしでつつく音が聞こえて、見ればカラ助すけだった。部屋に入れてやると、大きなカラスは一度身み震ぶるいした。

「うー寒っ。やっぱ夜は冷えるな」

　その羽う毛もうは偽にせ物ものかよ。黒は光を集めるらしいから、白い鳥よりも防寒性があるのではないかとも思う。

「もうちょい待っててくれ。今ミリカが風呂に入ってるから」

　瞬しゆん間かん、カラ助の黒い目の中に何かが光ったような。

「みっちゃんお風呂入ってんのか。……神一郎、風呂の窓ってどっちだ？」

「ん？　向こう側だな。庭と逆」

「おいら、向こう側に用事思い出した。それじゃあなぐえっふ！」

　飛び立とうとしたカラ助を、美琴のブラシが叩たたき落していた。

「少しはコソコソしなさいよ。ま、逆に男らしいけど」

　床ゆかにへばりついているカラ助すけはピクピクしているが、こいつならすぐに復活するだろう。打たれ強いし。

　それからレッテと風ふ呂ろ上がりのミリカも加わり、昨日きのうと同じメンバーが神しん一いち郎ろうの部へ屋やに集まった。

　神一郎は、今日きようの昼に沙さ紀きの家を訪ね、そこで得た情報を話した。母親の伊い乃のと、沙紀の出生、ハテビトと人間のハーフは実在するということ。

　レッテ以外の二人ふたりと一羽は、「へー」とか「ほー」とか「カア」とか言いながら神一郎の話に聞き入っていた。誰だれもが、沙紀という存在に驚おどろいているようだった。

　そしてその解決法も続けて話した。

「英えい力りよくを奪うばうイルフィニねえ、私も聞いたことないな」

「私もー。っていうかイルフィニ欲しーい」

　やはりというか何というか、美み琴こととミリカは役に立たなかった。となると頼りはカラ助だが、三本足の黒い塊かたまりは首を横に振った。

「おいらも知らないな。ハテシナに戻って調しらべてみるよ」

　こういう時、ハテシナとこっちを自由に行き来できる奴やつは便利だ。ついでにギリシャ勢力のことも調べるように頼んだ。

　カラ助は窓から飛び去っていき、タイミングよく一階から周しゆう慈じの「お風呂どうぞ」という声が聞こえてきた。もちろん美琴と一いつ緒しよに入るようなことはなく、美琴は自分の部屋からパジャマを持って一階に下りていった。

「隊長、私たちも寝ましょうよぅ」

　特訓でしごかれたミリカは眠そうに目をこすった。

「ああ。今夜、私は春はる菜な殿どのの部屋で寝ることになってな。お前は一人ひとりで寝てくれ」

「そうなんですか？　はーい、おやすみなさーい」

　特に気にかけることもなく、ミリカは行ってしまった。

　残ったのは神一郎とレッテ。

「春菜と一緒に寝るのか？」

「さっき春菜殿に言われたのだ。断る理由もない。それに、春菜殿は気分がすぐれないようだしな。私といることで気が休まるならそれでいい」

「ちょっと癒いやしてやってくれ」

　レッテが出ていって、神一郎はまた布ふ団とんに横になった。レッテと一緒に寝ると聞いて、少し安心した。レッテは春菜のお気に入りだし、アロマ的な効果が期待できる。

　そうだ。明日あしたの弁当の下ごしらえをしておかなくては。今日きようはあまり食べなかったが、明日になればまた食欲も戻るだろう。美お味いしいものを作ってやらないと。
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　さして大きくないホテルの一室で、アルテはシャワーを浴びていた。その肢し体たいは全すべての女性の理想を詰め込んだかのようで、豊満な胸から長い足へと、熱あつめのお湯が伝っていく。美しい金髪を丁てい寧ねいに洗い、泡を流していく。腹に受けたデッキブラシの一いち撃げきによる傷も癒いえていた。

　バスローブを羽は織おり、髪にタオルをあてて寝室に戻ると、そこには一人ひとりの男がベッドに腰かけていた。長身で、骨が浮き出るような細い体。ひょろ長いという言葉があまりに適切な、目つきの悪い男だった。

　さっきまではいなかったはずなのだが、そのことにアルテは特に驚おどろく様よう子すもない。

　男は持っていた紙の束たばを丸めると、ゴミ箱に放り込んだ。それはアルテが書いた報告書だった。

「ヴァルディアを相手にしたか。どうだった？」

「さすがに強いですね。……日本のハテビトはそうでもなかったですが」

「そうかそうか。強いか」

　男は「ひひ……」と気味の悪い笑えみを浮かべた。

　アルテは備え付けの小さな冷れい蔵ぞう庫こからミネラルウォーターを取り出し、飲んだ。

「随ずい分ぶんと到着が早かったではないですか。増援の要よう請せいを出したのは昨日きのうですよ？」

「ヴァルディアが日本に上陸したって情報が先に入ってな。お前一人では任務完かん遂すいが困こん難なんだろうと判断し、すぐに俺おれが派は遣けんされたんだ」

「見くびられたものですね」

　しかし、増援を必要としたのは事実である。アルテは自分の力のなさに唇を嚙かんだ。

　これでこちらは二人ふたり、もし日本と北ほく欧おうが組んでいるのなら相手は四人。まだ正面からの衝しよう突とつは避さけたい。奇き襲しゆうをかけ分断し、各個撃げき破はが理想的だ。それとももう少し増援を待つべきだろうか。いや、勢力内のアイカ派を抑おさえ込むためにあまり外に派遣するのは好ましくない。アルテが一人で上陸したのもそれが理由だ。今回の件は、この男と二人で対処にあたらなければいけないだろう。

「それにしても、おもしろい情報が手に入ったようじゃないか。ひひ。お前の敗走も無む駄だではなかったようだな」

「ええ。私もあれは予想外でしたが」

　本来、アルテの任務というのは日本のハテビトの撃破ではない。日本にあるとされるイルフィニの入手である。その途中で交戦を余よ儀ぎなくされた場合、速すみやかに撃破し、持っている情報を聞き出す。それはあくまで完遂のための一つの手段である。

　目当ては二つ。ヤサカニとクサナギ。クサナギの外見は普通の刀と大差ないという情報が入っている。だからといって日本中の刀を全部調しらべていたらきりがない。そういえば、交戦した男の刀にはわけのわからないシールが貼はってあったが、あれは何のつもりだろうか。まあ、あの緊きん張ちよう感かんのない言動から適当な性格だということはわかっている。特に意味などないのだろう。

　ヤサカニについてもあまり情報が入ってきていない。諜ちよう報ほう部隊は何を手間取っているのか。ギリシャが今のところ摑つかんでいるのは、体に宿すタイプのイルフィニだということだけ。その外見も効果もわかっていない。

　しかし、である。アルテは昨日きのうの敗戦の際、貴重な情報を手に入れていた。日本の言葉では怪け我がの功こう名みようというらしい。

「確たしかに、試す価値はある」

　男は再びいやらしい声で笑った。

「では、こちらの方向で行動を起こしましょう。効率を考えて個別で動きますが、ヴァルディアと遭そう遇ぐうした際には退ひくように。特にあなたは好戦的ですから」

「ひひっ、善処するさ」

　アルテは一いち抹まつの不安を覚えた。この男、腕は確たしかなのだが、異常なまでに戦いに執着している。強い者を前にすると挑いどまずにはいられない。むしろ、弱い者には興きよう味みすら抱かない。これまで、この男を満足させるような相手は何人いただろうか。

　あのヴァルディアは、確かく実じつに男の目にとまる。勝利してくれるのならそれでいいが、苦戦は必ひつ至しである。

　アルテが洗面所でドライヤーをかけて戻ってくると、そこにもう男の姿はなかった。
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　電気を消して、ほのかにオレンジ色の光が灯ともる。

　レッテちゃんの体は温かかった。いくらレッテちゃんが小さくても、二人ふたりが入ればやっぱりベッドは狭くて、私たちは寄より添そうようにして布ふ団とんに包まれていた。

「ごめんね。突然無理言っちゃって」

「いや、構わない。春はる菜な殿どのこそ、窮きゆう屈くつではないか？」

「ううん、大丈夫。ありがとう」

　レッテちゃんは小学生なのにすごくおもしろい話し方をする。空手や柔道を習うくらい日本が好きみたいだから、時じ代だい劇げきでも観みていたのかな。でも、とても似合っていると思う。レッテちゃんは顔はかわいいけれど、瞳ひとみにはすごく力があって凜りんとしている。クラスでも、男おとこ勝まさりな感じなのかなって思う。

　この前はケガをしたまま出て行ってしまったけれど、元気な姿を見られて安心した。その上ホームステイで家に泊まってくれるなんて、突然だったけど嬉うれしかった。ミリカさんは明るくて元気な人で、この家はますます騒さわがしくなった。でもそんな騒がしさが、なんだか心地ここちいい。周しゆう慈じと二人ふたりで暮らしていたあの頃ころにはなかった大切なものが、今この家にはあると思う。

「春はる菜な殿どの、今日きようは体たい調ちようがすぐれなかったようだが、何かあったのか？」

　レッテちゃんの瞳ひとみは近く、思わず見入ってしまいそう。

「平気だよ。ごめんね、心配させちゃって」

「いや……それならいいのだが」

　今日はずっと食欲がなくて、あの人が作ってくれた料理なのに、美お味いしいってわかっているのに、喉のどを通らなかった。

　そのことをあの人は心配してくれて、気にかけてくれた。疲れてるのかって、熱ねつはないかって。でも私は変なことを訊きいたり、変なことを言ったりして、怒らせてしまったかもしれない。

　どうして、あんなことを言ってしまったのだろう。

　どうして、私の心はこんなにも揺ゆれているのだろう。

「ねえ、レッテちゃん。寝る前に、お話ししてもいい？」

「ああ」

「レッテちゃんのクラスの友達も、どこかにホームステイしてるの？」

　私が訊くと、レッテちゃんはちょっと困ったように目を泳がせた。

「ん？　あ、そうだ。私と同じように、ミリカ……先せん輩ぱいのような上級生と一いつ緒しよに行っている」

「そっか。学校に帰ったら、みんなでいろんな思い出話ができるね」

　ここが楽しかったとか、ここに驚おどろいたとか、机にたくさん写真を並べて、友達とお喋しやべりをするのだろう。そうだ。写真を撮とらないと。せっかくレッテちゃんが来てくれたのに、写真がないなんて寂さびしい。

　今、私の机の引き出しの中には、周慈がプリントした昨日きのうの写真が入っている。入口の近くにみんなで並んで撮って、それからメリーゴーラウンドに乗っている写真もあった。見るだけで、頰ほおが熱ねつを帯びるのがわかる。あの人にだっこされて、たった数分のお姫様。恥はずかしかったけど、とっても恥ずかしかったけど、嬉うれしかった。ほとんどアトラクションに乗ることができない私のために、みんなが頑がん張ばってくれたということが、何より嬉しかった。

「春菜殿？」

「あ、ごめんね……」

　黙だまってしまった私を、レッテちゃんが覗のぞき込んでいた。レッテちゃんはまだ眠くないみたい。私も、全然眠くならない。

　明日あした学校に行ったら、沙さ紀きちゃんに会う。それは小学校の時から毎日繰くり返されてきたことなのに、今はとても大事なことのように思える。

「レッテちゃんは、学校に好きな男の子は、いる？」

「……私は、そのようなことに興きよう味みがない。それに、どうしても同性と過ごすことが多いからな」

　女子校なのだろうか。それとも偶ぐう然ぜん女子が多いクラスなのかな。

　てっきり照れたりして女の子らしい反応をすると思っていたから意外だった。私が小学生の頃ころは、こういう話題が一番盛り上がったはずなんだけど。

　……好きな人ができるのは当たり前のこと。

　それが偶然、友達だっただけで。

　それが偶然、近くにいる人だっただけで。

「もし……レッテちゃんとすごく仲のいい友達が、レッテちゃんの近くにいる人を好きになったって知ったら、レッテちゃんはどうする？」

　突然、なんておかしな質問だろう。自分で言っていても、意味がわからない。そんなことを小学生の女の子に訊きくなんて、やっぱり私、変だ。

「近くにいる人、というのは具体的にはどのような関係だ？」

　でもレッテちゃんの目は真剣で、ちゃんと聞いてくれていた。

「家族……みたいな感じかな。近くにいると、とても落ち着ける人」

　そんな表現が、ぴったりな感じがした。レッテちゃんは「そうか」と呟つぶやいて、その迷いのない二つの瞳ひとみで私を見み据すえた。

「私は恋愛などの話に疎うとくて申もうし訳わけないが、これだけは言える。どのようなことになっても、決して自分の気持ちを曲げてはいけない」

　少し低くてよく通る声が、まっすぐに私を貫つらぬく。

「自分の、気持ち……」

「そうだ。自分の気持ちを信じ、正直でいれば、何があっても後こう悔かいはしない。それがたとえ望まぬ結果だったとしても、だ。私は今までそう生きてきた。そしてこれからも、そうやって生きていく」

「…………」

　どうしてだろう。年下のはずのレッテちゃんの言葉が、心に強く響ひびく。これは適当に言っているわけでも、何かの受け売りでもない。本当に、レッテちゃんはこの信念と共に生きてきたのだと思った。

　お姉ねえさん気取りでいたのが、少し恥はずかしい。

「的てき確かくな答えでなくてすまない。色恋沙ざ汰たならば、ミリカ……先せん輩ぱいに訊きくといいかもしれぬ。あ、いや、奴やつ……ではなくあの先輩も少々特殊だが……」

「ううん……ありがとう。私、自分の気持ちを信じる」

　そうしたなら、きっと自然に向き合える。沙さ紀きちゃんとも、あの人とも。

　私の気持ちは……。






　４、 教室か校庭か







　翌朝、神しん一いち郎ろうは弁当を作っていた。一口コロッケに卵焼き、レタスを詰め、半分ほど残ったスペースにご飯をよそう。別の小さなタッパーに梨なしを二切れ入れたら完成だ。

　と、ちょうど鍋なべのお湯が沸わいた。油あぶら揚あげとネギを入れ、味み噌そを溶かしていく。昨日きのうのうちに切っておいたたくあんを冷れい蔵ぞう庫こから取り出し、味噌汁と一いつ緒しよにテーブルに並べていく。

「…………」

　さて、どの紅こう茶ちやにするべきか。春はる菜なは食卓が和でも洋でも朝は紅茶を飲む。さらに水筒に入れて学校に持っていくのだから、そのうち髪の毛あたりから紅茶の香かおりがしてくるのではなかろうか。

　神一郎はあまり紅茶に詳しくないため、いつもは適当に選えらんでいたのだが、昨日きのうのこともあって元気が出るようなものを選びたかった。元気が出る紅茶というのも聞いたことないけど。

「おはようございます」

　数種類のティーバッグを前に悩んでいると、春菜が起きてきた。レッテも一緒で、車椅い子すを押していた。レッテは自分だけ起きたら春菜も起きてしまうと思って朝の日につ課かを休んだようだ。

「おう。おはよう」

　春菜を見て、神一郎は気づいた。昨日とはどこか雰囲気が違う。春菜にまとわりついていた薄うすい煙みたいなものがなくなっているようだった。レッテと一晩寝たことによって、多大な癒いやし効果を得たのか。すごいなレッテ。さすがヴァルディア。

「紅茶ですか？」

「どれがいい？」

「神一郎さんに任せます」

「そうか？　じゃあこれ」

　ティーバッグを一つ選んで、カップにお湯をそそぐ。その間に、自分のコーヒーと、レッテの牛乳を用意する。

　周しゆう慈じも起きてきて、四人の朝食となった。美み琴こととミリカはまだ夢の中か。ミリカはまた庭で投げ飛ばされるのだろう。

「行ってきます」

「おう。気をつけてな」

　二人ふたりを見送って、一つ息をつく。春菜はちゃんと朝ご飯を食べていたし、受け答えもしっかりしていた。昨日のは一時的なものだったみたいだ。

　今日きようの予定を考えてみる。沙さ紀きの件はカラ助すけの調ちよう査さ結果待ちだし、ギリシャ勢力の捜索はレッテたちがやるだろうし。おっと、やることがないぞ。ゲームでもするか。美み琴ことに負けっぱなしは嫌いやだ。

　キッチンに行くと、レッテが洗いものをしていた。

「悪いな」

　神しん一いち郎ろうも並んでスポンジを手に取る。

「構わん。住まわせてもらっているのだ。これくらいは当然だ」

「いや、春はる菜なのこと。何かありがたいお言葉でもくれてやったのか？」

「……私は特別なことは言っていない。これからどうなるかは春菜殿どのしだいだ」

　春菜しだい。それでもあの顔を見る限り、悪いことにはならないと思う。

　それから神一郎はレッテに組み手を申し出た。庭に出て、向き合う。

「うっ……」

　何度かの応おう酬しゆうの末、レッテの拳こぶしが神一郎の胸の寸前で止められる。

「どうした？　確たしかにリーチはお前の方が長い。だが、それが全面的に有利だとは思わぬことだな」

「……お見事」

　強がっても余計に情なさけなくなるだけだ。素直に認めよう。

　いい汗と嫌な汗を同時にかいた。だがレッテの体からだ捌さばきはいい勉強になった。そして起きてきたミリカはいきなり投げられた。続いて美琴も寝ぼけたまま起きてきたのでついでに投げた。

　ミリカは涙目のままご飯に納なつ豆とうをかけ、「痛い……。でも美お味いしいよぅ」とご飯をかきこんだ。

　美琴は「何だか知らないけど背中が痛いんだよね」「寝違えたんじゃね？」「こりゃ派は手でに寝違えたなー」と言いながら朝食を終えた。

　ミリカが着替えると、北ほく欧おうの二人ふたりはギリシャ勢力の捜索に行くことになった。

「連絡手段はあるか？」

　靴を履はいてトントンとつま先で地面をつつき、レッテが言った。

「いや、ない。でもお前が英えい力りよく出したら嫌でも気づくさ。あ、それとこれ」

　神一郎は千円札を二枚ずつレッテとミリカに渡した。

「これは？」

「今日きようの昼飯代。金ないんだろ？」

「わーい！　ありがと神一郎くん！　プリクラ撮とりましょうよ隊長ーぬぇっ！」

　レッテがミリカを肘ひじで小突く。いや、小突くって力ではなかったけども。うんうん唸うなってるぞミリカ。

「すまない。必ず返す」

「別にいいさ。俺おれの金じゃないし」

　その辺のヤンキーさんたちから頂いたお金だし。カツアゲやおやじ狩りをしている奴やつらを狙ねらっているため、この辺の治安がよくなったとかなんとか。

　レッテたちが出ていき、掃除でもするかと思ったら、美み琴ことがリビングでゲームをやっていた。相変わらず画面と連動して体が動いている。

「お、神しん一いち郎ろう。相手してよ」

「はっ。じゃあ罰ばつゲームありにするか」

　言うまでもなく、リアルファイトに突入した。
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　沙さ紀きちゃんに車くるま椅い子すを押されていた。私たちはゆっくりと前に進んでいく。

　昼休み。空は曇くもり気味だけど、昇降口から外に出た。空気は冷たいけど風はなくて、寒さはあまり感じなかった。

　校庭の脇わきには芝生しばふのスペースがあって、温かい日はここでお弁当を食べる人も多い。でも今は十一月、緑みどりの色を失った芝生の上には誰だれもいなかった。

「春はる菜な、降りる？」

「うん。そうしようかな」

　沙紀ちゃんに支えてもらって、私は芝生に座った。本当なら足がチクチクするんだろうけど、私にはその感覚がほとんどない。沙紀ちゃんが隣となりに座った。

　私は弁べん当とう箱ばこを開けた。コロッケに卵焼き。今日きようも美お味いしそう。

「いただきます」

　小さく言って、一口ずつ口に運ぶ。

　お弁当を半分くらい食べるまで、私たちに会話はなかった。

「ねえ春菜。ごめんね、いきなりあんな電話しちゃって」

　沙紀ちゃんは一度箸はしを置いて、校庭の方を見ていた。校庭に人は少ない。もう少ししたら、お弁当を食べ終わった男子たちがサッカーボールを持って昇降口から出てくる。
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「びっくりしたよ。沙紀ちゃん、今までそんな素そ振ぶり見せなかったし」

　昼休みに外に出てきたのは、二人ふたりきりで話がしたかったから。

　車椅子を降りたのは、沙紀ちゃんと同じ視し線せんの高さでいたかったから。

「う、うん。私もね、あんなこと言っちゃったけど、ホントはまだわからないの。ただ、クラスの男子といても感じない何かを感じるの」

　沙紀ちゃんには男子の友達も多い。教室でもよくお喋しやべりをしている。そんな中、あの人にはクラスの男子とは違うものを感じている。それはつまり、そういうことなのではないだろうか。

　小学生の頃ころ、好きな人の言い合いをしたのを思い出す。せーので言おうって約束したのに、結局二人ふたりとも言わなくて、「ずるーい」と笑った。あの時私は、誰だれの名前を言おうとしてたんだっけ。

「うん。わかるよ。あの人、すごく不ふ思し議ぎな人だから」

　水筒を開けて、紅こう茶ちやをそそぐ。朝飲んだ紅茶とは違う香かおり、違う味。

　口が悪くて、背が高くて、人の都つ合ごうとかあんまり考えないで、料理が上じよう手ず。「不思議」という言葉がしっくりくる。

　だから私も、あの人の傍そばにいると不思議な気持ちになる。

「告白……してみよう、かな」

　小声で、ぼそっと、沙さ紀きちゃんは言った。それから横目で私をちらっと見た。

　そしてすぐに、目の前の空気をかき混ぜるように両手を大きく振り回した。

「ほ、ほら。私ってこういう性格じゃん？　決着つけないと気がすまないんだ。だから……いいかな？　どうせさ、私なんかフラれちゃうだろうし。だってうるさいし頭悪いし。子供だもん。相手にされないって」

「私に訊きかなくてもいいよ。別に私は、あの人と、その、何でもないんだし」

「春はる菜な……」

　言って、少し寂さびしくなった。

　家族だと私は思いたい。あの人もきっと、そう思ってくれている。でも、不安になる。ただ同じ家に住んでいるというだけ。もしかしたら、明日あした突然終わってしまうかもしれないような。そんな曖あい昧まいな関係を、はたして家族と言っていいのだろうか。

　私はあの人のことを何も知らない。クラスメイトに「彼って何歳なの？」って訊きかれても、それすら答えることができない。だけど、それでもいいと私は思っている。だって、何よりも今のこの時間が楽しいから。毎日が輝かがやいているから。二人ふたりでは広すぎたあの家が、とてもいとおしいから。

「でも……大切な人だから。神しん一いち郎ろうさんも、沙紀ちゃんも。私にとって、すごく大切だから。沙紀ちゃんが告白しても、神一郎さんが何て答えても、それは絶対に変わらないよ」

　レッテちゃんが言ってくれた。自分の気持ちを信じると。そうすれば、後こう悔かいなんてしないと。

　これが私の気持ち。

　三年前、退院して初めて学校に行った日。車くるま椅い子すで登校した日。校門の前で待っていたのは沙紀ちゃんだった。「ずっと待ってたんだよ。何かあったら私に言ってね」と笑いかけてくれたあの時。

　夏の終わり、秋の始まりに突然押しかけてきて、あの人はいつの間にか居い候そうろうになっていた。ケガをして帰ってきて、訊いても何も答えてくれなくて、ある朝起きたらいなくなっていた。そしてまたいつの間にか私の家にいて、「お帰り」と言ってくれたあの時。

　どの瞬しゆん間かんも、私にとって大切なもの。

　だから、この気持ちは変わらない。

「春はる菜な……大好きっ！」

「きゃっ……」

　沙紀ちゃんが抱きついてきて、私は押し倒されてしまった。

「私、春菜の友達でよかった。親友でよかった。私も春菜のことすっごく大切だよ！」

「沙紀ちゃん、ねえ、ちょっと……」

　すると沙紀ちゃんは立ち上がり、あの人の前でするように敬礼のポーズをとった。

「高たか嶋しま沙紀、華か麗れいに散って参ります！」

「え？　散っちゃダメなんじゃ……」

「あ、そうだった」

　沙紀ちゃんが笑って、私も笑っていた。

　胸の中にあったあのモヤモヤはもうない。気持ちをまっすぐに言葉にすることで、私は自分の心の中を知ることができたように思う。

　大切な人がいる。

　それは、それだけでとても幸せなことなのだ。
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　レッテとミリカはホームステイという形で藤とう堂どうの家に滞在している。ならばホームステイっぽいことをしている様よう子すを春はる菜なたちに見せなければいけないということで、一ひと芝しば居いうつことになった。レッテがこれ見よがしにリビングで日記を書く。帰ってきた春菜がそれを見て「レッテちゃん、何してるの？」「これを書いて先生に提出しなければいけないのだ」「そうなんだ。偉いね。お菓子食べる？」「ああ、いただこう」というシナリオである。レッテがお菓子を食べるかどうかは別として、これでホームステイにもリアリティが出るだろう。

　というわけで、レッテは家にいる。周囲の調ちよう査さは神しん一いち郎ろうとミリカがすることになった。

　戦せん闘とうのあった遊園地の周辺はすでに調しらべたということなので、そことは違う地域に的まとを絞しぼり調査をしている。とはいっても、ただぶらぶらと歩いているだけなのだが。

「なんかフツーのお散歩だよねー」

　隣となりのミリカが気楽な声を出す。白いニットにチェックのマフラーを巻き、どこかリズミカルに歩く。

　ミリカとレッテの荷物はというと、すべてレッテのランドセルに収納されていた。着替えや洗面道具がポンポン出てきたものだから、美み琴ことが我が慢まんできずに「好きな場所に行けるピンクのドアはないの？」と訊きいた。レッテが「何だそれは」と首を傾かしげると、美琴は「金きん曜よう七時！」と叫んだ。

　いかにも田舎いなかといったような、何もないところだった。家のある街から少し離はなれるとこんな場所があるのか。収しゆう穫かくを終えた田んぼが広がり、家がちらほらと建っている。ミリカの言う通り、散歩をするにはいいかもしれない。

「レッテといる時はどうなんだ？」

「もう大変だよぅ。『常に周囲に気を張っていろ。何が起きるかわからない』って、肩こっちゃうよ」

　ミリカは肩をぐるぐると回してみせる。

　どこにギリシャ勢力のハテビトがいるかわからないこの状況なのだから、それが正しいとは思うが、ミリカには合わないのだろう。ヴァルディアとしてミリカの呑のん気きさもどうかとは思うけど。

「レッテは厳きびしいか？」

「そりゃもう。隊長は強さを求めることに妥だ協きようしないからねー。誰だれよりも訓練をして、そして誰よりも強いの。それに比べて私は新入りでまだ全然強くないし、いっつも怒られてばっかり」

　そう言うミリカの顔は笑っていた。きっとそれは愛のムチというやつなのだろう。今回の任務にも連れてきているところを見ると、レッテはミリカに期待しているのかもしれない。

　神しん一いち郎ろうはいい機き会かいだと思い、ミリカに訊きくことにした。

「あいつさ、武器変わったじゃん。何かあったの？」

　レッテはグングニルではなく、レバンテインという剣を持っていた。あの強力な槍やり、グングニルとやり合った時のことを思い出す。展開しだいでは殺されていた。

「えーっと……、神一郎くんは、隊長が前に日本に来た時、一度会ってるんだよね」

「ああ。戦いもしたし、共きよう闘とうもした。ってか一晩泊まってった。カレー食ってった。アイス食われた」

「その任務、隊長が失敗したっていうのも、わかるよね」

　ミリカの声のトーンが落ちた気がした。

　レッテは今のギリシャと同じ、日本のイルフィニを手に入れるという目的で上陸し、その任務を果たせなかった。それだけではなく、一いつ緒しよに上陸していたデルトールというハテビトを殺されている。失敗どころではない、大失敗だ。

「そのペナルティってことか」

「うん。グングニルは主あるじサマに返却。でもね、主サマはすぐに新しいイルフィニを隊長に授けたの」

　ミリカによると、レッテの処しよ遇ぐうはかなりモメたらしい。同胞を失ってのこのこと帰ってくるなど何事だ。今すぐヴァルディアを解任し投とう獄ごくするべきだ。という厳きびしい連中がたくさんいた。しかし、北ほく欧おうの長、レッテの主はそうは考えなかった。戦場に出るなら死は常に近くにある。何もレッテに背信行為があったわけではない。それにレッテは貴重な戦力なのだから、投獄することに何の意味もない。むしろ戦力を低下させてしまう。

　長のレッテに対する信頼にひびは入っていなかったのだ。しかし、勢力のトップによる弁べん護ごもあまり効果はなく、周りはうるさくなるばかり。それほどデルトールという存在は大きかったのだろう。そこで、レッテからグングニルを没収し少しの謹きん慎しんを命じることによって処しよ罰ばつという形をとり、うるさい連中をとりあえず納なつ得とくさせたのだ。

　ある程度事態が落ち着いたところで、長は新たなイルフィニを授けた。レッテは膝ひざをつき、深々と頭を下げてそれを受け取ったという。

「親心ってやつか」

「そうかなって、私は思うんだ」

　ミリカは神一郎の少し前を歩いていた。歩く度たびにポニーテールが揺ゆれる。

　レッテはあまり感情を表に出さないが、仲間の死をはじめ、今まで想像以上に辛つらいことを経けい験けんしてきたのだろう。それでも、あの瞳ひとみから意志の炎が消えることはない。どんな時も武器を手に取り、彼女は戦う。何もかもが、強いのだと思った。

「やっぱ、お前の目標ってあいつなの？」

「隊長はヴァルディアみんなの目標だよ。でも、新しん米まいの私が目標にするのは、ちょっと恐おそれ多いかなーって……」

　ミリカはかすかに眉まゆを下げて苦にが笑わらい。

「いや、そんなことねえよ。追いかけるのはタダだからな」

「……そうだね。じゃあ、私も隊長みたいになりたい！　あはは、言っちゃった」

　似ている、と神しん一いち郎ろうは感じた。心から尊敬できる人がいる。その人に追いつきたいと思っている。

　ミリカにとってのレッテ。そんなような人が、神一郎にもいる。

　スサノオというハテビトがいた。日本勢力内で編へん成せいされた部隊の、神一郎は副隊長、スサノオは隊長だった。クサナギの前の所有者であるスサノオは、強く、頼もしく、憧あこがれだった。追いつきたかった。追い越したかった。

「お前がちょっと羨うらやましいわ」

「え？　何で？」

　不意に出てきてしまった言葉を、「いや、別に」とごまかした。

　ミリカとの違い。追いかけるべき人が、神一郎にはもういないということ。背中はもう見えないということ。

　しかし、スサノオはクサナギを託してくれた。今はクサナギと共に、自分にできることをする。守りたいものを守る。それが、あの人に近づくことなのだと思う。

「ま、頑がん張ばれよ。そしたらいつかイルフィニ貰もらえるだろ」

「そうだねー。第一目標はイルフィニを貰うこと！　けってーい！」

　車の少ない道を、ぴょんぴょん跳はねていく。それにしても、ミリカの戦せん闘とう力りよくはどれだけのものなのだろう。せっかく協力関係にあるのだ。機き会かいがあれば合同で訓練がしたいところだ。

　気づけば日が暮れようとしていた。特に不ふ審しんな英えい力りよくを感じることもなく、本当にただ適当に歩いているだけだった。

「おいミリカ。夕飯何食べたい？　今日きようはお前のリクエスト聞いてやるよ」

「ホント!?　やったあ！　じゃあね、じゃあね、せっかくだから日本の料理が食べたいなっ」

「おう。じゃあ、そうだな、天ぷらにでもするか」

「はーい！　テンプラって何か知らないけどはーい！」

　そこで二人ふたりして立ち止まる。

　見渡す限りの田舎いなか風景。家、田んぼ、一匹か二匹の虫の鳴き声。

「ここ、どこだ？」







　次の日、カラ助すけがハテシナから帰ってきた。昼間だったので春はる菜なと周しゆう慈じは学校で、レッテとミリカは調ちよう査さに出ている。周辺の調査は何日かしているが、あまり成果があがっていないようだ。昨日きのうなんて、何の成果もなかった上に道に迷って、道行く人に訊ききながら帰ってきたのだ。レッテには「情なさけない」と言われ、美み琴ことには「アホの二乗」と言われた。

「いつもお疲れさん。今日きようはちゃんとお礼を用意しといたよ」

　と言って、美琴は箱はこを取り出した。

「おお！　お前にも感かん謝しやの心ってものがあったのか！」

　本当に意外だったようで、カラ助すけは涙を流しながら歓かん喜きの声をあげた。こいつもこいつで色いろ々いろと苦労していたのだ。

「はい、召し上がれ」

　美琴がふたを開けると、そこから香こうばしい匂においが漂ってきた。匂いですぐにわかる。みんな大好き、フライドチキンだ。

「共食いしろってか！」

　と、鳥が叫んだ。

「時には心を鬼にしないといけないことがあるのよ」

「そこまでして食いたくねえよ！」

　カラ助が遠えん慮りよするので、結局フライドチキンは美琴と神しん一いち郎ろうで食べることになった。ちょうど昼飯の時間だったし、美琴の奢おごりだし。カラ助はポテトをもしゃもしゃ食べている。

「それでどうだった？」

「宝ほう物もつ局きよくに問い合わせたけど、英えい力りよくを奪うばうイルフィニってのはなかったな。個人で持ってる物までは調しらべようがないし」

　実際のところ、日本勢力全体のイルフィニの中で、宝物局が管理しているのは半分かそこらである。本来、イルフィニの形状や性質を宝物局に登とう録ろくするのは義務になっている。しかし、登録してしまうとそれは勢力の所有物ということになり、何か理由をつけて徴ちよう収しゆうされてしまうことがある。だがみんなイルフィニは持っていたいので、登録しないで勝手に持っている。それは上層部も黙もく認にん状態だ。

　そういうわけで、現在管理されているのは、効果が特殊であったり強力過ぎたりして個人で持っていられないようなイルフィニばっかりとなっている。

「別の方法を考えるしかないかもねー」

　美琴は指を順々に舐なめていく。

　沙さ紀きから英力を取り出す方法が見つからない。いくら沙紀の英力が微弱だからといって、他ほかの勢力のハテビトに見つからないという保証はない。北ほく欧おうのイルフィニを頼るという手もなくはないが、レッテもそこまで協力してくれないだろう。

「別の方法か……」

　最終手段としては、沙紀にハテシナのことをすべて話し、自分が英力というものを持っていることを知ってもらい、その上で英力を自分の意思で放出してもらうしかない。だがそうなれば、神しん一いち郎ろうと美み琴ことのこともバレてしまうし、何より母親のことを知ってしまう。今と同じような関係とはいかないだろう。

　頭を叩たたいたらポンっと出てきてくれないかな、英えい力りよく。

　早くも適当なことを考えていると、カラ助すけが続けた。

「ギリシャ勢力のことも調しらべてきたぞ。最近、日本勢力内でスパイが捕まったって事件があった。そのスパイは自殺しちまったみたいだが、どうやらイルフィニのことを調べてたらしいな」

「スパイかよ」

　人間の世界に常じよう駐ちゆうしていると、どうしてもハテシナの情報が入ってきづらい。リアルタイムで情報が手に入らないというのは痛いな。カラ助にハテシナの新聞を毎日届けてもらうか。かなりの重労働だが。

「やっぱイルフィニ捜してんだね。そのスパイはどこまで摑つかんでたのかな」

「それによっちゃ面めん倒どうだな。クサナギの詳しい外見とかヤサカニの性質を知られちまったら、奴やつらも捜しやすくなる」

　誰だれもが欲しがる日本勢力の行方ゆくえ不明中のイルフィニ、クサナギとヤサカニ。その二つの在あり処かを知っている、というより所有している神一郎たちの強み。それは捜しにくいということ。クサナギの外見は普通の日本刀であるし、ヤサカニに至っては、ハテビト人間問わず体の中に溶け込み、英力が溜たまるまでは固体化しない。

　この有利がなくなると、途と端たんに辛つらくなる。クサナギは神一郎が持っているからいいとして、ヤサカニを持っている周しゆう慈じは何も知らない人間だ。何があっても、周慈の存在を知られるわけにはいかない。

　アルテとの交戦からそろそろ一週間が経たつ。あっちも捜索をしているだろうし、レッテたちも調ちよう査さをしている。ぶつかる時は近い。アルテも増援を要よう請せいしているはずだから、次は全員で袋ふくろ叩だたきというわけにもいかないだろう。

「あー、どうしてこう厄やつ介かいなことが毎度毎度起きるのかねえ」

　美琴は背もたれに体重を預け、大きく伸びをした。

「二つもでかいイルフィニ隠かくし持ってんだから、それくらい覚悟しとけ。それに、この家であいつらと暮らしていけるんだから、こんな厄介事くらい安いもんだ」

「いいこと言うね。まったくもって同意見だよ」

　美琴はにっと笑ってみせた。

「んじゃ、おいらはデートがあるから行くぜ」

　カラ助が黒い羽を広げた。

「おう。鳩はととかに浮うわ気きすんなよ」

「へっ。おいらは黒いものにしか興きよう味みがないのさ。毎日黒くろ酢ずも飲んでるぜ」

　健けん康こう的てきだ。変に人間じみているが。

　カラ助すけが窓から飛び去っていくと、美み琴ことがくいっと親指を庭に向けた。

「ちょっと体動かさない？　食後の運動ってことで」

「その前に洗せん濯たく物もの干ほせよ。お前の仕事だろうが」

「あ、そうだったね。すぐやるよ」

　洗濯機きに向かおうとしたところで美琴は足を止め、振り返った。

「ミリカのブラのサイズ、知りたい？」

　にんまりと笑って、美琴は上うわ目め遣づかい。無む意い識しきに、ミリカがバスタオルを巻いて出てきた時のことを思い出す。

「聞いてやってもいいが、それでお前自身は傷つかないのか？」

「……やめた！」

　賢けん明めいだ。美琴よ。







　冬といえば鍋なべ。もうこれは間違いない。というわけで今日きようの夕飯は鍋である。おでんという意見も出たが、おでんは昼から煮込む必要があるので今回は鍋ということになった。美琴のリクエストを採用しキムチ鍋だ。

「辛からい」

　カレーを甘口で食べる少女、レッテは最初にそう言った。

「この辛いのがいいんじゃん。温まるねー」

「からーい。でもおいしー」

　美琴とミリカは辛いものが大好きなので好評だ。春はる菜なと周しゆう慈じも苦にが手てなわけではないので、ゆっくりと食べている。今夜は冷え込むと言っていたし、最適である。隊長以外。

「レッテ。ダメなら他ほかのもの作るぞ」

「いや、平気だ。苦にが手てなものから逃げるのは簡かん単たんだが、立ち向かわなければ克服はできない」

　名言だ。しかしそれがキムチ鍋というのはどうか。

　具ぐが減ってきたので神しん一いち郎ろうが追加していると、電話がなった。美琴が立ち上がって受話器を取る。

「にゃっほい藤とう堂どうです」

　いきなりそれはないだろ。

「ん？　いるよ。ちょい待ってね」

　美琴は保留ボタンを押し、受話器を神一郎に向けた。

「俺おれ？」

「うん。沙さ紀きから」

「沙紀？」

　伊い乃のではなく沙さ紀き。それなら春はる菜なに用ではないのか。いや、それなら携けい帯たい電話を使えばいい。何の用だろうか。

　神しん一いち郎ろうは保留を解除し、受話器を耳にあてた。

「おう。俺おれだ」

『あ、どうも！　沙紀です！　沙紀なんです！』

「知ってる。声でけえよ」

　受話器を少し耳から離はなす。

『す、すみません。あの……お話があるんですが』

「何だ？」

『それが……ですね。電話じゃアレなんで、外で会えませんか？』

　アレ。アレとはどれだ。

　鍋なべの様よう子すが気になってテーブルの方を見ると、春菜と目が合った。辛からいのを食べ過ぎたのか春菜の頰ほおはほのかに赤くて、目をすっと逸そらした。

「これからか？」

『は、はい！　……お忙しいですか？』

　沙紀の声はどこか慌あわてているような。とにかく、いつもと様子が違う。

「いや別に。どこにいんの？」

『学校ですっ。部活のミーティングが長引きまして、校門のところにいるんです。あ、別に今日きようじゃなくてもいいんですけど、で、でも、今日がいいかなーって……』

「わかった。待ってろ」

　受話器を置いて、神一郎は上着を取りに二階に上がった。

　沙紀が直接会って話したいという。まさか母親のことだろうか。神一郎が伊乃に接触したことによって、伊乃の態度が変わってしまったとか。いや、それですぐに神一郎に話すのはおかしい。沙紀は神一郎と伊乃の関係を知らないはずなのだから。

　何の用だろうか。いずれにしてもマジメな話であることは確たしかだ。放っておくわけにはいかない。

　ジャケットを羽は織おりマフラーを巻き、階段をおりる。

「あれ？　お出かけ？」

　美み琴ことが鍋にキムチ鍋のもとをどばどば入れているところだった。これ以上辛くするとレッテとケンカになるぞ。

「ああ、ちょっと出てくる。洗いものは帰ってからするからそのままにしとけ」

　それだけ言って玄関に向かい、靴くつ紐ひもを結ぶ。

「あ、あの、神一郎さん」

　春菜だった。食事中だというのにわざわざ車くるま椅い子すを動かして、神一郎の前までやってくる。

「どうした？」

「沙さ紀きちゃんと、会うんですか？」

「話があるらしくてな。あいつ何か言ってたか？」

「いえ……特には……」

　歯切れが悪い。神しん一いち郎ろうを見上げるその目は、どこか焦しよう点てんが定まっていない。

「そうか。じゃあ行ってくる」

「あのっ！」

　扉を開けようとすると、春はる菜なに服を摑つかまれた。春菜は今度はしっかりと神一郎を見み据すえ、言葉を継ついだ。

「ちゃんと、答えてあげてくださいね。曖あい昧まいなのは、ダメです」

「ん？　おう、わかった」

　春菜は服を摑む手を離はなし、神一郎は扉を開けた。冬の空気が流れ込んでくる。冷えるな。キムチ鍋なべはやはり正解だった。いくらも食べてないけど。帰ってきたらどうせなくなっているのだ。諦あきらめよう。

　外に出ると、会社帰りらしいスーツのおじさんたちがちらほらと歩いていた。その中を早足で学校へ急ぐ。この寒い中、待たせるのも悪い。

　春菜は何な故ぜあんなことを言ったのだろう。その真意はいくら考えてもわかりそうにない。相そう談だんされたらちゃんと答えてやれ。それくらいに思っておくことにした。沙紀は悩みと無む縁えんそうに見えるが。って、それは失礼か。

　途と中ちゆう、中学の制服を着た数人の生徒とすれ違った。沙紀と同じ部活のメンバーなのかもしれない。

「沙紀」

「あ、神一郎さん。すみません突然」

　沙紀は校門の前にいた。門はすでに閉まっていて、校舎に明かりはない。教師も帰ってしまっているようだ。

　沙紀は白い息を吐き、手のひらを温めた。あまり待たせていないとはいえ、ここに立っていたなら体も冷える。

「どっか店入るか。寒いだろ」

「いえ。すぐですから、ここで……」

「そうか？　じゃあ、これ」

　神一郎は自分のマフラーを沙紀の首に巻いてやった。安物だが我が慢まんしてくれ。

「神一郎さん、優やさしいですね」

「別に。これくらいするだろ」

　美み琴こと以外であれば。

　沈ちん黙もくがあった。沙さ紀きの方から話があると呼んだのに、その沙紀が何も喋しやべらない。急せかす必要もなく、神しん一いち郎ろうはただ待った。

　三人だったか。人が通り過ぎると、沙紀は一度大きく息を吸い、吐いた。それは薄うっすらと白く消えていく。

「私……最近、変なんです」

　いつも変みたいなもんじゃねえか。そう言いかけて、神一郎はその言葉を押おし留とどめた。沙紀の表情は見たことないくらい真剣なもので、軽い言葉を挟はさめるような雰囲気ではなかった。

「初めて教室で見た時から、何だか不ふ思し議ぎな感じがしてたんです。そしたら春はる菜なの家の居い候そうろうで、また何度か会えて……。会うたびに、その不思議な感じは大きくなっていきました。それで、その、この前遊園地に行って、ずっと近くにいて確かく信しんしたんです」

　少し早口で、沙紀は必死に言葉を絞しぼり出しているようだった。視し線せんはずっと交差したまま。唾つばを飲み込む沙紀の動作もはっきりと見てとれた。

「神一郎さん！」

　沙紀が一歩前へ。白い吐と息いきが神一郎の鼻先をかすめる。

「お、おう」

「私……私っ……神一郎さんのことがっ……」

　銀ぎんの矢が、雨のように降ってきた。

「くっ！」

「てえいっ！」

「きゃっ……」

　沙紀を突き飛ばしたのは突然現れた美み琴こと。神一郎も後ろに飛びのく。次の瞬しゆん間かん、二人ふたりのいた場所に銀色の矢が突き刺さった。

　沙紀にケガはない。しかし、すぐに沙紀を突き飛ばした美琴の判断は間違いだったことがわかる。沙紀と距きよ離りを置いてはいけなかった。突き飛ばすよりも、沙紀を抱えて地面に倒れ込む方がよかったのだ。

　バランスを崩くずした沙紀を受け止めたのは、背の高い細身の男。よれよれの黒いシャツに茶ちや色いろのパンツ姿。この寒い中、何な故ぜかサンダルを履はいている。沙紀はその男に英えい力りよくを打ち込まれ気を失った。

「お久し振りです」

　どこからか現れ男に並んだのは、金髪を揺ゆらしたハテビト、アルテ。手には銀の弓ゆみを持っている。その男はギリシャの増援か。確たしかに感じる英力も高く、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。

　だが、それよりもまず。

「何やってんだお前！」

　当然のように隣となりに立つ美琴は、すでにブラシを手にしていた。

「おもしろそうだったんで尾び行こうしました！」

　ぐっと親指を立てる。正直なのはいいことだ。

　だが、結果としてこれは大助かりである。美み琴ことの好奇心のおかげで二対一という状況を免まぬがれることができた。ここで戦せん闘とうになれば、その英えい力りよくに気づいてレッテとミリカも駆かけつけるだろう。ギリシャ勢力にまだ増援がいる可能性は否定できないが、一時的にでも数で勝まさることができる。

「よう。また会ったな」

「ええ。この前はどうも」

　神しん一いち郎ろうはクサナギを持った。

「おい、そいつを離はなせ。人間だぞ」

　神一郎が凄すごむと、男はひひと小さくいやらしい笑えみを浮かべた。

「しらばっくれるなよ。この人間がヤサカニを持ってるんだろう？」

「……は？」

　思わず声が漏もれた。この男は何を言っているんだ。答えを出せないでいると、次にアルテが口を開いた。

「先日、この人間はあなたが使用した英えい符ふの範はん囲い内ないに入ってきましたね。それはつまり、わずかながら英力を持っているということ。……我われ々われは、目的とするヤサカニの情報をある程度手に入れています。それによれば、ヤサカニは体内に宿すイルフィニだそうですね」

「だったらよ、英力を持ってるこの人間の体ん中にそれがあっても、おかしくないんじゃないか？　んん？」

　男はぎょろっと目を剥むいて、沙さ紀きの腹のあたりに触れた。

　そういうことか。カラ助すけの言っていた、スパイの話を思い出す。こいつらはスパイからヤサカニの情報を得ていて、そこにきて英力を持つ沙紀を見つけたものだから、沙紀がヤサカニを持っているのではないかと踏んだのだ。

　結けつ論ろんからしてそれは勘かん違ちがいなわけだが、本当のことを知らなければ、そう推測しても不自然ではない。もし神一郎がアルテの立場であれば、同じ仮説を立てたかもしれない。

　沙紀に狙ねらいをつけてもすぐに襲おそわなかったのは、やはりヴァルディアの存在があったからだろう。慎しん重ちようにならざるを得なかったといったところか。

　どうする。沙紀が英力を持っている本当の理由を言ったところで、信じるはずもない。

　一番まずいのは、こいつらが沙紀の中にヤサカニがないと知った時だ。素直に解放するとも思えない。最悪、殺そうとするだろう。

「はーん、ふーん、ほーん。なるほどねえ、悲しき勘違いってやつだ」

　美琴も理解したようだ。

「これを踏まえた上で質問だが、美琴、どうしたらいいと思う？」

「まあ、死ぬまで殴ればいいんじゃない？」

「ムカつくけどお前と気が合うわ」

「そりゃ光栄だね」

　神しん一いち郎ろうはジャケットの懐ふところから人払いの英えい符ふを取り出し、破る。辺あたり一帯に英えい力りよくに包まれた空間が形成された。幸いにも学校がある。まずは校庭に場所を移し、そこからケンカの始まりだ。

　神一郎が校庭を顎あごで指すと、アルテと男はその意図を察し門を跳とび越えた。

　前にも戦場としてお借りしたことのある校庭で、日本の二人ふたりとギリシャの二人が対たい峙じする。男の方の武器や戦せん闘とうスタイルが気になるが、男は沙さ紀きを抱えているため、実質動けるのはアルテのみということになる。ヤサカニがあると思っているのだ、沙紀を乱らん暴ぼうに扱うとも考えられない。

「リターンマッチ、というやつですか」

　アルテが弓ゆみを構える。あの弓、確たしかアポロンといったか。

「アルテ、俺おれも加勢しようか？」

　男の申し出に、アルテは軽く首を横に振った。

「いいえ。いずれヴァルディアもここに来るでしょう。あなたはその時まで力を温存していてください」

「そうかい。ならお言葉に甘えさせてもらうとするか」

　沙紀を抱えたまま男は後ろに下がった。今の会話からして、アルテとの戦いにあいつが横よこ槍やりを入れてくることはなさそうだ。

「美み琴こと、さっさとぶっ潰つぶすぞ」

「わかってる。長引くと鍋なべを全部食べられちゃうからね」

　それは困る。

　神一郎は鞘さやを握る手に力を込めた。出し惜しみはしない。全力で、最速で挑む。

「出番だクサナギっ！」

　刃やいばを引き抜く。現れたのは白はく銀ぎんの刃。刀に選えらばれた者でないと抜くことができないという、日本勢力が誇る刀のイルフィニ。

「それはまさか……」

　アルテが目を見開く。同時に神一郎は駆かけ出していた。

「欲しいんだろ？　これが！」

　薙ないだ刃はアポロンに受け止められた。かん高い金属音が響ひびく。

　すると、アルテは手首を捻ひねり、弓の曲きよく線せんを描く形を利用して刃を受け流す。すぐさま横に跳び、二本の矢をつがえる。

　美琴が跳び込んでいるが、間に合わない。

　放たれた矢はその瞬しゆん間かんに姿を消し、一本は美琴の頭上、もう一本は神一郎の鼻先に出現した。

「おぅっ……」

　剣で弾はじくには近過ぎる。背筋の限界にチャレンジするようなブリッジで矢をかわす。美み琴ことも横に転がり銀ぎんの矢を避さけた。

　距きよ離りを詰められない。あの時、レッテはあっという間に近距離戦に持ち込んでいたというのに。そこまで差があるというのか、あいつと。

　アルテは相当戦いに慣なれている。アポロンの性能に頼ることなく、無む駄だのない動きをする。きっと、何度も一対複ふく数すうという場面を経けい験けんしてきたのだろう。そしてここに立っているということは、そのすべてに勝利してきたということだ。

　藤とう堂どうの家からここまで、ハテビトの足ならば数分とかからない。もうすぐ英えい力りよくに気づいたレッテたちが来るだろう。だからといって、その時まで時間を稼かせごうなんて思わない。むしろヴァルディアが駆かけつけた頃ころには全部終わっている。それがベストだ。

「美琴っ！」

「はいよ！」

　左右から間合いを詰める。アルテまでの距離は美琴の方が近い。美琴の動きに合わせる。

　が、視界の端はしに映った光景が神しん一いち郎ろうの足を止めさせた。

　アルテに加勢せず、沙さ紀きを抱えたまま校庭の端にいた細身の男。その男の腰のあたりに、一人ひとりの女性がしがみついていた。

　予期せぬ乱入に、アルテもその様よう子すに注目する。

「なんだあ？　この女、ハテビトか？」

　男は女性の髪を摑つかみ、強引に引ひき剥はがそうとする。それでも、女性は離はなれない。

「返してっ！　沙紀を返してっ！」

　伊い乃のだった。どうして伊乃がここにいるのか、それはわからない。帰りが遅い娘を心配して捜しに来たのかもしれない。

　ただ、娘が危険な目に遭あっている。それを前にして、黙だまっていられる母がいるだろうか。伊乃は英力のほとんどを失っている。何の武器も持っていない。戦せん闘とう力りよくなどないに等しい。それでも必死に向かっていった。

「おい邪じや魔まだ。俺おれは弱い奴やつには興きよう味みねえんだよ」

　男は伊乃の腕を摑み、無理やりに地面に投げつけた。伊乃は土の上を転がり、だが起きあがってまた男に跳とびかかっていく。

「絶対に渡さない！　私が死んでも、その子だけはっ……！」

　前に会った時に見た、自信を失なくしたような瞳ひとみではない。はっきりとその中に意志をたぎらせ、伊乃は沙紀のもとに走った。

「子ぉ？　お前のガキか？」

　しかし、埋めることのできない圧倒的な力の差がある。伊乃は男に蹴けり上げられ、宙を舞まった。英えい力りよくによる防ぼう御ぎよもできない伊い乃のの体は、おそらく相当のダメージを負っている。

　伊乃が地面に叩たたきつけられる直前、その華きや奢しやな体は伸ばされた腕に受け止められた。

「お前の母としての覚悟、立派であった」

　その言葉に返事はない。伊乃の意い識しきは完全に途と切ぎれていた。

　伊乃を腕に抱く少女レッテは、そっと伊乃を校庭の隅すみに寝かせた。蹴けられた部分に手をあて、英力で応急措置を施ほどこす。

　ミリカの姿が見えない。奇き襲しゆうのために近くで待たい機きしているのか、念のために家に残してきたのか。どちらにせよそれはレッテの判断だ。信頼していい。

「お前……ヴァルディアだな？」

　男が言った。レッテは男を睨にらみつけ「そうだ」と答えた。

　途と端たんに、男の顔が歪ゆがむ。唇をつり上げ目を見開いたそれは、狂ったようにも歓かん喜きのようにも見えた。そして躊ちゆう躇ちよなく沙さ紀きを投げ捨てた。

「お前っ……！」

「そうかそうか。お前がヴァルディアか。やっと会えた、強い奴やつに」

　男はすでに沙紀など眼中にないようだった。その異様に大きい目には、レッテしか映っていない。

「強者を求めるか。私ならば満足することもできよう。自みずからの死をもってな」

「ひひ……。それは楽しみだ」

　レッテが英力を解放すると、髪は銀ぎん、瞳ひとみは青へと色を変える。背負ったランドセルから剣を抜き、切っ先を男に向けた。

「私はレッテ、そしてこの剣はレバンテイン。ギリシャのハテビトよ、名を名乗れ！」

　長身痩そう軀くの男は何が楽しいのか肩を小刻みに震ふるわせ笑い、ひと振りの剣を握っていた。その剣は刀身全体が波打ち、柄つかに近い根本には蛇へびの彫刻が絡からみつくようにあしらわれていた。禍まが々まがしい、その言葉がよく似合う。

「ひひひ……。俺おれはペルセー。戦いを楽しもうじゃないか。なあ『メデューサ』！」

　ペルセーと名乗った男と、メデューサと呼ばれた剣は、まっすぐレッテに向かっていった。レッテはそれをよけることなく、正面から剣を受けた。

「神しん一いち郎ろう！　美み琴こと！　お前らはアルテを片づけろ。こいつは私がやる！」

　レッテはこちらに目を向けることなく叫んだ。

「任せんしゃい」

　美琴がブラシの先を地面に叩たたきつけ答えた。

　レッテと剣を交えるペルセーを見やり、アルテはため息を一つ。

「やはりこうなってしまいましたか……。彼に作戦や連れん携けいを望むのは永遠に無理なようですね」

「あー、無む謀ぼうな相棒持つと苦労するよな」

　敵ながら、おおいに同意である。

「ねえちょっと。それって暗に私に言ってる？」

「暗でもねえよ。明だ」

「ちぇっ。こっちのセリフだっての」

　絶対に美み琴ことには言われたくない。

　さあ仕切り直しだ。抜刀状態のクサナギは英力の消費がとんでもなく激はげしい。それに、一度だけあった戦せん闘とう中ちゆうに起きた目眩めまい。あれの原因がクサナギによる消耗であったなら、なおさら長く戦っているわけにはいかない。

「ん……？」

　アルテと美琴の動きに全神経を集中させようとしたその時、新たに二つの英力反応を察知した。美琴とアルテも気づいたようで、そっちの方向に視し線せんを向けた。一つはミリカ。もう一つも覚えがある。これはまさか……。

　神しん一いち郎ろうがあるハテビトのマヌケな顔を思い浮かべると同時に、遠くからその二人ふたりだと思われる声がした。

「待ってよーぅ！」

「待てないよーぅ！」

　この緊きん迫ぱくした空気を根こそぎ吹ふき飛ばすような抜けた声。その声の主ぬしたちは家の屋根を跳はねまわり、やがて校庭に着地。そしてこっちに向かって走ってくる。

　段だん々だんと近づいてくるその姿。ミリカが追いかけているのは黒い髪に赤いエクステンションの少女、エミュレット・カーナー。吸血鬼勢力のハテビトで、一言で言うならバカ、二言で言うならすごいバカである。

　予想はしていたが、エミュレットは周しゆう慈じを抱えていた。あいつは周慈が普通の人間でないことを知っていて、何かと攫さらいにやってくる。これで周慈誘ゆう拐かい事件は三度目だ。いい加減諦あきらめろ。

「神一郎くーん、その娘こ捕まえてー！」

　ミリカの情なさけない声が校庭に響ひびく。

　今夜のエミュレットは一味違った。いつもは黒い服を好んで着ているのだが、今着ているのはごっちゃりとフリルのついた白いドレスのような服である。また随ずい分ぶんと大胆なイメチェンだ。似合っていないわけではないが。

　さらに手に持っているのは大おお鎌がまではなく、先っちょにピンクのハートがついたステッキ、のような物。ベッタベタな子供向けアニメのキャラクターのような格かつ好こうだった。

「周慈返しやがれ！」

「やだよーぅ！」

　エミュレットは神一郎が摑つかみかかる直前で大きくジャンプ。見上げた先にスカートの中の何かが見えたような気がしたがそれはこの際どうでもいい。

「水玉っ！」

　美み琴ことが丁てい寧ねいなことに口に出してくれた。

　エミュレットは屋上へ。ミリカもそれを追って跳ちよう躍やくした。

　ミリカを家に置いてきて正解だった。まさかギリシャ勢力の襲らい来しゆうに合わせてやってくるとは。エミュレットはそこまで策士に見えないので、単に偶ぐう然ぜん通りかかったのだろう。で、何の気なし周しゆう慈じを攫さらった、と。

　ミリカに任せて平気だろうか。あれでもヴァルディアだ。だが、エミュレットは侮あなどれない。バカのくせに、バカだからこそ侮れない。

「フラノ……」

　美琴が呟つぶやいた。いきなり誰だれだそれは。

「何だよフラノって」

「あのエミュレットの服、フラノのやつなの。ステッキも再現度すげー」

　屋上を見上げる美琴は何な故ぜか興こう奮ふん気味である。

「だから誰なんだっての！」

「格かく闘とうゲームのキャラ！　フラノ・メロメロン。私は使わないけど、結構人気あるよ」

「知るか！」

　だから何だと言うのか。これでわかったのはエミュレットがコスプレに目覚めたらしいということだけだ。勝手にやっていればいい。

　と、思った神しん一いち郎ろうの足元にミリカが転がっていた。

「うう……」

「ミリカ！」

　ミリカがいたはずの屋上を見れば、ミリカが突き抜けたらしいフェンスは破れ、エミュレットの隣となりにはもう一人ひとり誰かがいた。シルクハットにタキシード、優ゆう雅がに髭ひげを揺ゆらすその紳士は、吸血鬼勢力の長、キリドル。いつもはエミュレットが負けた後に助けにくるのに、今日きように限って早めの登場をしてしまった。そんな空気の読み方は全然いらない。

　あの二人ふたりにここまで吹ふっ飛ばされたのか。キリドルは糖とう尿によう病びようとヘルニアを患わずらっていたはずだが、果たして動けるのだろうか。

「へーきへーき。ちょっと油ゆ断だんしちゃった」

　ミリカは立ち上がり、両手に細い剣を持った。ミリカの英えい力りよくが解放されると、それは確たしかにヴァルディアの肩書に恥はじない量であった。普ふ段だんはどこか抜けたところがあるミリカだが、戦闘となるとその目つきは鋭するどく、屋上に佇たたずむ敵を見み据すえていた。

「美琴、お前も行け。周慈はお前の管かん轄かつだろ？」

「オッケ。あいつは任せたからね。私がいなくて大丈夫？」

「なめんな。実は俺おれは今まで消費税ほどしか力を出してなかったからな」

「む。それなら私は昔の消費税ほどしか出してなかったね」

　変な意地を張って、美み琴ことはミリカと共に屋上へ向かった。

　ミリカ一人ひとりで吸血鬼の二人ふたりを相手するのはやはり厳きびしい。それにエミュレットのコスプレも気になる。おそらく何かあるだろうと踏んで、モデルとなったキャラクターを知っている美琴をぶつける。そう神しん一いち郎ろうは判断した。

　誰だれかが一秒でも早く勝利し、他ほかに加勢する。それが一番理想的だ。だが、それができれば苦労はない。

　美琴とミリカが行くと、神しん一いち郎ろうと対たい峙じするアルテはわずかに微ほほ笑えんだ。

「他勢力の介入はイレギュラーでしたが、どうやら私たちには良い方に働いたようです」

「そうだな。おかげでこっちは戦力分散しちまった」

　それにしても、これだけの数のハテビトが一か所に集まるなど、人間の世界ではかなり珍しいことだ。これからこの空間で大量の英えい力りよくが放出されることになる。それに気づいて、またどこかのハテビトが来なければいいが。

「いいのですか？　一人で。先日といい、二人でも私に触れることができなかったと思いますが」
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「問題ねえよ。あいつは足手まといだからな。俺おれ一人の方が動きやすい」

　神一郎は刀の先をアルテに向ける。アルテはその刃やいばに見とれるように視し線せんを動かさない。

「クサナギ……。まさかあなたが所持していたとは。確たしかに、油ゆ断だんは禁物のようです」

　アルテが腰に提さげた矢や筒づつに手を伸ばす。

　神しん一いち郎ろうは足元で英えい力りよくを爆ばく発はつさせ、最高速で駆かけた。






　５、 集結か吸血か







　北ほく欧おう勢力の中でも上位に位置するハテビト、デルトール。鉄てつ槌ついのイルフィニ『ミョルニル』の持ち主であり、戦せん闘とう力りよくも非常に高かった。

　だが彼は、日本勢力のハテビト、アマテラスとツクヨミの手によって殺された。奪うばわれたミョルニルは戻ってきたものの、デルトールの死はやはり勢力内に混乱を呼んだ。いくつかの役やく職しよくを兼ねていた彼が抜けたことによって大幅な人事が必要となり、しばらくの間は他勢力には牽けん制せいだけ行い、内政に時間を割さかなければいけなくなった。

　そしてその責任のほとんどは、共に日本に上陸し任務にあたっていたヴァルディア一番隊隊長レッテが負うこととなった。勢力の長から信頼の証あかしとして預けられた『グングニル』も取り上げられ、謹きん慎しん処分を受けた。さらには隊長解任の話も出た。

　レッテ自身、その処しよ罰ばつは覚悟していた。ミョルニルを持ち帰ったところでなんの減刑要素にもならないことくらいわかっている。主あるじの期待を裏切り、同胞を死なせた。ナイフを差し出され自害を要求されたなら、その場で心しん臓ぞうを貫つらぬく決意もあった。

　死罪ということにはならなかったが、解任の色は濃こかった。だがそこで問題が発生した。レッテの後任である。

　ヴァルディアとは女のみで構成された戦闘集団。それは北欧勢力に生まれた女であれば誰だれもが憧あこがれるものであり、入隊審しん査さは相当に厳きびしい。そしてその一番隊の隊長とは、つまりヴァルディアの中で最強の者となる。純粋な戦闘力から知ち識しき、人格、判断力など、すべてにおいて秀ひいでていなくてはならない。

　仮にレッテを解任した時、その空席に見合うハテビトは存在しなかった。名乗りをあげる者はいたが、レッテに並ぶ者すらおらず、結局、レッテの解任は白紙となった。またヴァルディア内でもレッテを慕したう隊員は多く、戻ってきたレッテはこころよく受け入れられた。

　レッテの解任を求めるハテビトたちにその問題を指摘したのは主だと後から聞いた。主は自分を弁べん護ごしてくれたのだ。

　そして、新たなイルフィニを授かる時、主は言った。

『すまない。お前を守るにはグングニルを取り上げ、一応の処罰を与えなければいけなかった。お前が私を裏切らない限り、私はお前を裏切らない。これからも、よろしく頼む』と。

　涙をこらえた。しかしこらえきれず、深く頭を下げることで隠かくした。

　裏切るものか、決して。

「覚悟しろ！」

　剣のイルフィニ、レバンテインが走る。

　一度は失いかけた地位、期待、信頼。それでも今自分はここにいる。ヴァルディアにいることができる。勢力のために戦うことができる。

　この恩に報むくいることができなくて、何がヴァルディアか。何が隊長か。

「ひひっ！　強い！　強いなあ！」

　レバンテインの刃やいばをかわしながら、ペルセーは笑っていた。その狂気に歪ゆがんだ顔を見ればわかる。もはや、戦せん闘とうはペルセーにとって麻ま薬やくと同じ効果をもたらすものなのだろう。

　ペルセーは波打つ刃を持つ剣、メデューサを片手で振るう。その攻こう撃げきはさして重くないが、速さがある。一撃で致命傷を狙ねらうというよりも、じわじわと傷を増やし、時間をかけて相手を殺そうという戦闘スタイルだ。せっかくの戦いを早く終わらせてしまってはもったいない。そんな思考の表れだった。

　戦闘狂。レッテはその気持ちをわからないではなかった。ペルセーほどではないが、好戦的なハテビトはヴァルディアにもいる。それに、戦っている時の体と感情の高ぶりは否定できない。

「は！」

　レッテは剣を弾はじき、距きよ離りを取った。今の接近でだいたいの身長とリーチを測っていたのだ。身長差は五十センチ近い。剣の長さは同じくらいだが、腕の長さが圧倒的に違う。

　これほどの体格差があるのなら、相手の懐ふところにもぐり込むというのが定じよう石せきである。しかし、あの剣の能力がわからない。まだ分析に時間を割さくべきか。

「おいおい、休きゆう憩けいはなしで頼むぜえ！」

　レッテと戦えることがそんなに嬉うれしいのか、ペルセーは正面から向かってくる。考える時間はくれそうにない。

　レッテも駆かけ、すれ違いざまにレバンテインを振った。刃はレッテの腕をかすめ、ひと筋の傷を作った。

「ひひ、こんなものか」

　そう言ったのはペルセー。ペルセーの体にも切り傷がつけられていた。しかし、ペルセーは不敵に笑う。

「っ……！」

　傷つけられたレッテの左腕に、今までに経けい験けんしたことのない感覚が走る。これは痛みではない。もっと鈍にぶく、重いような。

　そっと、傷口に触れる。そこに血は流れていなかった。その代わりに、硬い感触があった。

　傷口からその周囲が石と化していた。当然、その部分だけ重みが増す。

「その剣……傷つけたものを石せき化かさせるのか」

「ひひ。おもしろいだろう。そこからじわじわと全身に広がり、やがて全身が石になる。俺おれはそこから首をはねて、棚たなに飾るんだ。お前は……いくつ目だったかな」

「下げ賤せんな趣しゆ味みだ。到底理解できぬ」

　石せき化かを止めるには左腕を斬きり落とすしかない。だが、そんなことをすれば体はバランスを失い剣も振れなくなる。このまま続行するしかない。おそらく、あの剣の破は壊かいをもって石化は解除されるのだろう。

　この程度の傷であれば、それほど重みの実感も、剣を握る力にも違和感はない。

　だが、時間が経たち石化が広がれば確かく実じつに不利になる。ペルセーは望んでいないだろうが、早々に片をつける。

「俺おれが楽しめればそれでいいのさ。勢力のことなど関係ない。俺はただ、戦う相手がいればいい」

　繰くり出されたメデューサの刃やいばを、レバンテインが受け止める。火花が散った。

「くっ！」

　レッテには石化以外に一つの不安要素があった。それは今手に持っているレバンテインという剣。与えられてからまだ日が浅く、実戦での使用は初めてに近い。そのため、まだ完全にこの剣の特性を把は握あくしていないのだ。早い話が、使いこなせていない。

　主あるじは言った。『この剣は、今のお前にふさわしい』と。

　レバンテインの刀身には、端はしから端まで遥はるか古代で使われていたという文字が刻まれている。その一部が淡あわく発光しているが、それが何を意味するのかはわからない。

　剣の力を引き出せないのであれば、これはイルフィニでもなんでもない。そして確実に勝利は遠のく。自みずからの力と武器の力をすべて引き出すことで、本当の強さというものは発はつ揮きされる。

「その剣、イルフィニだろ？　早く力を見せてくれよお！」

　押される。ペルセーは細身ではあるが、レッテよりは当然重い。力任せでも十分に通じてしまう差だ。

　しかし、体格の違う相手などいくらでも経けい験けんしている。レッテの体では、同じくらいの相手の方が少ない。メデューサの力が特別なだけで、あとは何一つ変わったことなどないのだ。

　剣を受けた体勢のまま、レッテはペルセーの膝ひざに蹴けりを放った。

　バランスが崩くずれ、剣を押す力が弱まった隙すきに、レッテは懐ふところにもぐり込む。

　服が触れ合うような近きん距きよ離り。どちらも剣を振れる間合いではない。

「はあっ！」

　そこでレッテが選えらんだのは、その場で上に跳とぶということだった。もぐり込んだ状態からのジャンプ。それは、自分の脳天をペルセーの顎あごにぶつけるということ。要するに頭突きである。

「ぐっ……！」

　顎を打たれて平気な者などいない。自分の頭にも痛みはあるが、ダメージはあっちの方が大きいだろう。レッテは次の攻こう撃げきプランを練ると同時に、今までの豊富な戦せん闘とう経験の中で頭突きをした回数を思い出していた。五回に満たないくらいだ。

　ペルセーの足もとがふらつき、一歩分の距きよ離りができる。レッテは迷わずレバンテインを薙ないだ。

　その刃やいばは確たしかにペルセーの胸にくい込んだ。だがかすかに黒いシャツと皮ひ膚ふを裂くだけ。ペルセーは寸前で体を反り避さけていた。

「ひひっ」

　その笑い声は、何度聞いても耳に慣なれない。

「…………」

　まさか、あのタイミングで合わせてくるとは。

　レッテの左足、ももに傷がつき、みるみるうちに石せき化かしていく。左足が重い。鉄製の靴を履はいているようだ。左腕の侵食も広がっている。肩まで石化してしまえば、腕を動かすことができなくなる。

「同じような深さの傷でも、俺おれは血が少し出るだけ。でもお前は石になる。この差はでかいよなあ、うん？」

　ペルセーの言う通りだ。ペルセーはメデューサの能力を把は握あくし、ダメージを受けてもいいから相手に確実に傷をつけるという戦法をとっている。日本語でそのような言葉があった気がする。確たしか、骨を切らせて何とかだったな。いや、肉だったか。

　この足で軽快なフットワークは望めない。動けば動くほど隙すきができてしまう。

　レッテは重い足で後ろに跳とび、レバンテインを見つめた。

「お前の力を見せてくれ」

　剣は答えない。

　情なさけない。と思った。自分が、どうしようもなく情けない。

　剣を授けられたあの日、再び強く忠誠を誓った。主あるじの手となり、足となろうと。そう決心して任務に向かったというのに、この有あり様さま。レバンテインを使いこなせず、戦せん闘とう狂きようの刃で石になろうとしている。

　湧わき上がってきたのは、怒り。目の前のペルセーではない。自分に対して、激はげしい怒りを覚えた。

　なんと弱い。これではミリカに偉そうなことなど言えない。

　もっと強く。誰だれよりも、何よりも。

　ふと、レッテはあることに気づいた。さっきまで刀身の文字は端はしの方の一部分しか発光していなかった。だが、今はそのほとんどが淡あわく発光していた。

「次は腹かなあ。ひひっ」

　ペルセーが突きを繰くり出す。重い足でよけることはできず、レッテはメデューサを弾はじいた。攻こう撃げき自体は軽いのだ。受けることも弾くことも困こん難なんなことではない。ただし、体が十分に動けば。

　その時レッテは見た。まだ光を宿していなかった刀身の文字が、その上をなぞるように発光していく様よう子すを。

　発光は加速していき、すべての文字が赤く光り輝かがやいた。と同時に足下から炎が噴ふん出しゆつし、レッテの周囲を取り囲む。熱あつい炎は、しかし優やさしくレッテを包んでいるようだった。
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「これが、お前の力か……」

　レッテは理解した。どうして主あるじがふさわしいと言ったのか。

「……その剣、どうした？」

　ペルセーの目に警けい戒かいの色が見える。

　取り囲んでいた炎は吸い寄せられるようにレバンテインの刃やいばに収束していく。炎を宿す剣を、レッテは大きく薙ないだ。

「怒りの炎とはよく言ったものだな。この剣は私の怒りを炎に変えるようだ」

　剣を握る感覚が、さっきとはまるで違う。羽は根ねのように軽く、しかし岩をも砕くだくような重厚さを併あわせ持つ。そんな感覚だった。

　レッテは両手で剣を構え、切っ先をペルセーに向けた。

「そいつはおもしろい。だったらもっと怒らせてやろうかあ！」

「勘かん違ちがいするな。私の感情はお前に向けられたものではない。お前に侮ぶ蔑べつ以外の感情を抱くことはないからな」

「ひひひ……。いひゃあっ！」

　レバンテインはレッテの感情に応こたえ、力を解放した。それでも足が使い物にならないレッテの不利は動かない。そうペルセーは判断したのか、歓かん喜きにも似た奇声をあげ正面から斬きりかかってきた。

　カウンターでレバンテインを振れば、おそらく刃やいばはペルセーに届くだろう。だがそれでは何も変わらない。同時にペルセーからまた傷をもらい、石せき化かが進むだけだ。

　ならば……。

　レッテは左手をレバンテインから離はなし、前に出した。

「くうっ……」

　メデューサを左手で受け止め、すぐさまその刃を握り込んだ。一いつ瞬しゆんの激げき痛つうの後、鈍にぶい感覚と共に石化が始まっていく。

「ガキぃ……」

　ペルセーはメデューサを引き抜こうとしたが、それより早く石化は完了し、レッテの手首から先は刃を握った状態で固定された。

「剣を返して欲しくば、手首ごともいでいくがよい！」

　右手に握るレバンテインを振りかぶる。今のレバンテインならば、片手でも問題はない。振り切れる。

　レバンテインの刀身に宿る炎が、一いつ層そう強く燃もえ上がった。

　目の前の敵を斬る。たったそれだけ。この上なくシンプルな意志に応えるかのように、炎は燃え盛る。

　ペルセーは剣を諦あきらめ、手を離はなしてさがろうとした。

「おおおおおおっ！」

　レッテは踏み込み、ペルセーの胴体を斬り裂いた。赤く光る刃は皮ひ膚ふの下まで突き進み、分断しないまでも奥深くまで抉えぐっていく。

「があっ……」

　石化した足が逆に踏ん張りをきかせ、ペルセーとの体重差を埋めていた。

　鮮せん血けつが噴ふき出すことはなかった。レバンテインの炎が傷口を焼き、強引に出血を止めたのだ。そのためペルセーは即死することなく、だからといって動くこともできない。

　後ろに倒れ、ひゅーひゅーと細い息をするペルセーを、レッテは見下ろす。

「どうだ。満足したか？」

「ひひっ……。楽しいさ。楽しくて楽しくて……がほっ……イっちまいそうだ」

「ふん。ならば逝ゆくがいい」

　レッテは刃をペルセーの胸に突き立てた。最後に「ひひ……」と漏もらし、ペルセーは白目を剥むき絶命した。

　ふう、とレッテは一つ息をつく。そして、レバンテインで石になった左手に握られているメデューサを壊こわすことにした。

　近すぎて力が乗らないが、何度か力任せに叩たたいていると、やがてひびが入り、絡からみつくようなデザインの蛇へびの彫刻が壊こわれていった。

　すると腕と足の石せき化かが解け、いつもの体が戻ってくる。レッテはその部分を動かし異常はないか確かく認にんした。

「長い付き合いになりそうだな」

　レバンテインはその声に応こたえるように発光すると、炎は徐じよ々じよに失われ、元の姿に戻っていった。

　レッテはペルセーに投げ捨てられた沙さ紀きのところへ行き、抱き上げた。外傷はないようだ。

　そのまま少し歩き、娘を守るために傷を受け、眠る母の隣となりに寝かせたのだった。
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　屋上へのぼった美み琴ことが最初にしたことは、ミリカを蹴けることだった。

「ひゃんっ！」

「あんたねえ、家にいたならちゃんと守りなさいよ！　このへたれマカロニ！」

「マカロニじゃないよう……。隊長に待たい機きしてろって言われてて、そしたら何だか外が騒さわがしくて、周しゆう慈じくんがちょっと見てくるって……」

「で？」

「一応私もついていったら、外でそこの変な服着たハテビトが犬とケンカしててぇ……。気づいたら周慈くんが攫さらわれててぇ……」

　ということは、エミュレットは藤とう堂どうの家の近くまで来ていたことになる。まさか、家を知られてしまったのだろうか。それよりも、犬とケンカって、アホか。知ってるけど。

　いや、今はそんなことどうでもいい。とにかく、周慈を奪うばい返さなければならない。あの変なハテビトから。

　エミュレットがここに来たのは好こう都つ合ごう。美琴たちが学校にいるのを知っているミリカが上う手まく追い込んだのか、それともただ単にここでキリドルと待ち合わせでもしていたのか。

「懲こりないね。あんたも」

　前には、エミュレットとキリドルが並んでいる。いつもと違う、白い衣い装しようを纏まとったエミュレットは、そっと気絶している周慈をフェンスにもたれかけさせた。

「どうしても気になっちゃうんだよねー。この子」

　エミュレットは以前、周慈の血を飲み、普通の人間でないことに感づいた。それは確たしかに当たっている。なんと言っても周しゆう慈じの体の中にはヤサカニが入っているのだ。

　エミュレットの事情も知っている。吸血鬼勢力はとても弱く、その復ふつ興こうのために頑がん張ばっているらしい。まあ、トップの長が病弱だし。

「あんたが気になろうがなるまいが、私は周慈を取り返して家に帰りたいの。途と中ちゆうなんだよね、キムチ鍋なべ」

　電話に出た時の沙さ紀きは、雰囲気がいつもと違っていた。そして神しん一いち郎ろうを呼んでくれという。電話を切ったら神一郎は会いに行ってくるって言うし、これは尾び行こうしかないと思ったのだ。英えい力りよくで神一郎に気づかれてしまうから、完全に英力を絶たった。今までそんな芸当はしたことなかったが、やろうと思えばできるものだ。

　予想は大当たり。校門の前で沙紀は神一郎を見つめ、何かを言おうとしている。唇の動きを必死に読んでいたところに邪じや魔まが入った。ちくしょう。これからがおもしろいところなのに。

　ギリシャだけならまだよかった。数はこっちが多いし、袋ふくろ叩だたきもできた。そしたらこいつらがやってきた。空気読めバカ。ばーかばーか。

「鍋かー。いいねー。あたしも好きだよ。血で煮込んだ白はく菜さいとかー」

「気持ち悪っ！」

　想像したら鳥肌が立った。絶対に生なま臭ぐさい。

「ふむ。では帰ったら鍋にするとしよう」

　吸血鬼勢力の長、キリドルが相変わらずの低くていい声で言った。

「やった！」

　露ろ骨こつにテンションが上がるエミュレット。手に持ったステッキをこちらに向ける。さっさと始めようという合図だろう。

「ミリカ。あのバカは私がやるから、あんたはオジサンの方を相手して」

「りょうかーい。オジサマー、私がお相手しまーす！」

「ほう。元気なお嬢じようさんだ」

　屋上では狭いと判断したらしく、ミリカとキリドルは大きく跳とんで校庭に降りていった。校庭には神一郎もレッテもいる。フォローし合いながら戦えるだろう。そんな余裕があればだけど。

　残ったのは二人ふたり。

「それ、フラノでしょ」

　これは言っておかなければいけない。

「あ、わかる？　かわいいでしょ」

　エミュレットはその場で一回転。フリフリのスカートがふわっとめくれ上がり、エミュレットの形のいい足が膝ひざの上までのぞく。

　どこで用意したのかは知らないが、この格かつ好こうに意味がないわけがない。フラノのコスプレをして、エミュレットは何をしようというのだろう。

「ま、似合ってるよ。身長も同じくらいなんじゃない？」

「えへへ。ありがと」

　とりあえず、フラノというキャラについて覚えている限りの情報を引き出すことにした。

　フラノが登場する格かく闘とうゲームには総勢二十人のキャラクターがいる。そのうち女キャラは四人。お姉ねえさま系と女子高生、メイド、そして妹系担当がフラノである。魔ま法ほう使つかいという設定で、技もあのステッキから出てくる。ちなみに美み琴ことは投げ技主体のごつい男のキャラを使う。最近はメイドも練習中だ。

　そこまで考えて、美琴は一つの仮説を立てた。

　エミュレットは単細胞、つまりバカのため、外部からの影えい響きようで英えい力りよくの性質が変化するという特技を持っている。以前は四字熟じゆく語ごを自みずから叫び、その意味の通りに英力が変化していた。

　そして、今度はコスプレである。

「んじゃ、始めよっか」

「そうだねー」

　エミュレットがハートのついたステッキを振る。するとどこからともなくメロンが丸ごと一つ現れ、美琴に向かって飛んできた。

「やっぱり……！」

「メロメロシュート！」

　エミュレットが叫ぶ。美琴は飛んできたメロンをブラシで弾はじいた。手て応ごたえは軽く、メロンは姿を消した。

　今のはフラノの技。レバー半周とパンチボタン。技が出るスピードが速く、跳とび込んでくる相手への牽けん制せいによく使われる。攻こう撃げき力りよくは低い。

「考えたじゃん」

「でしょ？　この前ゲームセンター行った時、これだ！　って思ったんだよねー」

　コスプレとはそのキャラになりきること。簡かん単たんに影響を受けるエミュレットの英力が、コスプレしたことによってそのキャラを再現しているのだ。目の前にいるのはエミュレットではなく、フラノそのもの。違うのは顔と声だけだ。

　拍手をしてやりたいくらいのアイディアだ。しかし、それはこの戦いとは別の話。

「あんたがフラノならっ！」

　美琴が駆かけ出す。フラノは近距きよ離り戦に弱い。これはこのゲームをしたことがあるなら誰だれでも知っている。

「メロメロバリア！」

　エミュレットの前に薄うすいエメラルドグリーンの壁かべが作られる。だが美琴はそれを難なんなく通過した。

「そりゃあっ！」

　ブラシを叩たたきつける。エミュレットはステッキで受けたが、腹に美み琴ことの蹴けりを喰くらう。

「ううっ……。どうして通れちゃうのー？」

「ばーか。メロメロバリアは飛び道具を跳はね返す技でしょうが。なりきる前に少しは勉強しなさい」

「だってえ、百円使うのもったいなかったんだもん」

「ワンプレイ五十円のところもあるから捜しなさい！」

　美琴はというと、藤とう堂どう家けから一番近いゲームセンターで遊んでいる。そこは百円だが、美琴はそこで最低十人抜きをするので損はない。たまに弟子入りを申し出てくる常連がいるが、弟子は周しゆう慈じ以外にとるつもりはない。周慈はゲームの弟子じゃないけど。

　エミュレットはフラノを使いこなしていない。そこにつけ込む。もともとフラノは初心者向けのキャラクターではないのだ。

「メロメロメテオ！」

「くう！」

　頭上から巨大なメロンが落下してくる。思わず後ろに飛んで回かい避ひ。またエミュレットと距きよ離りを置いてしまった。

　それでも距離を詰めるのは難むずかしくない。フラノは基本的に技の発動前にステッキを振る。その分だけ確かく実じつに時間が必要になるのだ。

「メロメロ……」

　エミュレットがステッキを振る。それに合わせて美琴は跳とび込んだ。この距離であれば、あれはおそらくさっき使ったメロメロシュート。メロンが飛んできても弾はじく自信がある。

　メロンはまだ出てこない。絶対にこっちが速い。美琴はブラシを振りかぶった。

　結果として、メロンは出てこなかった。代わりに、ステッキを振り技を発動させたはずのエミュレットが不敵に笑っていた。

「しまっ……！」

　気づいた時にはもう遅い。美琴は逆にあっちから接近してきたエミュレットに抱きつかれていた。

　そして、フラノの技の中で唯ゆい一いつステッキを使用しない技が発動する。

「メロメロキャッチ！」

「くうっ」

　エミュレットに抱きつかれた状態で、体を包むメロンの甘ったるい匂におい。そして何な故ぜか、それが美琴へのダメージになっていた。

　投げ扱いのこの技、抜けだすにはボタン連打しかない。

「ぬりゃあっ！」

　美み琴ことはどうにか一秒弱で逃れた。それでも体へのダメージは大きい。どうしてメロンの匂においでこうも体が痛いのか。どうなっているのだあいつの英えい力りよくは。いや、考えたところで仕方がない。だって、あいつバカなんだもの。

「へへーん。どう？」

　エミュレットは得意げだ。美琴は無言で睨にらみつける。

　キャンセル使いやがった。メロメロシュートのコマンド入力後にすぐさまボタン三つ同時押し。すると技は途と中ちゆうでなかったことになり、エミュレットは次の動きができる状態になる。メロメロシュートを囮おとりに誘さそい込まれたのだ。

　初心者と中級者の大きな違い。それがキャンセルという技術である。美琴くらいになると、キャンセルの読み合いが勝負を決めたりする。それをまんまとやられた。悔くやしさがこみ上げてくる。エミュレットは百円を惜しんでプレイをしていないようだが、上級者のプレイを見ていたのだろう。

「この……」

　全身からメロンの匂いがしてくる、香水にしてはきつすぎる。帰って風ふ呂ろに入りたい。

「さーて、そろそろ溜たまったかな」

「っ！」

　エミュレットの「溜まった」という言葉。それが何を意味するのか、美琴はすぐに感づいた。

　ゲームには、画面の下の方にフィニッシュゲージという物が存在する。それは戦せん闘とう時間の経過と応おう酬しゆうしたダメージに比例して溜まっていき、それが最大まで溜まると威力の高いフィニッシュコマンドという技が使用可能になる。

　そこまで再現してるんだ。そこまでバカなんだ。

「いくよっ！」

　エミュレットがステッキを天高く掲かかげる。

　フラノのフィニッシュコマンド。確たしか「メロメロアポカリプス」だったはず。上級者どうしの試合だとあまり使われない技であるが、何度か見たことがある。

　メロメロメテオの強化版。炎を帯びたメロンが流星群のように、画面全体に……。

　まずいっ。

　エミュレットのステッキを中心に巨大な英力が渦うず巻まく。思い込みによってフラノを再現した英力が、隕いん石せきメロンすらも実現させようとしている。

「あ……」

　不意に、記き憶おくの奥からフラノに関する情報が引き出されてきた。

　フラノは女キャラの中でも一番人気で、ゲームメーカーから公式のイラスト集が発売されていた。美琴は何気なく立ち読みをしたのだが、そこに説明書には載のっていないフラノのプロフィールが掲けい載さいされていたのだ。

　名前、年ねん齢れい、身長。体重とスリーサイズは非公開。好きな物はパフェと義理のお兄にいちゃん。そして次の項目、嫌いな物は……。

「頭にナメクジ乗ってる！」

　美み琴ことが叫ぶと、エミュレットの表情が一変する。

「ナメクジぃ!?　ひゃあああああっ！」

　ステッキを放り投げ、頭をおさえるエミュレット。

　エミュレットがそのイラスト集を読んでいたかはわからない。しかしこの過剰な反応は間違いなくフラノのもの。どこかで聞いたのか、それともエミュレットの知らない情報までも英えい力りよくが再現してしまったのか。

　あまりにも大きい隙すき。美琴はブラシを振りかぶり接近する。

　こっちもゲージは満タンである。美琴はブラシを持った最近練習中のメイドキャラ、『館やかた澄すみ子こ』を頭に思い描く。

　コマンドはレバー一回転と強パンチ強キック同時押し。

「ご奉仕殺法……」

　美琴は高く、画面外まで跳とんだ。ブラシが白く発光する。それは輝かがやきを増していき、美琴の全身をも包んでいく。そして美琴は落下の勢いに乗せ、輝くブラシを叩きつけた。

「武ブ羅ラ死シ魅み牙が鬼き拳けん！」

　フィニッシュコマンドは無防備なエミュレットに直ちよく撃げき。轟ごう音おんと共に屋上の地面にひびが入る。

「ぅぐっ……」

「コンテニュー、する？」

　返事はなく、エミュレットは気絶していた。

　美琴は落ちていたステッキを手に取った。近くで見ると、本当によくできている。手作りだろうか。衣い装しようも細かいところまで作られているし、買ったら結構高くなるはず。

　それにしても、コスプレしてステッキを持っただけでそのキャラになりきれるなんて、どんな頭の構造をしているのだろうか。

　ためしに、ステッキを振ってみた。

「メロメロシュート。なんちゃって」

　メロン出てきた。

「……あれぇ？」
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　もう銀ぎんの矢を何本よけたかわからない。こちらは刀、相手は弓ゆみ矢や、そして決して広くない校庭という場所。加えて一対一というこの状況で、戦局の均きん衡こうが崩くずれない。自分の未み熟じゆくさを嘆なげき、相手の熟じゆく練れんされた技術を褒ほめるしかない。

「粘ねばりますね」

「はっ。お互い様さまだ」

　アルテが矢を放つと、それは神しん一いち郎ろうの頭上に出現し、脳天から射い貫ぬこうと落ちてくる。神一郎が横よこっ跳とびで回かい避ひすると、今度は着地した場所に矢が待ち構えている。回避は間に合わずにクサナギで叩たたき折る。

　こんな調ちよう子しでずっとアルテに近づけないでいる。アルテよりも神一郎の運動量の方が多く、クサナギを抜刀しているせいで英えい力りよくの消耗も激はげしい。

　しかし、収しゆう穫かくが何もなかったわけではない。今まで数十本の矢を受けてきたが、神一郎の真後ろから飛んできた矢は一本もないのだ。普通なら完全な死角となる背後から矢を放つだろう。それをしないということは、できない理由があるということ。

　神一郎の背後というのは、対たい峙じしているアルテからも見えない場所だ。つまり、あのアポロンという弓矢は、持ち主が見ることのできる範はん囲いでないと矢を放つことはできないのではないか。そう神一郎は推測したのだった。だいたい、本当に好きな場所に矢を放てるなら、遠く離はなれた場所にいる奴やつを暗殺できるということになる。アルテが姿を現す必要がどこにもない。おそらく、射程距きよ離りにも制限があるのだろう。

　その推測を確たしかなものにするために、神一郎は一つの策を講こうじた。

「これでどうだあっ！」

　地面に向かってクサナギを叩たたき込む。英力の衝しよう撃げきで砂すな埃ぼこりが大量に舞まった。

「……バレましたか」

　アルテの声に焦あせった様よう子すはない。

　砂埃でお互いの視界は遮しや断だんされた。英力を感知してある程度の位置を特定することはできるだろうが、正せい確かくに神一郎を射ることはできない。

　神一郎はアルテの英力を感じ、だいたいの位置を探る。奇き襲しゆうをかけてやる。なんだかずる賢がしこい戦法だが勝てばいいのだ、勝てば。そういうもんだ。

　アルテとの距離が詰まる。跳とび込むにはまだ遠い。

　だが、先手を取られたのは神一郎だった。

「のなっ！」

　矢が飛んできたのだ。しかも神一郎を正確に狙ねらって。クサナギで弾はじくと、今度は別の方向からも矢が飛んでくる。

　どうなっている。よけながら神一郎は考える。この砂埃の中、神一郎を視認するのは難むずかしい。視力が五・〇あっても無理だ。

　矢を相手するのに精いっぱいで、神一郎は奇襲をかけそびれてしまった。砂埃が薄うすまっていき、アルテの姿が見える。

「このアポロンが、弓ゆみによる転移射しや撃げきだけだと思いましたか？　これだけ長い間戦っていれば、私はあなたの英えい力りよくを覚え、矢に追尾させることもできるのです」

「なるほどな」

　弓は転移、矢は追尾、二つ合わせてアポロンというイルフィニということか。

　戦せん闘とう中ちゆうに英力だけはどうやっても消すことができない。追尾から逃れることは諦あきらめた方がよさそうだ。

　神しん一いち郎ろうの英力はもう半分もない。ほとんどクサナギを振っていないのに、持っているだけでどんどん英力がなくなっていく。こりゃあ、もう長くはもたないぞ。

「お疲れのようですが、大丈夫ですか？」

「心配すんな。お前を斬きるには十分だ」

「そうですか。それでは」

　矢や筒づつから二本の矢を引き抜き、アルテはつがえた。放たれた矢は神一郎の足もと、さらに横に出現する。

　前に跳べば、回かい避ひしつつアルテに接近できる。矢は追尾してくるだろうが、アルテの目の前で飛べばあいつに刺さってくれるのではないか。

　安直な手段だとも思ったが、有効であるとも同時に思った。試してみる価値はある。

「うっ……」

　が、足を動かそうとした神一郎を、突然目眩めまいが襲おそった。この前に起きたのと同じ感覚だ。これは一体何なんだ。足もとがふらつき、膝ひざをつかないように踏ん張る。

　動きを止めた神一郎の脇わき腹ばらと腕に矢が突き刺さった。「やっと当たりましたか」とアルテは満足げな笑えみを浮かべる。

　脇腹の矢は思いのほか深い。

「くそっ！　ってぇ……」

　前に目眩が起きた時もクサナギを握っていた。本当にクサナギによるものなのだろうか。クサナギが特殊な物だということはわかっている。英力も、消費するというよりも吸い上げられているような感覚に近い。それだけでは飽あき足らず副作用まで起こすというのか。何て贅ぜい沢たくな奴やつだ。

「イルフィニというものは、その力に見合ったハテビトが持って初めて本当の力を見せるものです」

　アルテは、神一郎の変へん調ちようがクサナギによるものだと察したようだ。

「俺おれとこいつじゃ釣つり合わないってか」

「残念ながら、肯定するしかありません」

　ああ、その喋しやべり方がムカつく。なんか、前に倒したあの女に似ている。自分なら釣り合うとでも言いたいのだろうか。

「もう降参しても許しませんよ」

「するかよアホ」

　これをくれてやるわけにはいかない。これだけは手放せない。心から尊敬していた人から貰もらったものだから。心から守りたい人を守る力だから。

「つ……」

　神しん一いち郎ろうは刺さった矢を引き抜いた。出血はそれほどひどくない。

　矢を捨てようとして、あることを思いついた。この矢、せっかくだから使えないだろうか。刺さった二本以外にも、神一郎が弾はじいたり折ったりした物が辺あたりにたくさん落ちている。これだって立派なイルフィニだ。それなりに使えるはず。

　おかえしとばかりにアルテに掌しよう底ていを叩たたき込まれた。矢の刺さった脇わき腹ばらを狙ねらわれ、激げき痛つうが走る。しかし、神一郎は一歩も下がらない。

　この矢は神一郎の英えい力りよくを覚えたアルテから放たれ、神一郎を追尾した。それならば、アルテの英力を覚えた神一郎にも同じことができるのではないだろうか。

「とりゃい！」

　とりあえずやってみないとわからない。神一郎は槍やり投なげのつもりで矢を投げた。当然ながらたいした速度ではない。しかし、矢はしっかりとアルテを追いかけた。

「くっ」

　アルテは矢をアポロンで払う。やはり投げただけでは威力が出ない。かといって弓ゆみなんて持っていないし。

「私の矢を使うとは、なかなかの度胸で……」

「そうだ！」

　我われながらいいアイディアだったので、思わずアルテのセリフを遮さえぎってしまった。矢を使われたことが気にくわないのか、それともセリフを遮られたことが嫌いやだったのか、アルテは眉まゆをひそめ新たな矢をつがえた。

　放たれた矢を転がりながら回かい避ひし、その途と中ちゆうで落ちている矢を拾い上げていく。

　そして拾った矢を軽く上に放り、神一郎はクサナギを両手で持った。片足を上げると、踏み込みと同時にクサナギを横に振る。

　それはまさに野球のノックであった。

「とんでけっ！」

　刃やいばの腹の部分で矢を吹ふっ飛ばす。コントロールなど皆かい無むのため、矢はでたらめな方向に飛んでいく。だが、アルテを追尾しようと、先端の矢じりは強引に軌き道どうを修正していった。しかもクサナギの英力を乗せて打ったので、投げただけより格段に速い。

　神一郎は落ちている矢を拾っては打ち、拾っては打ちを繰くり返す。絶対にアルテに飛んでいくので、何だか楽しくなってきた。

「……っ！」

　アルテは向かってくる矢を撃うち落とし、あるいは弓ゆみで払う。

　矢の応おう酬しゆうを繰くり返しているうちに、近くに矢がなくなってしまった。だが、始めからそれで勝負をつけるつもりなどない。

　矢の弾だん幕まくに紛まぎれて、神しん一いち郎ろうはアルテの目の前まで近づいていた。

「はっ！」

　クサナギの刃やいばはアポロンに受け止められる。刃は弓に流され、神一郎は体勢を崩くずす。これではまた距きよ離りを置かれてしまう。

　必死に手を伸ばすと、そこに何かが触れた。迷わずそれを摑つかむと、それはアルテの金髪だった。汚すことを許されないような美しい髪の束たばを摑み、神一郎はアルテを引き寄せた。

「くっ……」

　まるでこれから抱ほう擁ようを交かわすかのような距離。刀も弓も、どちらも使えない。

「さあ、どうしようか」

　神一郎はアルテの腹に拳こぶしを打ち込んだ。整ととのったアルテの顔が歪ゆがむ。

　この距離では不利と踏んだのか、アルテはバックステップと共に弓を引こうとする。が、それより速く神一郎の左手がアルテの首を摑んでいた。

「このっ……！」

　右手に握るクサナギの切っ先を、アルテの首筋に合わせる。

「お前らの目的は知らねえが、クサナギも沙さ紀きも絶対に渡さねえ」

「……あの人間とは親しいようですが……。馴なれ合いますか、人間とハテビトが」

　人間と聞いて、まっ先に浮かんだのは沙紀ではなかった。そのことに神一郎は自分で驚おどろいた。

「悪くないぞ、そういうのも。お前、人間は嫌いか？」

「ええ。英えい力りよくも持たず、ハテシナの存在も知らず、人間はただ無力。……まあ、文明進化の速度は認めてもいいですが」

　アルテが握った矢を神一郎の腕に突き刺した。矢は腕を貫通したが、神一郎は離はなさない。

「そういうことじゃねえんだよ。こう、同じような格かつ好こうで同じように感情持ってんだからさ、結構上う手まくやれるんだって」

　経けい験けん論ろんだ。反論などさせない。

　どうして命を懸かけた戦いの中で、敵にこんな話をしているのか。誰だれにでもいいから、自じ慢まんしたいのかもしれない。あいつらといることが、どれだけ楽しいかを。

「私には理解できません」

「そりゃかわいそうに」

　見せてやりたい。あの家に溢あふれる笑え顔がおを。敵も味方も、ハテビトも人間も関係なく。紹介してやりたい。誇れる家族だと。

　──何も変わらない。

　──ハテビトも人間も。

　──絶対にわかり合える。

「まだですっ……」

　アルテが矢をつがえる。

「ああああっ！」

　矢が放たれる瞬しゆん間かん、神しん一いち郎ろうはクサナギを斬きりおろし、アルテの体を斜めに深く裂いた。

　姿を消した矢は神一郎の頭上。跳とぼうとするが、血を流し不敵に笑うアルテが腕を摑つかんでいた。離はなれない。

　その時、頭上の矢が何かにぶつかって弾はじかれた。同時にアルテは力尽き、腕はがっくりと垂れさがる。

　飛んできたのは神一郎が投げ捨てたクサナギの鞘さやだった。

「おう。悪いな」

「私の方がお前より早く終わったからな。これで貸し借りはチャラだ」

　そう言って、レッテが微ほほ笑えんでいた。

「もうちょいお前に貸しときたかったけどな」

　神一郎が鞘を拾って刃やいばを収めた時、校庭の隅すみからミリカの声が聞こえてきた。

「ねえみんなーっ！」
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　校舎に近い、校庭の隅の方。明るい茶ちや色いろのポニーテールを風に揺ゆらし、両手に細い剣を持つミリカはタキシードの男と向かい合っていた。

　ヴァルディアとして戦うのは今日きようが初めてである。近くには隊長がいる。ヘマはできない。しかし、ミリカはそれどころではなかった。

「あのう、オジサマ」

「何だい？」

　ダンディないい声でオジサマ、キリドルが答える。

「一つ訊ききたいことがあるんですけど、いいですか？」

「ほう。何かね？」

　ミリカは今、心躍おどっていた。それは戦いに対するものではなく、目の前に佇たたずむ敵にである。

「オジサマは、どんな女の子がタイプですか？」

　予想外の質問だったのか、キリドルは少々驚おどろいた表情を見せながらも、顎あご髭ひげに手をあて即答した。

「私は、女性というものはすべて崇すう高こうなものと考えている。これといった趣しゆ向こうは特にない」

「んー……。敢あえてっ、敢えて言うなら！」

「……そうだな。エミュレットや君のように、元気のある女性は好感が持てるな」

　その言葉に、ミリカの顔がぱっと輝かがやく。

「それなら……あの……メアド、交換しませんか？」

「メアドとは、メールアドレスのことかね？」

「そうですっ。赤せき外がい線せん通信できますよね」

　言うが早いか、ミリカは自分の携けい帯たい電話を取り出していた。ピンク色で、ストラップがいくつもぶら下がっている。

「しかし、君は私と敵対しているはずだが」

　ミリカとて、キリドルの言っていることが正しいということくらいわかっている。しかし、それでも抑おさえきれない感情というものはあるのだ。

　ミリカは、極度の年上好みだった。

　そしてまさに今、ミリカの理想をかき集めた男性がタキシードを着て喋しやべっているではないか。

　一ひと目め惚ぼれだ。

「ダメ……ですか？」

「女性の頼みを断るというのは紳士のすることではないな……。しかし……」

　キリドルは戸と惑まどっているようだった。ケータイ持ってないのかな、と、ミリカは的まと外はずれなことを考えていた。

「あの、じゃあ、メアドはいいです。でもその代わり、私が勝ったらデートしてください！」

　このオジサマを諦あきらめるつもりはない。

　ミリカの趣しゆ味みはヴァルディアの隊員たちには理解されていなかった。みんな若いアイドルばかり追いかけ、おじさんはメタボだとか加か齢れい臭しゆうがするとか勝手なことを言う。しかし、このオジサマはどうだ。無む駄だな脂肪などどこにもないし、さっきから風かざ下しもにいるため、香こう水すいのいい匂においが漂ってくる。デートをしたならプリクラを撮とって、みんなに自じ慢まんしてやるのだ。

「ふむ。それは魅み力りよく的てきな提案だね。では、私が勝ったら君の血をいただこうか」

「はい！　もう五リットルくらいどうぞ！」

　ミリカは二本の剣を構えた。

　キリドルは微ほほ笑えみ、一本の大振りのナイフを取り出した。金きん色いろで装飾された派は手でなナイフだ。と、途と端たんに香水の匂いを打ち消すように漂ってくる血の匂い。

「紹介するよ。私のイルフィニ『ジャック・ザ・リッパー』だ。彼は血を吸うのが好きでね。私とよく気が合うのだ。そうそう、少し前にイギリスに落としてしまってね。彼を拾った人間が意い識しきを乗っ取られて暴あばれ回ってしまった。あの時は参ったよ、はは」

　人間界の歴史的に結構重大なことをキリドルは口走っているのだが、ミリカはそんなこと気にしていなかった。

「……オジサマ、手加減しませんよ」

　デートがかかっているのだ。しかも負けたらレッテのお叱しかりが待っているだろう。なおさら負けるわけにはいかない。

「楽しみだ。君の英えい力りよく、血と一いつ緒しよに吸いつくしてあげようではないか」

　キリドルがナイフの切っ先をミリカに向けた。

「え？　オジサマ、今何て言いました？　英力を吸うとか……」

「このナイフの能力が気になるかね？」

「えっと、はい。ちょっと興きよう味みあるかなーって」

「君もすぐ目まの当あたりにすると思うが、これは傷をつけた瞬しゆん間かんに相手から英力を奪うばえるのだ。どうかね、吸血鬼である私にぴったりだと思わないかね？」

　戦せん闘とうの常じよう識しきであれば、先に自分の手の内を明かすことなどしない。だがキリドルは嬉き々きとしてナイフについて語った。よほどお気に入りなのだろう。それともただの余裕か。

　ミリカは校庭の隅すみから、大声で叫んだ。

「ねえみんなーっ！　ここに英力を吸うイルフィニがあるよーっ！」

　突然大声を出したミリカにキリドルは何事かと目を丸くする。

　その瞬間、校庭の真ん中あたりにいた戦闘を終えたばかりらしい神しん一いち郎ろうとレッテがこっちを振り返る。と同時に走ってやってきた。その形ぎよう相そうは赤い布を前にした牛のよう。

　さらに屋上から美み琴ことが飛んで、いや落ちてきた。

　それぞれの目指すところは一つ。キリドルだ。

「それをよこせええええええっ！」

「な、何だね君たちはっ！　多勢に無勢にもほどがああぁぁぁ……」




　　　　＊　　＊　　＊




　神一郎、美琴、レッテ、ついでにミリカの四人によるボディプレスを喰くらったキリドルはその下した敷じきになり、そのせいで持病のヘルニアが悪化し、あっという間に戦闘不能に追い込まれてしまった。

「なるほど。それでこのお嬢じようさんから英力を抜き取りたいと」

　腰をさするキリドルの前には、気を失った沙さ紀き。伊い乃のも目を覚まし、傍かたわらで心配そうに娘を見ている。

　キリドルからジャック・ザ・リッパーを奪ったところで使い方がわからないので、正直に事情を話すことにした。はじめは半信半疑だったようだが、沙紀を間近にして、その微量な英力に気づいたことで大方信じてくれたようだ。

「あなたが他勢力の方だということは知っています。ですが、お願ねがいです。沙さ紀きを、娘を助けてください……！」

　伊い乃のの懇こん願がんに、キリドルは髭ひげに手をやり呟つぶやく。

「助ける、か。確たしかに私がこの少女から英えい力りよくを抜き取れば、結果として助けることになるのだろうね。英力を持っているのならその時点で普通の人間ではない。ハテビトに襲おそわれても不自然ではないからね」

　今回がまさにいい例である。ヤサカニが体内にあると推測されたというのは予想外であったが、これからそういう奴やつが現れないとも限らない。

「ぱぱっと抜き取ってくれよ、おっさん」

「男は黙だまっていてくれたまえ」

　神しん一いち郎ろうが言うと、キリドルに睨にらまれた。露ろ骨こつだな、おい。

「ほらほら、さっさとしないとこの人ひと質じちの体が変な感じにねじ切れるよ」

「痛い痛い痛い！　伯はく爵しやくぅ、助けてくださいててててて！」

　すぐそこでは、妙にメロン臭くさい美み琴ことが弱り切ったエミュレットにコブラツイストをかけている。キリドルが頼みを断らないよう、美琴が屋上で寝ていたエミュレットを引きずってきたのだ。人質を取るなど随ずい分ぶんと悪役な発想だが、神一郎としては賛成である。

「まったく……。私が女性の頼みを断るわけないだろう」

　というよりも、キリドルだって少量だが沙紀の英力をもらえるのだ。損な話ではない。

　キリドルはため息を一つ。そして、沙紀の腕をとると、手の甲に小さくナイフで傷をつけた。そしてキスをするように傷口に口をつける。

「ふむ。やはり英力があるな。人間とのハーフか。実に興きよう味み深ぶかい」

　キリドルが口を離はなすと傷口から英力が流れ出し、それは吸い寄せられるようにキリドルへと移っていく。キリドルは「やはり女性の英力は美び味みだな」と、神一郎にはわからない味覚を呟く。もともと英力が少ないため、吸収にそれほど時間はかからなかった。

　やがて、どれだけ近くにいても沙紀からわずかな英力も感じることはなくなった。

「おもしろいイルフィニだな」

　吸血鬼勢力のハテビトは、吸った血を体内で英力に変換するという力を持つ。しかし、それはあくまで血を吸うだけであって、英力を奪うばうということではない。沙紀から英力を抜き取るには、ジャック・ザ・リッパーはまさに適役といえた。

「私は吸血鬼勢力の長だ。これくらいは当然だろう」

「そりゃそうか」

　エミュレットは解放され、わざとらしくキリドルにもたれかかった。

「あーっ！　ずるーい！」

　ミリカがぶーぶー言っているがそれはどうでもいい。

「それでは失礼するよ。今の英えい力りよくで同時に三つできてしまった口こう内ない炎えんが治ったのでね。帰ってしょっぱいものを食べることにする」

　地味に嫌いやだ。これからはちゃんとビタミン摂とれ。

「じゃーねー」

　エミュレットとキリドルはどこからか出現した無数のコウモリに包まれ、姿を消した。あいつらまた来るだろうか。来るだろうなあ。

「ありがとうございます。何とお礼を言ったらいいか……」

　伊い乃のは沙さ紀きを抱きかかえ、涙を浮かべていた。

「俺おれらは何もしてねえよ。沙紀を任せたぞ」

「はい。それでは」

　伊乃は深く頭を下げると、娘と共に帰っていった。

「沙紀の英力、どうなると思う？」

　神一郎はちょうど隣となりにいたレッテに尋たずねた。

「おそらく、体の成長に伴って英力が少しずつ増えていったのだろう。中学生だったか。体の成長期はあと二、三年で終わる。もう英力が溜たまることもないだろうな」

「同感だな。もしまた何かあったら、あのおっさん呼ぶか」

　その時には、栄養バランスのいい料理のレシピを教えてやるか。

「うおーい！」

　と、カラ助すけが飛んできた。ちゃっかり戦せん闘とうが終わってから来るんだこいつは。まあ、戦力にならないからいいけど。

　そういえば。神しん一いち郎ろうはアルテが持っていた弓ゆみ、アポロンの存在を思い出した。これは大きな戦利品である。他勢力のイルフィニはとても貴重だ。使ってもいいし、研究すればその勢力の技術レベルを知ることも可能だ。

　レッテと取り合いになったらどうしよう。アルテを倒したのは自分なのだからと主張するか、それともあっち向いてホイで決めるか。確たしかレッテは、チャンネル選せん択たく権けん獲かく得とくのためには真剣での勝負を希望するとか言ってたな。ここは平和にあっち向いてホイか。

　そんなことを考えながら、うつ伏せに倒れるアルテに歩み寄る。

「お前っ……！」

「私は……こんなところでっ……」

　かすかに残る英力に気づくと同時に、アルテは起き上がり矢をつがえていた。あれだけ深く斬きり裂いたというのに。イルフィニを見つけたというミリカの声に気を取られて、倒したことを確かく認にんしていなかった。そんな自分に腹を立てている暇ひまも、クサナギを取り出す余裕もない。神一郎は反射的に後ろに跳とんだ。

「かはっ……」

　結果的に、矢が放たれることはなかった。アルテの体にはどこからか飛んできた二本の剣が突き刺さり、今度こそアルテは絶命した。

　ミリカだと、神しん一いち郎ろうは思った。しかし、剣が飛んできたのはアルテの後方。そこにミリカはいない。

「神一郎！」

　美み琴ことが駆かけ寄ってくる。続いてレッテとミリカも剣を抜き神一郎に並んだ。

「誰だれだ！」

　レッテが叫ぶ。すると、頭上から一人ひとりのハテビトが降り立った。肩までのびた、赤みがかった無造作に跳はねるくせっ毛。胸にワッペンつきのジャケットに赤いチェックのミニスカート。胸には緩ゆるめたグレーのネクタイが揺ゆれている。八や重え歯ばが印象的な少女だった。

　そしてそいつは、神一郎たちを前にして……。

　土下座をした。

「本っっ当にご迷めい惑わくをおかけしましたっ！」

　唖あ然ぜんという言葉は、こんな時に使うのだろう。奇行ともいえる少女の土下座に、神一郎たちは言葉を失っていた。

「いや……まずあんた誰よ」

　額ひたいを地面に擦こすりつける少女に、最初に声をかけたのは美琴。少女は頭を上げると言った。

「あたしはクロエス。ギリシャ勢力アイカ派のハテビトです。この度たびはうちの者がとんだご迷惑をおかけしまして、あたしが代わりに謝あやまらせていただきますっ！」

　またも地面に額を擦りつける。神一郎もやっと言葉を出すことができた。

「待て。アルテたちはスーゼ派だろ？　お前たちケンカ中じゃねえの？」

「確たしかに敵対はしてますが、身内は身内、同胞は同胞。失礼があったのなら代わりに詫わびるというのが筋というものでございます」

　そもそもどうして謝るのかがわからない。ハテシナは勢力争いをしているわけで、ハテビトどうしが戦うというのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。日本に上陸し戦せん闘とうになったということなど失礼でも何でもない。日本以外でも、どこにでもある話だ。

「何な故ぜ謝る。他勢力のハテビトどうしがぶつかるのは必然というものだろう」

　その疑問をレッテが問う。

　クロエスと名乗った少女はやっと立ち上がり、膝ひざについた砂を払った。

「それはですね、我われらがアイカ姫は平和主義者なのです。よその勢力にお邪じや魔ましイルフィニを奪うばおうなどもっての外ほか。今回もアルテが日本に向かったと聞いてすぐにでも阻止しようとしたのですが、スーゼ派の妨害が厳きびしく、勢力内がごたごたしていまして。あたしがやっとのことで抜け出してきたのです」

　確か、アイカ派はスーゼ派に押されているらしいし、戦力的にも人数的にも劣っているのだろう。

　勢力拡大に積せつ極きよく的てきなスーゼ派と、平和を望むアイカ派。そりゃ敵対もする。しかし、他勢力への上陸を止めようとするとは、随ずい分ぶんと徹てつ底ていした平和主義だ。平和など、今のハテシナにとっては甘っちょろい言葉以外の何でもないのに。

「ふーん。ギリシャも複ふく雑ざつなんだねえ」

「大変だねー」

　と美み琴こととミリカ。深く考えるのを放ほう棄きしたようだ。

「わかっていただけて光栄です。それではあたしは帰らせてもらいますね。ああっ、早く帰ってアイカ姫の頭をなでなでしたいっ……」

　くねくねっと身をよじるクロエス。一体どんな扱いを受けているというのだ。アイカというハテビトは。偉いんじゃなかったのか。

　クロエスがアルテの死体が握っていたアポロンを取り上げる。神しん一いち郎ろうはそこに待ったをかけた。

「それは俺おれが貰もらおうと思ってたんだ。よこせ」

「そう言われましても……。イルフィニは基本的に門外不出ですから」

「スーゼ派を二人ふたりも倒してやったじゃねえか。感かん謝しやってのは物で示すもんだ」

「一人ひとりを倒したのは私だがな」

　レッテが訂正する。美琴は「あんた意外にセコいねえ」と呆あきれたような声で言った。違うだろ美琴よ。あのアポロンを手に入れることができれば、宝ほう物もつ局きよくに渡さずにお前が使ったっていいんだ。弓ゆみ矢やが趣しゆ味みでないなら、何かと交換しろと宝物局に交渉できるではないか。誰だれのためにセコくなっていると思っているのだ。ちくしょう。

「ダメですよ。ご存じのとおり、あたしたちは劣勢です。今はイルフィニ一つでも貴重なんです。確たしかにあなたたちの戦利品を横取りという形になってしまいますが、アイカ姫のためでしたら、あたしはどんな汚いことでもやってのける覚悟です」

　瞬しゆん間かん、今までなかった敵意がクロエスから神一郎たちに向けられる。低くなったその声すらも、殺傷力を持っているように感じた。

「お前がアイカって奴やつのことをどれだけ好きかは知らねえが、イルフィニはどこの勢力でも貴重なもんだ。なあレッテ」

「いきなり振るな。……だが同感だな。クロエスよ、交渉といかないか？」

　言いつつも、レッテは剣を強く握ったままだ。クロエスの未知の力を警けい戒かいしているのだろう。

「剣をおさめてくれていいですよ。もちろん、あたしだってタダで貰おうなんて思っていませんから。ちゃんと代わりの品を用意します」

「何だ？」

「……この場であなたたちを殺さない、ということです」

　クロエスの英えい力りよくが解放される。それは確かく実じつに、ここにいる誰だれよりも大きなものだった。万全のレッテでも、敵かなうかどうかはわからない。

「なっ……！」

　そして気づいた時には、神しん一いち郎ろうたちはいくつもの剣に囲まれていた。それはアルテを突き刺したものと同じ剣。特徴のないオーソドックスなデザインの剣たちが、その切っ先を円の中心にいる四人に向けていた。

　視界を埋める剣、剣、剣。もしこれらが一斉に飛んできたなら、はたして無事でいられるだろうか。
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「これは、イルフィニか」

　レッテが呟つぶやく。自然と、四人は背をつけて四方を警けい戒かいする形になっていた。

「ぴったり百本あります。これがあたしのイルフィニ『ヘカトンケイル』。見たところ消耗しているようですし、おとなしくしていてくれませんかね」

　おとなしくも何も、この状況では動けない。

「ちっ……」

「交渉成立ですね。それでは」

　神一郎の舌打ちをイエスと受け取ったのか、クロエスはアポロンを持って姿を消した。それと共に、百本の剣も消滅する。

「平和を求め、それを押し通すだけの力も持つか。アイカ派、侮あなどれぬな」

　冷静に言い放つレッテだったが、強く唇を嚙かんでいた。

　平和を望むと言いながら、クロエスはためらいなくアルテを殺した。戦いを終わらせるために戦う。矛む盾じゆんしているとも思えるが、力さえあれば、それはまかり通る。

「同感だ」

「うおーい！」

　二度目となるカラ助すけの呼び声。さっきまでその辺にいたはずだが。

「どこにいたんだよ」

「遠く離はなれたところからしっかり監かん視ししてたのさ」

　逃げたのか。おそらく、アルテが生きていると発覚した瞬しゆん間かんから全速力で飛んでいったのだろう。

　結局戦利品はなし。美み琴ことはしばらくブラシを使えばいい。本人は結構気に入っているようだし、それでいいか。

「この辺の処理頼むな。俺おれはこれから……」

　帰って鍋なべ食べる。そう言いかけて気づいた。

　無む意い識しきのうちに足が動く。走り出す。

「ちょっと神しん一いち郎ろう！」

「後始末任せた！」

　美琴がいる。レッテがいる。ミリカがいる。エミュレットのせいで周しゆう慈じまでここにいる。

「ちっ」

　また舌打ちが出た。

　春はる菜なは今、一人ひとりじゃないか。







　玄関の前で、血や土がついてしまっている上着を脱いだ。どうせ矢で穴があいてしまったからもう着られない。

　リビングのドアを開けると、そこには春菜がいた。テレビはついておらず、明るい部へ屋やの中で一人、携けい帯たい電話を握りしめていた。

「春菜」

「神一郎さん……」

　春菜は少し安心したような顔を見せた。

　鍋はそのまま。美琴の食べかけ、レッテのフォーク、火の消えたカセットコンロ。

　最初に、言わなければいけないことを言った。

「ただいま」

「……お帰りなさい。あの、みんなに会いませんでしたか？　美み琴ことさんが神しん一いち郎ろうさんを尾び行こうするって出て行って、そしたらレッテちゃんもどこかに行っちゃって……。周しゆう慈じもミリカさんも外に出たまま帰ってこなくて……電話にも出なくて……」

「いや、知らねえな。そのうち帰ってくるだろ」

　噓うそを悟られないように言えただろうか。白しら々じらしくならなかっただろうか。今までどれだけ、春はる菜なに噓をついただろうか。

「そうだと、いいんですけど……」

　携帯電話に目を落とす。もう何度も、周慈の携帯電話を鳴らしたに違いない。

　春菜は顔を上げ、神一郎と目を合わせた。

「あの、沙さ紀きちゃんには……会えましたか？」

「ん？　ああ」

「何て……答えましたか？」

　どこか寂さびしそうなその表情。春菜は、沙紀が何を言うのか知っているようだった。そして、神一郎が何と言ったのか、それを聞くのを怖がっているようにも見えた。

「いや、途と中ちゆうで色いろ々いろあってな。うやむやになっちまった」

「え？　本当ですか？」

　春菜は目を少しだけ見開く。

「噓つかねえよ。結局何の用かわからずじまいだ」

「そう、ですか」

「ああ」

　春菜はうつむき、それ以上何も言わなかった。何を考えているのか、神一郎にはわからない。

　かける言葉もない。

　沈ちん黙もくに耐えられなくなった神一郎は、鍋なべを温め直すことにした。もうすぐ美琴たちが帰ってくる。その時、すぐに夕飯が再開できるようにしておこう。

　キッチンに向かおうとすると、春菜が服の裾すそを摑つかんでいた。いや、細い指でそっとつまんでいた。それでも、神一郎の足を止めるには十分だった。

「春菜？」

「すみません。もう少し、ここにいてくれませんか？」

「いや、キッチンに行くだけだし。外にはもう出ねえよ」

「そうじゃないんですっ……。近くに……いてください」

　声が震ふるえていた。

　春菜は一人ひとりだったのだ。こんな広い家で。

　ほんの少しの時間だ。一日の半分の半分もない時間。普ふ段だんならいつの間にか過ぎているような時間。

　でも、春はる菜なにはとても長かったのだろう。一いつ緒しよに行くことも、追うこともできず、ただ待つことしかできない。

　一度大切なものを失っている春菜にとって、それはどんなに辛つらいことだろう。また失ってしまうのではないか。そんな恐怖に襲おそわれてしまったのではないか。

「わかった。ここにいる」

　神しん一いち郎ろうが言うと、春菜はか細い声を紡つむぎ出した。

「……みんな急にいなくなっちゃって、気づいたら一人ひとりで、周しゆう慈じも電話に出なくて……。どうしたらいいかわからなくて……。もしかしたらもう帰ってこないんじゃないかって思っちゃって……私……」

　神一郎は、もう一つ言わなければいけないことを言った。

「ごめん。一人にして」

　春菜が顔を上げると、まばたきした拍子に涙がこぼれた。そしてまたうつむき両手で顔を覆おおった。

「神一郎さんは悪くないです。謝あやまらないで、ください」

　何を言えばいい。何を言えば、春菜は泣かずにいてくれる。

　わからなかったから、とりあえずしゃがんだ。わからなかったから、とりあえず春菜の顔を隠かくす手をとって、握った。

　そうしたら、言葉が勝手に出てきてくれた。

「帰ってくるから、絶対。大切だから、この家が。矢が降ってきても帰ってくるから」

　そう言うと、涙を浮かべたまま春菜は微ほほ笑えんで「おおげさですよ」と言った。

「……でも、嬉うれしいです」

　春菜の小さな白い手は、神一郎の手を握り返してくれていた。

　不ふ思し議ぎで仕方がない。春菜の前だと、どうしてこんなにもすらすらと恥はずかしいセリフが言えるのだろう。言っている間は恥ずかしいなんて思っていないんだけど。

　その時リビングの扉が開き、美み琴ことの声が飛び込んできた。

「お邪じや魔ましまーす。敢あえて言うよ。お邪魔しまーす」

　神一郎はリモコンを投げた。

　美琴はミリカを盾たてにした。






　６、 シャチかイルカか







「告白……しないの？」

　私たちはまた外でお弁当を食べていた。隣となりに座る沙さ紀きちゃんは、おにぎりを頰ほお張ばっている。その手の甲には絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

「うん。昨日きのうの夜さ、神しん一いち郎ろうさんに告白しようとしたんだけど、そこにバイクが突っ込んできたんだって。私は気づかなかったんだけど、神一郎さんが私を突き飛ばして、その拍子に気絶しちゃってさ。お母かあさんが帰りが遅いの心配して来てくれてて、そのままおんぶで家に帰ったんだ。んで、目が覚めたら朝ってわけ」

　沙紀ちゃんが告白しなかったのはあの人に聞いていたけど、まさかそんなことがあったなんて。手の甲の絆創膏はその時のケガだろうか。でも、沙紀ちゃんに大きなケガがなくてよかった。

　そして、沙紀ちゃんは笑いながら続けた。

「それでさ。朝になったら神一郎さんが好きって気持ちが吹ふき飛んでたんだ。あ、いや、嫌いになったわけじゃないんだけど、あの不ふ思し議ぎな気持ちがなくなってたの。うーん、何だったんだろうなー」

　それは私にもわからない。でも沙紀ちゃんはさっぱりしたみたいで、告白できなかったことに未練があるようでもない。

「そうなんだ……」

「というわけで、どうぞご遠えん慮りよなく」

　沙紀ちゃんが顔を近づけ、いつもの明るい笑え顔がおを見せる。

「べ、別に私は」

　焦あせった隙すきに、沙紀ちゃんにおかずを取られてしまった。

「あはは。でも、嬉うれしかったよ。春はる菜なが私のこと大切に思ってくれてるってわかって。それに私は、神一郎さんを大切に思ってる春菜も好き」

「沙紀ちゃん……」

　と、沙紀ちゃんはポケットから何か取り出して私に握らせた。二枚の水すい族ぞく館かんのチケットだった。電車ですぐに行ける、小さな水族館だ。

「これね、もし告白が上う手まくいったら神一郎さんを誘さそおうと思ってたんだ。あげる。いやー、皮かわ算ざん用ようはするもんじゃないね」

　そう言って、残っていたおにぎりを口に詰め込んだ。

「ありがとう。でも、いいの？」

「いいのいいの。絶対に神しん一いち郎ろうさんと行ってね。じゃないとお金返してもらうから」

「え……ええっ!?」

「当ったり前じゃん。ちゃんと報告書を提出すること。原げん稿こう用よう紙し五枚以上。文字にできない部分にはピーを入れてね」

「沙さ紀きちゃんっ！」

「隙すきあり！」

　またおかずを取られた。おかずも重要だけど、それよりもこのチケット。

　どうしよう。




　　　　＊　　＊　　＊




　夜、レッテとミリカのお別れ会が盛大に、といっても藤とう堂どう家けのリビングで行われた。テーブルには大きな皿に盛られたパスタ、トマトのスライスが整せい列れつしているサラダ、ノンアルコールのシャンパンが並んでいる。さらに冷れい蔵ぞう庫こには大きなケーキも準備してある。

　任務を終えたレッテとミリカは、すぐにでもハテシナに帰き還かんしなければならなかったが、さすがに無断で帰るのは春はる菜なたちに悪いと思ったのだろう。ホームステイを終えなければいけない適当な理由を作り、帰ることを告つげた。

　突然のことに春菜と周しゆう慈じは寂さびしそうにしていたが、それはどうしようもない。すると春菜が「歓かん迎げい会かいはちゃんとできなかったけど、お別れ会はちゃんとやりましょう」と言って、開かい催さいが決まったのだ。

「美お味いしいですね隊ちょ、じゃなくてレッテちゃん」

　ミリカはラーメンのようにパスタを食べていく。こいつだけ昨日きのうの戦せん闘とうで戦っていないので妙に元気である。

「ああ。美味しいな」

　レッテも控えめにフォークで巻き取り、口に運んでいく。

「レッテちゃん、夏休みとか、時間があったらまた遊びに来てね」

「うむ。日本に来る際には、必ず寄ると約束しよう」

　レッテは日本に来る任務の度たびに来るつもりだろうか。次は敵かもしれないのに。まあいい。この家の中だけはボーダレスってことにしといてやる。外に出たら全力で斬きりかかるけど。

「周慈ぃ、ちょっと芸しなさいよ」

「え、芸なんてないですよ」

　美み琴ことは周慈に絡からんでいる。どうしてノンアルコールで酔っ払えるのか。美琴が周慈を脱がそうとしたところで蹴けって止めた。そしたら美琴が脱ぎ出したので蹴って止めた。

　ケーキも食べ終わり、記念に写真を撮とることになった。

「タイマーは十秒でいいよね。はい、撮るよー」

　美み琴ことがデジカメをテーブルに置いて、タイマーをセットする。ソファにはレッテを挟はさむ形で春はる菜なと周しゆう慈じが座り、その後ろに神しん一いち郎ろうとミリカ、そして美琴が並んだ。

「レッテちゃん、ほら笑って」

「う、うむ」

　ハテビトと人間が一いつ緒しよに写る、きっと世の中に数枚とない写真。思ったのは沙さ紀きと伊い乃ののこと。住む世界が違っても、人間をはるかに超える力を持っていても、ハテビトと人間は通じ合うことができる。

　だってほら、みんな笑え顔がおで写っている。しかし、どうして自分の笑顔っていうのはこんなに気味が悪いのだろう。

　写真はすぐにプリントし、レッテとミリカに渡した。

　飛ひ行こう機きのチケットが夜の便しか取れなかったということになっているので、レッテとミリカはお別れ会の後すぐに家を出ていった。神一郎と美琴は駅まで送ると理由をつけて後を追った。

　それがわかっていたのか、レッテたちは家から角を一つ曲がったところで待っていた。

「お疲れ。正直助かった」

「いや、こちらこそ周慈殿どのを巻き込んでしまってすまない。私の責任だ」

　レッテは軽く頭を下げた。完かん璧ぺきにミリカのせいだが、隊員の責任は隊長の責任ということか。

　周慈は最近気を失うことが多いのでどこか悪いのかと悩んでいるらしい。美琴がフォローしているが、そりゃ不安にもなる。本当にドンマイ。全部エミュレットが悪い。

「そーいえば、どうして周慈君は狙ねらわれてるんですかねー」

　何も知らないミリカが至し極ごく当然の疑問を口にする。

「ミリカ、それ以上は減げん俸ぽうに値するぞ」

「ええーっ！　横おう暴ぼうですよぅ！」

　レッテと組んだばかりにかわいそうに。まだ入隊したてだから、給料も低いだろう。っていうか、ヴァルディアの給料は固定なのだろうか。それとも歩ぶ合あいだろうか。別にいいけど。

「あんたらがギリシャを抑おさえておいてくれりゃ、私らは楽なんだけどねえ」

「牽けん制せいはしている。が、日本にクサナギとヤサカニがある以上、また刺し客かくは来るだろう」

「だよねー」

　苦にが笑わらいの美琴は頭を掻かいた。

「そーいえば、神一郎くんの持ってる刀って、何かクサナギっぽくなかったですか？」

　何も知らないミリカが極々当然の疑問を口にする。

「ミリカ、それ以上は解かい雇こに値するぞ」

「ええーっ！　お給料ないとカードのローンが払えないですよぅ！」

　半泣きのミリカを連れて、レッテは神しん一いち郎ろうに背を向ける。

　そのランドセルを背負った背中に声をかけた。

「春はる菜なのことも、サンキューな」

「構わん。仲良くやれ」

「ばいばーい」

　レッテは振り向かず、ミリカは何度も振り返って手を振っていた。

　家に帰ると、二階の部へ屋やにカラ助すけが来ていた。そういえば、今回のことを報告してもらうために呼んでおいたのだった。

「え？　みっちゃん帰っちゃったの!?」

　カラ助が羽はねをばたつかせる。気が合っていただけにショックのようだ。

「あいつさ、あんま戦ってねえのに、食うだけ食って帰ってったな」

「そういえばそうだねえ」

　ま、美お味いしそうに食べていたのだから良しとしよう。ヴァルディアで日本食が流は行やることを期待する。

「あーあ、今度一いつ緒しよにデパ地下の試食巡りしようって約束してたのに……」

　カラ助は「はあ」というため息の代わりに「カア……」と鳴いた。いつの間にそんな約束をしたというのか。

　報告内容であるが、中身はシンプルなもので、イルフィニを捜しにきたギリシャ勢力のハテビトを二人ふたり討とう伐ばつしたというだけである。吸血鬼勢力の奴やつらは周しゆう慈じと関かかわっているから隠かくすべきだし、伊い乃のと沙さ紀きのこともそうだ。なんだか、仕事をする度たびに隠かくし事ごとが増えていくな。

「沙紀、結局何の用だったんだろうな」

　部屋に置かれた衣い装しようケースに腰かけて、神一郎は言った。万年床どこの布ふ団とんにあぐらをかいた美み琴ことは、髪の毛先をいじるのをやめてにやっと笑った。

「そりゃあ、愛の告白でしょう。あれは恋する乙おと女めの目だったね」

　鍋なべを放ほう棄きし、英えい力りよくを完全に消してまで尾び行こうしていた奴が言った。

「まさか。何で沙紀が」

「それは私にもわからないけどねー。あんたを好きになるとか、アボカドの存在くらい意味わかんないし」

「うるせえよ」

　アボカドに謝あやまれ。

　と、そこでカラ助が羽根をぴんと立ててみせた。

「おいらの推理を聞いてくれ」

「揚あがれ」

「揚げんな！　ゴホンっ。あのな、確たしかに神一郎を好きになるのは意味がわからない。でもな、それが英えい力りよくのせいだとしたらどうよ」

　さりげなく失礼なことを言っているが、後半部分が気になった。美み琴ことも「続けて」と言った。

「沙さ紀きは英力を持ってたわけで、それが少なからずハテビトのお前らと反応するだろ？　その現象はお前らにとっては普通だけど、英力の存在を知らない沙紀にとってはただ変な気分になるだけだ。それは美琴にも感じてただろうけど、神しん一いち郎ろうは異性だろ？　恋だって勘かん違ちがいしちまってもおかしくねえんじゃねえかなあ」

　神一郎と美琴はしばらく顎あごに手をあて考える。

「ほうほう。それはいい線せんいってるんじゃない？　やるじゃん」

　美琴は納なつ得とく。神一郎もあり得ることだと思った。

「だろ？　恋愛のことについては任せてくれよ。黒いカラスもおいらに見つめられれば赤く染そまる。漆しつ黒こくの翼つばさの恋のハンターといえばおいらのこと、その名も──」

「神一郎さーん」

　下から春はる菜なの声。そういえばお別れ会の片づけがまだだった。

「言わせてくれよ！」

　とうとう春菜にさえ妨害されたか。

「まあ、また沙紀が告白したならマジ、何もなかったら英力のせいだったってことでよくない？」

　美琴は寝転び、神一郎を見上げる。それはお前の布ふ団とんじゃないだろ。

「んー、そうだな」

「で、もし告白されたらどうすんの？」

「そん時はそん時に考えるさ」

　それだけ言って、神一郎は一階におりていった。

　キッチンではすでに春菜が片づけを始めていて、神一郎は隣となりに並んでスポンジに洗剤をたらした。

「レッテちゃんたち、あっという間でしたね」

　やはり寂さびしいのか、春菜の声は小さい。

「また来るんじゃねえの？　連絡なしで」

「そうしたら、今度はちゃんと歓かん迎げい会かいしましょうね」

　それから、会話もなく黙もく々もくと食器洗いは続いた。風ふ呂ろ場ばの方からは「周しゆう慈じー、もうお風呂空あいた？」「ま、まだ僕が入ってますよ！　開けないでください！」「あ、ごめーんわざと」「いいから閉めてください！」という思春期なやり取りが聞こえてくる。

　食器を棚たなに戻し、キッチンの周りをきれいにして、神一郎はリビングでテレビでも観みようと歩き出す。が、春菜に服を摑つかまれた。

「ん？　まだ何かあるか？」

「い、いえ。その、神しん一いち郎ろうさんはお魚……好きですか？」

「俺おれは特に好き嫌いないけど。明日あしたは魚にするか？　サンマもそろそろ季節が終わるしな」

　瞬しゆん時じに、神一郎はスーパーの鮮せん魚ぎよコーナーで買うか、魚屋で買うか考えていた。よし、行ってから決めよう。

「そうじゃなくて！　食べる方じゃなくて、観みる方です」

　ふと、春はる菜なが何かを握りしめているのが見えた。もうクシャクシャだが。

　春菜は自分が強く握ってしまっていることに気づいたようで、慌あわててそれをピンと伸ばした。神一郎はそれを一枚ひょいっと取り上げる。

「へー、水すい族ぞく館かんか」

「あっ……」

　チケットの端はしにある簡かん単たんな地図を見ると、ここから電車で遊園地とは逆の方向に三つ行ったところにある駅の近くだった。十分に近所の範はん囲いである。水族館なんてあったっけ。

「いいじゃん。行こうぜ」

　遊園地の時は途と中ちゆうで抜けてしまったし、いい埋め合わせだと思った。

　快かい諾だくした神一郎だが、それでも春菜はどこかぎこちない。

「あの、それ、二枚しか……ないんです」

「ふうん。じゃあ入り口で足りない分買うか」

　いくらだろうか、チケットの裏を見るが値段は書いていなかった。沙さ紀きには春菜から連絡してもらうとして。そう考えながら神一郎が今度こそリビングに行こうとすると、また服を摑つかまれた。

「そうじゃないんです！　二枚しかないから……その……二人ふたりで、行き、ま、せんか？」

　壊こわれたロボットのように途切れ途切れに声を出す春菜。しかし、その見上げる目はしっかりと神一郎を見て、というより軽く睨にらんでいた。

「お？　おう……」

　変な気迫に、返事をしてしまった。

　二人が誰だれと誰かなんて、この状況で考えるだけバカらしい。







　土ど曜よう日びはこれでもかというくらい晴れて、朝起きてカーテンを開けた神一郎は、今日きようにでも全国の傘かさ屋やが廃業するのではないかと思ったほどだ。

　時刻は午後一時前。神一郎と春菜は水族館の入り口でチケットをちぎってもらっていた。

　たいした規模の水族館ではないから人もそんなにいないだろうと油ゆ断だんしていたが、休日だけあって人は多い。薄うす暗ぐらい館内ではじめに出会ったのはたくさんの海水魚が泳ぎ回る水すい槽そうで、大きなエイがひらひらと優ゆう雅がに泳いでいた。

「あれってさ、死んだら従業員で食うのかな」

　押していた車くるま椅い子すを止め、石いし鯛だいを見ながら神しん一いち郎ろうは言う。

「もう、雰囲気壊こわさないでくださいよ」

　春はる菜なはご立腹のようだが、気にならないのだろうか。

　実は、ここまで来るのには色いろ々いろと乗り越えるべき困こん難なんがあった。昨日きのうの夜から挙動不ふ審しんだった春菜を美み琴ことが問い詰め、黙だまっておけと言ったのに春菜は喋しやべってしまったのだ。水すい族ぞく館かんに二人ふたりでいくと言った時の美琴の「二人で？　へー、ひゃっほほーい」という顔は今でも忘れない。

　美琴が尾び行こうしてきそうだったので、隙すきを見て美琴に布ふ団とんをかぶせ、ひもで縛しばってきた。その上からさらに緊きん縛ばくの英えい符ふを使い、ぐるぐる巻きにして庭に放っておいた。そう簡かん単たんには抜け出せないはず。周しゆう慈じは友達と遊びに行ってしまっているから、助けは望めない。

　というわけで、春菜の服は美琴のコーディネート。ついでにデジカメも持たされている。

　順路に沿って歩いていくと、比較的小さな水すい槽そうに、熱ねつ帯たい魚ぎよが一種類ずつ入っていた。熱帯魚なんてグッピーくらいしか知らないから、色いろ鮮あざやかな魚たちを見て素直にきれいだと思った。

「そういやさ、お前の家で何か飼ったことってないのか？」

　あれだけの豪ごう邸ていである。ペットが似合わないはずがない。近所の家は犬や猫を飼っているし、血統書つきのゴールデンレトリーバーくらいいても不ふ思し議ぎではない。

「実は、動物って飼ったことないんです」

「これから飼おうとかは？」

「あんまり考えたことありません。……今は、ペットよりもお世話が大変な人たちが二階にいますから」

　振り返って、春菜はいたずらっぽく笑った。春菜のこんな笑え顔がおを、久し振りに見た気がした。

「挑戦的だな」

「きゃっ！」

　神一郎は下に力を入れ、車椅子を傾けた。このままウィリー走行をしてやろうか。

　しばらく歩くと、お土産みやげコーナーがあった。春菜が行きましょうと言って、二人で店に入る。

　もちろん魚をモチーフにしたグッズばかりで、キーホルダーや海を描いたパズルなど、結構品しな揃ぞろえは充実していた。

「あ、これかわいい」

　その中から春菜が手に取ったのは、デフォルメされたイルカがくっついたストラップだった。隣となりにシャチの物が並んでいるのに気づき、それも手に取る。

「神一郎さんは、イルカとシャチ、どっちが好きですか？」

「どっちが好きってわけじゃないけど、シャチはあんまり気に入らん」

「どうしてですか？」

　春菜は意外そうな顔をした。獰どう猛もうなシャチの方が似合うとか、そんなふうに思っていたのだろうか。

「白か黒かはっきりしねえじゃん、こいつ」

「……そんな理由ですか」

　呆あきれたように、春はる菜なは笑った。

「それ欲しいなら、買ってやろうか」

　イルカのストラップを眺める春菜に、神しん一いち郎ろうは言った。春菜は「え？」とこっちを見る。

「いいんですか？」

「そんな高くないしな。他ほかのにするか？」

「い、いえ。これにします」

　いくつかある色の中から、春菜はピンクの物を選えらんだ。それをそっと手のひらで包む。

「じゃあ俺おれはこれにするかな」

　神一郎は同じデザインの青いイルカを選んだ。その途と端たん、春菜は頰ほおを染そめて。

「あ、あの……お揃そろい……」

「周しゆう慈じは緑みどりで美み琴ことはオレンジでいいか」

　ひょいひょいっと、さらに二つを手に取る。

「え？」

「お土産みやげ。せっかくだから揃えようぜ。ほら、お前のよこせ。金払ってくるから」

「……はい」

　ストラップを差し出した春菜は、どこかご機き嫌げん斜めのようにも見えた。

「どうしたよ」

「何でもないですっ」

　シャチがよかったのだろうか。

　思いつきで買ってしまったものの、このストラップ、どうしたものか。クサナギにでもつけるか。シールに続いて、またクサナギらしからぬ要素が増えるが。

　この水すい族ぞく館かんはイルカショーなどがあるわけではなく、順路に沿って歩いていけばそのまま出口に着いてしまう。春菜がもう一度見たいという水すい槽そうにいくつか戻って、三時を過ぎる頃ころには出口に向かって車くるま椅い子すを押していた。

「楽しかったですね」

「ああ。……それでさ、春菜」

「はい」

「前にさ、言ってたじゃん。お前と沙さ紀き、どっか行くなら誰だれかって」

「え？　あ、はい……」

　蒸むし返すのは悪いと思った。だけど、答えは出しておくべきだとも思った。

「どっちかとは言えないけどさ、お前と歩いても沙紀と歩いても、俺にとっては別に何も変わらないから。お前が行きたいところがあるなら、連れてってやる。車くるま椅い子すが無理なら、おんぶしてもいい。だから、ああいうことは、もうナシな」

　曖あい昧まい、だっただろうか。春はる菜なはどっちかっていう答えを望んでいたわけだし、またごまかすような形になってしまっただろうか。

「私こそ、変なこと訊きいてしまってすみませんでした。でも、ありがとうございます。神しん一いち郎ろうさんが言うと、本当にどこにでも行けそうです」

「ま、だいたい行けるだろ」

　出口が見えてきた。が、そこで春菜は止めてくださいと言った。バッグからデジカメを取り出して、近くにいた人を呼び止める。

「すみません。一枚、お願ねがいできませんか？」

　家族づれらしいおじさんは了解してくれて、デジカメを渡す。色とりどりの魚が泳ぐ水すい槽そうを背景に、神一郎はしゃがみ、春菜と同じ顔の高さで並んだ。

　フラッシュが光って、おじさんにお礼を言ってカメラを返してもらう。そういえば、ここに来てまだ撮とっていなかった。

「今日きようはありがとうございました。……夕ご飯、どうします？」

　今撮った写真を確かく認にんして、春菜はバッグにしまった。

「魚見てたら食いたくなった。カレイの揚あげ物ものとかどうよ」

　あ、春菜がすごく複ふく雑ざつな顔をしている。やっぱり魚は却下か。

　水すい族ぞく館かんを出れば、後は帰りにスーパーに寄って何か買って、家に帰って夕ご飯を作って食べて、風ふ呂ろに入ってテレビを観みて寝る。何も変わったことなどないのだ。

　何も変わらない。近くにいる人も、守りたいものも。




　　　　＊　　＊　　＊




　美み琴ことが目を覚ますと、そこは真まっ暗くらだった。わずかな光もない、完全な闇やみ。しかも体が動かない。一体ここはどこだ。

　布ふ団とんの中だ。

　頭が覚かく醒せいしていくにつれ、段だん々だんと記き憶おくが蘇よみがえってくる。神一郎と春菜が水族館にデートに行くというので、今度こそ尾び行こうするしかないと張り切っていたら、突然後ろから布団をかぶせられて縛しばられたのだ。

　これくらい簡かん単たんに抜け出してやると思っていると、なんとあの男、英えい符ふまで使いやがった。

　そうして布団から抜け出せないまま庭を転がっているうちに、眠くなって寝てしまったのだ。布団をかぶっているのだから寝るのは当然。と、美琴はあっさりと自分を肯定した。

　いや、こんなところでのんびりしている暇ひまはない。今まさに、神一郎と春菜のラブラブデートが繰くり広げられているのだ。

「見てください。お魚、かわいいですね」「そうだな。でも、お前の方がもっとかわいいよ」「神しん一いち郎ろうさん……」「春はる菜な……」「しんちゃん……」「はるぴょん……」。

　見たいっ。これを見なければ絶対に後こう悔かいする。

　美み琴ことは全身に力をたぎらせた。

　どうやら英えい符ふの効果が薄うすれてきているようだ。自分を縛しばる英えい力りよくが小さくなっている。

「だりゃあああっ！」

　そして、縛っていたひもと共に布ふ団とんがはじけ飛んだ。中の綿が庭に散らばったが、そんなことは気にしていられない。

　さあ、いざ水すい族ぞく館かんへ。

　しかしそこにあったのは、空一面の橙だいだい色いろ。吹ふき抜ける冷たい風。通り過ぎる買い物帰りのご近所さん。

　広い庭の真ん中で一人ひとり、美琴は手を腰にやり、堂々とそこに立っていた。

「……寝過ごしたっ！」




　　　　＊　　＊　　＊




　スーパーに寄って家に帰ると、玄関先でちょうど周しゆう慈じに会った。三人でリビングに行くと、庭で美琴が夕日を全身に受けて立っていた。その背中は変に勇ましい。

「おはよう！」

　美琴は妙に元気だ。そして庭には散らばった布団の破片たち。まさかこいつ、今まで寝ていたのか。ぐるぐる巻きのまま。

「いや夕方だし」

　買ってきた食材を冷れい蔵ぞう庫こにしまい、神一郎はお土産みやげを周慈と美琴に渡した。

「へー、いいじゃん。ありがと」

　オレンジのイルカのストラップを袋から取り出し、美琴はクルクル回してみせる。

「シャチのやつもあったんだがな。イルカにした」

「私はイルカ派だから文句なーし。シャチってさ、白黒はっきりしないところがイマイチなんだよねー」

「死ね」

「何で!?　あんたシャチ派だったの!?」

　その逆だからムカつくのだ。理由までかぶるなんて、なんて出来の悪いコントだ。

　周しゆう慈じもストラップを袋から出して、携けい帯たい電話につけていた。そんな周慈を見ながら、しかし春はる菜なは何な故ぜかストラップをただ眺めているだけだ。
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「春菜、お前はそれつけねえの？」

「いえ……。机にしまってきれいなままとっておこうか、ケータイにつけようか、迷ってるんです」

「いや、せっかく買ったんだからつければいいじゃん」

　何を悩むことがあるというのだろう。神しん一いち郎ろうがそう言っても、春菜はなかなか袋から出そうとしない。

　春菜がストラップをつけたのは、しばらく悩んだ後だった。白い携帯電話にピンクのイルカが揺ゆれると、春菜は「ふふっ」と笑った。

「すぐになくしたりすんなよ。俺おれの金なんだから」

「絶対になくしません。大切にします。大切な、宝物ですから」







美「オバケ屋や敷しきには死んでも入らない作者が贈おくる、藤とう堂どう家けはカミガカリの第三巻、お楽しみいただけたでしょうか。それほどお待ちかねでもない『カミガカリ一問一答』の時間です」

神「作者がオバケ屋敷に入らない理由は、怖がりだという他ほかにもう一つある。作者はびっくりした時に『大声を出す』『しゃがみ込む』などの反応はせず、『驚おどろかせた対象を殴る』ということをするわけだ」

美「それで今まで、友人、バイト先の先せん輩ぱい、弟を殴りました。過剰防ぼう衛えいにもほどがありますね」

神「つまり、オバケ屋敷に入ったら、間違いなくオバケ役の人を殴る」

美「迷惑な話だよね。それでは質問をどうぞ」

神「まずはこれだな。『単位は取れましたか？』。こりゃあ、ちょっと前の話だな」

美「取れました。ちゃんと卒業できました。……いやー、あれはびびったね」

神「家に教きよう務む課かから電話があって、『単位足りないから卒業できません。追試受けてください』だもんな」

美「しかもその時作者は富ふ士じ急きゆうにいて、追試とドドンパというダブルの衝しよう撃げきを受けたんだよね」

神「大学生は計画的に単位を取れよ。卒業にカウントされない単位とかあるから要注意だ」

美「では次」

神「『さっき似た人見ましたけど』。……これはホントによく言われるよな」

美「作者に似た顔の人って多いんだよねー。友人に会うと『あれ？　お前さっき京けい浜ひん東とう北ほく線せんに乗ってなかった？』って言われるもんね。総そう武ぶ線せんで来たっちゅうねん！」

神「作者自身、電車に乗って向かいに座った人が自分だったってこともあるしな」

美「ちなみに似ていると言われた芸能人は大○洋です。全然似てません。美容師さんはどこが似てると思ったんでしょう」

神「それは永遠の謎なぞだな」

美「それではこの辺で。から揚あげにレモンはかけない派の天あま霧ぎり美み琴ことがお送りしましたー」

神「ちょっと待て。そこはかけるだろ」

美「はあ？　から揚げにはマヨネーズって昔っから決まってるでしょうが！」

神「マヨネーズかよ！」

美「美お味いしいんだってば！　噓うそだと思うなら今日きようの夕ご飯をから揚げにしなさいよ」

神「今日はエビフライにする予定なんだよ。エビももう買っちまった」

美「明日あしたにしなさい！　から揚げの決着つけないと安眠できないじゃん。あー、でもエビフライも食べたい！」

神「忙しいなお前！　だいたいな、決着も何も、もうスペースがねえ」

美「マジで!?　あっ、いつの間にかもう後半にっ！」

神「諦あきらめろ。あと一行しかねえ」

美「ダメ。このままじゃこのコーナー終われない。こうなりゃ気合いで次のページまでぶち抜けません。ここからは作者のスペースです。こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。三巻、出ました。三巻だけ読んだという方は少ないと思いますので、ほとんどの方は一、二巻に続き読んでいただけたのでしょう。いかがでしたでしょうか。






　前作までと今回の違いは、春はる菜な視点のシーンが多いということです。実を言うと、私は女の子視点で文章を書くのが好きです。得意だと言ってしまうとハードルが上がってしまうので、敢あえて言いません。大学時代も女の子が主人公の物語を書いていました。私が男なので、変に感情移入することなく、しっかりとキャラクターが独立するのかもしれません。




　そういえば、二巻を読んだ後こう輩はいがこんなことを言っていました。「ネットや電でん撃げきの缶詰などではアオイのことを『幼女』と表現しているのに、本ほん編ぺんでは『少女』ですね」と。それもそのはず、私は『幼女』なんて言葉知りません。本当ですよ！　一、二巻の表紙がアレだからって、私は決してロのつく人ではありませんよ！

　告知などの文言はすべて担当さんによるものです。つまり『幼女』と書いたのは担当さんです。もう一度言います。『幼女』と書いたのは担当さんです。







　以下、謝しや辞じになります。

　私のスケジュールに合わせて打ち合わせの時間を取ってくださった担当様、遅い時間までありがとうございました。あと五行前に失礼なこと書いてすみません。イラストの油ゆ谷たに様、今回も素す晴ばらしいイラストを描いていただき、感謝しております。

　メールやお手紙をくださった方々、感動でした。自分の書いた物語を誰だれかが読んで、楽しんでくれている。そんな実感がわき上がってきました。未み熟じゆく者ものですが、これからもよろしくお願ねがいいたします。

　そして読者の皆様に最大の感謝を。




　次は四巻、と言いたいところですが、もしかしたら新作を挟むかもしれません。その時は、そちらの物語も読んでいただけたら幸いです。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。





高遠豹介
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

大学の文芸部に所属し、部員のみんなに迷惑をかけ続けた挙句に部長となる。そして「部長の仕事は何かあった時に責任を取ることだ」と言い張り、具体的な仕事は何一つせずに任期を終えた。趣味はテニス。ラケットはずっとプリンスを愛用。
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油ゆ谷たに秀ひで和かず

関西在住。紆余曲折を経ていつの間にやらイラストの世界へと迷い込む。暑さには強いが寒さに弱く、紅茶が無いと仕事が出来ないという変な性質を持つ。
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高たか遠とお豹ひよう介すけ
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